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はじめにはじめにはじめにはじめに

このたびは、和泉電気㈱製 ＨＧ３Ａ／３Ｃ／４Ａ／４Ｃ形プログラ

マブル表示器をお買い求め頂き、誠にありがとうございます。

ＨＧ３Ａ／３Ｃ／４Ａ／４Ｃ形は、和泉電気の提唱する「ＨＭＩソリ

ューション＆テクノロジー」より創造された新しいコンセプトのプロ

グラマブル表示器です。ＨＧ３Ａ／３Ｃ／４Ａ／４Ｃ形は、明るく見

やすい液晶ディスプレイとタッチスイッチを兼ね備え、更に液晶グラ

フィカル表示にクリック感のある超薄型のメカニカルスイッチ機構

（ＣＣスイッチ）を融合させることで、押しボタンスイッチと同様な

操作性と安定感をいっそう高めた、進化したグラフィカルマルチスイ

ッチです。

ＣＣクリック：クリック感のあるＣＣスイッチを搭載した商品の呼称です。
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マニュアルの表記についてマニュアルの表記についてマニュアルの表記についてマニュアルの表記について

機器やソフトウェアの名称について機器やソフトウェアの名称について機器やソフトウェアの名称について機器やソフトウェアの名称について

! 

和泉電気㈱製のプログラマブル表示器の総称で、“ビスティーナ”と

読みます。

! HG3/4形

和泉電気㈱製のプログラマブル表示器の中で、画面サイズが１０．４

インチ及び１２．１インチの大形サイズの４機種：ＨＧ３Ａ／３Ｃ／

４Ａ／４Ｃ形を総称した呼び方です。

! CCスイッチ

弊社独自の機構によるクリック感のある超薄型メカニカルスイッチ

です。

! CCクリック

ＣＣスイッチを搭載した和泉電気㈱製商品の呼称です。

! PC

プログラマブルコントローラの簡略呼称です。ちなみにパーソナルコ

ンピュータの場合は「パソコン」としています。

! 

ＨＧ３Ａ／３Ｃ／４Ａ／４Ｃ形を初め，ＨＧシリーズ プログラマブ

ル表示器の画面作成や動作設定などを行うための作画ソフトウェア

で、“シェルパ”と読みます。

! DV

ＰＣ（プログラマブルコントローラ）や  内部のデバイス

メモリを総称する場合の名称です。具体的には、ＰＣの場合はデータ

レジスタ、入力リレー、出力リレーなど、  内部のデバイ

スの場合は表示器レジスタ、表示器リレーなどのすべてを表します。
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表記について表記について表記について表記について

このマニュアルでは，説明を簡潔にするために，次のような表記や

記号を使用しています。

a 機能を利用する上での注意事項を記載しています。

m 機能を利用する上で，知っていると役に立つ情報を記載して

います。

r 関連情報の参照箇所を示しています。

説明の中で記載している画面は，仕様変更などによりレイアウトな

どが異なっている場合もあります。予めご了承ください。
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1.1　特長　特長　特長　特長

大きく見やすい表示画面大きく見やすい表示画面大きく見やすい表示画面大きく見やすい表示画面

! 全ての機種が高精細なカラー液晶（ＨＧ３形：１０．４インチ

６４０×４８０ドットＴＦＴ／ＳＴＮ、ＨＧ４形：１２．１イ

ンチ８００×６００ドットＴＦＴ）をもちいた見やすい表示画

面です

! バックライトは超高輝度（ＨＧ４形：２５０cd/m2）

! 鮮明でリアルな画面表示が可能な色数（ＴＦＴ：６４色）

! ３２×３２ドットの高品位フォント搭載

快適操作快適操作快適操作快適操作

! 表示ドット：２０ドット単位でスイッチを構成する高分解能タ

ッチスイッチ（ＨＧ３Ａ形：３２×２４、ＨＧ４Ａ形：４０×

３０）の採用により、任意の位置にスイッチを配置可能

! ＣＣスイッチ（タッチスイッチ面上に取付けられたクリック感

のある超薄形メカニカルスイッチ）の装備で安心感をもって確

実な操作が可能

! ＣＣスイッチの配置は下一段、下二段、左右二列の機種から選

択可能

豊富な表示機能豊富な表示機能豊富な表示機能豊富な表示機能

! サブ画面などのウィンドウ画面は自由に移動可能

! 通常の横表示画面の他に縦表示画面も選択可能で、目的にあっ

た操作・表示システムが構築可能

外形、構造外形、構造外形、構造外形、構造

! 標準タイプ、ＣＣタイプ共に防塵、防水（IP65）構造で耐環境

性も万全
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便利な機能も数多く装備便利な機能も数多く装備便利な機能も数多く装備便利な機能も数多く装備

! 帳票機能の装備で、ユーザの指定フォーマットによるデータ管

理が可能

! 警報・履歴機能の装備で、機器のダウンタイムの短縮に貢献し

ます

! デバイスモニタ機能によりホストＰＣデバイスのモニタはもち

ろん、データのセット／リセットも可能

! バーコードなどの色々な機器と通信を可能にするユーザ定義通

信機能も装備

! 画面データの可搬が可能な小型メモリカードに対応したインタ

フェースを装備

機能拡張が可能な拡張バスを装備機能拡張が可能な拡張バスを装備機能拡張が可能な拡張バスを装備機能拡張が可能な拡張バスを装備

! 拡張バスに拡張ユニットを接続すれば、様々なアプリケーショ

ンに対応可能

! 拡張ユニット形式で各種オープンネット（JPCN-1、LONWorks、

InterBus、DeviceNet）に対応

メンテナンス機能の充実メンテナンス機能の充実メンテナンス機能の充実メンテナンス機能の充実

! 作画データのダウンロード、アップロード時間の短縮の為に、

従来のシリアル通信転送に加えて、パラレル通信転送にも対応

! デバック運転によりホストシミュレーション、オンライン運用

モニタ可能

作画プログラミングの操作は作画プログラミングの操作は作画プログラミングの操作は作画プログラミングの操作は HGシリーズ共通シリーズ共通シリーズ共通シリーズ共通

! 画面の作成や動作の設定は、HGシリーズを通じて同じ操作方法

で統一

! ラダープログラミングを応用した動作設定方式を採用している

ので、HG3/4形の動きを容易に把握可能
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1.2　こんな用途に最適です　こんな用途に最適です　こんな用途に最適です　こんな用途に最適です

! 各種操作盤、制御盤、指示盤、表示盤各種操作盤、制御盤、指示盤、表示盤各種操作盤、制御盤、指示盤、表示盤各種操作盤、制御盤、指示盤、表示盤

! 各種専用機械各種専用機械各種専用機械各種専用機械
（包装機械、食品機械、印刷機械）の操作卓（包装機械、食品機械、印刷機械）の操作卓（包装機械、食品機械、印刷機械）の操作卓（包装機械、食品機械、印刷機械）の操作卓

! 物流システム、立体駐車場物流システム、立体駐車場物流システム、立体駐車場物流システム、立体駐車場
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! 券売機、自動販売機券売機、自動販売機券売機、自動販売機券売機、自動販売機

! ビル、オフィス、下水処理設備、放送機器設備、公共施設ビル、オフィス、下水処理設備、放送機器設備、公共施設ビル、オフィス、下水処理設備、放送機器設備、公共施設ビル、オフィス、下水処理設備、放送機器設備、公共施設

! アミューズメントアミューズメントアミューズメントアミューズメント
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1.3　システムの構成　システムの構成　システムの構成　システムの構成

HG3/4 形を用いたシステムの構築は、準備から運転までに様々な機器

と接続し、データの交換をして完成します。以下に各フェーズごと

のシステムの構成について図示します。

画面データ作成時のシステム構成画面データ作成時のシステム構成画面データ作成時のシステム構成画面データ作成時のシステム構成

表示画面の作成、動作の設定などは、専用の Windows版作画ソフト

ウェア             を用いてパソコン上で作成します。

  パソコン

専用作画ソフト

　　　　    

データ転送時のシステム構成データ転送時のシステム構成データ転送時のシステム構成データ転送時のシステム構成

作成したデータ（プロジェクト）が完成すれば、パソコンから HG

形へデータをダウンロードします。

パソコン HG3/4形

 　　　　　　　　　　　　　　

ホスト機器準備時のシステム構成ホスト機器準備時のシステム構成ホスト機器準備時のシステム構成ホスト機器準備時のシステム構成

HG3/4 形をホスト機器に接続するための準備をします。ホスト機器

となるプログラマブルコントローラやコンピュータを準備する他、

それらの相互の接続ケーブル、通信プログラム、通信条件の設定な

どの作業が必要になります。

aホスト機器との通信を上位リ

ンク通信方式，または CPU 直結

通信方式で行なう場合は通信

プログラムは必要ありませ

ん。

または
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運転時のシステム構成運転時のシステム構成運転時のシステム構成運転時のシステム構成

ホスト機と接続して実際の運転を行ないます。

HG3/4形    ホスト機器

 

ホストシミュレーション等のシステム構成ホストシミュレーション等のシステム構成ホストシミュレーション等のシステム構成ホストシミュレーション等のシステム構成

パソコンをホスト機器に見立て、HG3/4 形の動作をシミュレーショ

ンします。

パソコン　　メンテナンス用ケーブル 　HG3/4形

　 　

オンライン運用モニタ等のシステム構成オンライン運用モニタ等のシステム構成オンライン運用モニタ等のシステム構成オンライン運用モニタ等のシステム構成

オンライン運用モニタを行ないます。

パソコン     HG3/4形       ホスト機器

  

ホスト機器用
通信ケーブル

メンテナンス用

ケーブル

ホスト機器との

接続ケーブル
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1.4　各部の名称と機能　各部の名称と機能　各部の名称と機能　各部の名称と機能

1.4.1　前面　前面　前面　前面

表示画面

（タッチスイッチ部）
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1.4.2　後面　後面　後面　後面

番号 名　称 備　考

① 電源端子 M3ネジ端子台 4P

② シリアル I/F2（メンテナンスポート） ミニ DIN8Pコネクタ

③ シリアル I/F1 Dサブ 25Pコネクタ

④ 外部入出力 Dサブ 15Pコネクタ

⑤ パラレル I/F ﾘﾎﾞﾝ形 14Pコネクタ

⑥ メモリカード I/F 専用コネクタ

⑦ 拡張バス 専用コネクタ

①
④

③

⑤

⑥

⑦

②
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1.4.3　ＣＣスイッチ　ＣＣスイッチ　ＣＣスイッチ　ＣＣスイッチ

ＣＣスイッチのレイアウトＣＣスイッチのレイアウトＣＣスイッチのレイアウトＣＣスイッチのレイアウト

ＣＣスイッチのレイアウトは基本フレームのタイプによってＨ１、

Ｈ２、Ｖ２の３タイプあります。

! Ｈ１タイプ

! Ｈ２タイプ

! Ｖ２タイプ
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2.1　動作モード　動作モード　動作モード　動作モード

HG3/4形の内部動作には、次の３つのモードがあります。

 運転モード

SHELLPA-Ⅱで作成した動作設定により運用する

 システムモード

運用前の準備を行なう

 メンテナンスモード

パソコンとのデータの転送やパソコンを使用して動作を確認す

る

以下に各モードの役割と移行の条件について述べます。

運転モード運転モード運転モード運転モード

運転モードは、実際に動作設定を行った動作を実現するモードです。

運転モードでは、タッチスイッチが操作されたときの情報を通信によ

りホスト機器へ伝えたり、またホスト機器からの情報に従って予め設

定した表示や動作が行なわれます。このモードは、通常の運用に用い

ます。

運転モードには、次の場合に移行します。

 電源を投入したとき

 システム画面から「運転」スイッチを選択したとき

 専用作画ソフトウェア SHELLPA-II により、作画データのダウ

ンロードが完了した時

システムモードシステムモードシステムモードシステムモード

システムモードは、HG3/4形の初期設定や時計設定、自己診断等を行

なうモードです。システムモードには、次の場合に移行します。

 運転モード中に画面の特定の位置を押し続けて選択画面を表示

し、システムモードを選択した時

 専用作画ソフトウェア SHELLPA-II により、全データの初期化

を行なった時

 ベース画面切替命令で切替画面 No.を「システム画面」に指定

した時

 システムエリア１の表示画面№にFFFFhを書込んだ時

r 選択画面については、「2.8　モ

ード切替」を参照してくださ

い。

a システムモードに移行する

と、ラダーによる動作は停止し

ますので、注意してください。
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メンテナンスモードメンテナンスモードメンテナンスモードメンテナンスモード

メンテナンスモードは、専用作画ソフトウェア SHELLPA-IIを用い、

パソコンと HG3/4形間でデータのやりとりを行なうモードです。この

モードでは、作画データのアップロードおよびダウンロード、履歴デ

ータのアップロード、デバッガによる運転が行なえます。

メンテナンスモードには、次の場合に移行します。

 SHELLPA-IIにより、デバッガを起動した時

 SHELLPA-II により、プロジェクトのアップロード、ダウンロ

ードを行なった時

 SHELLPA-IIにより、履歴データのアップロードを選択した時
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2.2　　　　HG3/4形の基本動作形の基本動作形の基本動作形の基本動作

通常、HG3/4形は、複数の画面に対する表示および動作をプログラム

して使用されます。それぞれの画面には、ホスト機器（多くは PC）

のデバイスの動きに基づいた画面表示動作が描画データと共にプロ

グラムされています。このため、HG3/4形の動作は、ホスト機器のデ

バイス情報をどのように取り入れ、また HG3/4形の情報をどのように

してホスト機器へ伝えるかといったホスト機器との通信方式に深く

関わりを持っています。

これらの情報を取り込んだ後、および取り込む前の内部動作について

は、共通の基本動作として考えることができます。

この節では、HG3/4形の基本動作について述べます。

基本動作基本動作基本動作基本動作

基本的な通信方式である上位リンク通信を用いたときの HG3/4 形の

画面作成から画面表示までの一連の表示動作を、以下に述べます。

 画面データの作成、そしてダウンロード

パソコン上の作画ソフトウェア SHELLPA-Ⅱを用いて表示画面を作

成し、その画面をタッチスイッチや外部からのデータによって、どの

ようなタイミングで、どのように動作させるのかを設定します。この

設定は、HG3/4形に内蔵された部品や命令を用い、PCの場合と同様

のラダー図に表して設定します。

作成された画面データは、メンテナンス通信ポート（RS-232C）、ま

たはプリンタポート（ｾﾝﾄﾛﾆｸｽｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ）を経由して HG3/4形のユー

ザメモリへダウンロードされます。

 ホスト機器との通信

運転モードに移ると、HG3/4 形はホスト通信インタフェース（RS-

232C，RS-422(485)）を介して、表示中の画面のプログラムに関係す

るホスト機器のデバイス情報を定期的に読込みます。

一方、HG3/4形からホスト機器へは、タッチスイッチなどの操作情報

に変化があった時点で、そのデータをホスト機器に書込み、情報を伝

達します。

m ホスト機器のデバイスとは、ホ

スト機器が所定の動作を実行

するための条件や実行結果を

格納する場所のことです。入

力、出力、内部リレー、データ

レジスタ、タイマ、カウンタ等

があります

m 表示器内部保持レジスタ／リ

レーのデータクリア

(ＳＨＥＬＬＰＡＶｅｒ７．０以

降、本体システムＶｅｒ１．３

０以降が必要)

SHELLPA-Ⅱから画面データを

ダウンロードする際、表示器内

部保持レジスタ／リレーの

データをクリアする／しない

の設定ができます。
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このように、通信インタフェースを介して HG3/4 形とホスト機器は

双方向で互いのデバイス情報を直接交換し合いながら、一連の表示動

作を進めていきます。

ホスト機器のデバイスの状態が画面動作に関わりを持つプログラム

を作成する場合は、直接、ホスト機器のデバイス番号を指定すること

ができます。

また、PC側では HG3/4形と情報交換するための通信プログラムは不

要ですので、PC側では通信プログラムを意識せずにシーケンスプロ

グラムを作成することができます。

下図の例では、タッチスイッチを押すと、その情報がホストインタフ

ェースを介して直接 PCのデバイス（入力リレー，出力リレー，内部

リレー，内部レジスタ等の全デバイスが対象になります）を ONにし

ます。この信号を受けた PCは、何らかのシーケンス制御プログラム

を実行しデータレジスタの値を HG3/4 形へ送り出します。この値は

HG3/4形へ再度ホストインタフェースを経由して伝えられ、数値表示

として画面に表示されます。

内部デバイス 画面

内部リレー 数値表示器

内部レジスタ ﾀｯﾁｽｲｯﾁ 1234

etc

ホストインターフェース
　　　(RS-232C,RS-422(485))

　　　　　　　　　　　　通信ライン

上位リンクユニット
　　　　(RS-232C,RS-422(485))

デバイス プログラム

入力ﾘﾚｰ LOD X10

出力ﾘﾚｰ ・・・

内部ﾘﾚｰ LOD IR2

ﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ OUT DR5

m HG3/4形は、ホストデバイスに

頼らず、内部デバイスによって

HG3/4 形内で自己完結する表

示動作を行なうことができま

す。

この内部デバイスは、内部リレ

ータッチスイッチなどの主に

接点データを扱うビットデバ

イスと、データレジスタやタイ

マ値などの数値データを扱う

ためのワードデバイスに分け

られます。

HG3/4形

ホスト機器
（PC）
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 動作の解釈・実行

HG3/4形の CPUは、ユーザメモリに格納された動作設定プログラム

に従って、指定された PC のデバイスの状態や、タッチスイッチの

ON/OFF状態をチェックし、表示動作を開始する条件を満たしている

かどうかを判断します。

 画面の表示

表示動作を開始する条件が成立すれば、その条件に繋がる部品や命令

が実行されます。この部品が描画機能を伴うものであれば画面データ

をユーザメモリから読出し、画面上に図柄や文字を表示します。もし、

画面切替やデータ書込などの描画を伴わない命令であれば、内部で対

応する処理が行われ、1つの起動条件に対する処理を終えます。

HG3/4形は各種ホスト機器と接続するために次の通信方式をサポート

しています。また、本体の機種により利用できる通信方式が異なりま

すので、適用システムに合わせて予め利用する機種を選択してくださ

い。

下表は、各通信方式ごとの概要をまとめたものです。

通信方式 概　要 主導権

 上位リンク

 （CPU直結）

各社 PC 用通信ユニットとプログラ

ムレス通信

HG3/4形

 ＩＳ－ＮＥＴ 和泉電気 PC SIF4とプログラムレス

通信

ﾎｽﾄ機器

 ＤＭリンク パソコンやボードコンピュータと

のシリアル通信

ﾎｽﾄ機器

 オープンネット 各オープンネット対応機器との通

信

ﾎｽﾄ機器

a 実際の運転では、ホスト機器と

の通信方式の種類によって詳

細な動きは異なります。
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2.3　画面の構成　画面の構成　画面の構成　画面の構成

HG3/4形の画面は共通画面、ベース画面、サブ画面、警報表示画面、

履歴表示画面、デバイスモニタ画面、帳票画面、システム画面により

構成されています。

画面の成り立ちを下図に示します。

共通画面

　　システム画面

警報表示画面

ベース画面ベース画面ベース画面ベース画面

サブ画面

（モード切替）

　　帳票画面

履歴表示画面

テンキー

文字キー

 デバイスモニタ
画面

条件によりベース画面上

に表示される画面

通常表示される画面

表示されない画面

a テンキー、文字キーは、ポップ

アップ表示に設定されている

場合、サブ画面の１つとして数

えられます。
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2.3.1　ベース画面　ベース画面　ベース画面　ベース画面

1 つの表示画面は、1 つのベース画面を基準に、予め用意されている

部品（タッチスイッチ、図形表示器、数値表示器など）や文字、図形、

更に共通画面、サブ画面が関連づけられて構成されます。言い換えれ

ば、ベース画面により一連の動作が 1つにまとめられており、ベース

画面が切り替わると動作も入れ替わることになります。

ベース画面に関連づけられる要素として、共通画面、部品、命令、起

動、そのほかシステムで事前に用意している動作があります。

2.3.2　共通画面　共通画面　共通画面　共通画面

共通画面は、ベース画面の台紙となる画面です。

表示画面のフルサイズ（HG3A/3C：横 640 ドット×縦 480 ドット、

HG4A/4C：横 800ドット×縦 600ドット）に相当する大きさの画面で、

常にベース画面の背景として表示されます。共通画面はベース画面と

同様に直接文字や図形、更に部品や命令、起動などを設定することが

可能です。

数種類の画面を特定のフォーマットに従って作成する場合には、共通

画面を利用すると便利です。

2.3.3　サブ画面　サブ画面　サブ画面　サブ画面

サブ画面は、ベース画面に「サブ画面オープン」の命令を設定するこ

とにより、ベース画面上の任意の位置に任意の大きさで開くことがで

きるウインドウ画面です。サブ画面は、ベース画面と同様に動作を設

定できます。さらにベース画面上で移動、クローズ、表示切替を行う

ことができます。

1つのベース画面から開くことができるサブ画面数は警報を設定して

いると 2つ、設定していないと 3つです。

2.3.4　警報表示画面　警報表示画面　警報表示画面　警報表示画面

ホスト機器または拡張入力等からの警報入力によって表示されるウ

インドウ画面です。どのベース画面が表示されていても、警報があれ

ばいつでも表示されます。

また、文字、図形などの表示以外にベース画面同様、起動、部品、命

令を設定することが可能です。

r 詳わしくは「2.10　警報・履歴

機能」を参照してください。

r ウインドウ画面については

「2.3.9　ウインドウ画面」を参

照してください。
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2.3.5　履歴表示画面　履歴表示画面　履歴表示画面　履歴表示画面

履歴機能により収集した履歴データを表示するウインドウ画面です。

履歴表示はサブ画面を利用して表示されます。画面は 320×320 ドッ

トサイズに固定されています。

2.3.6　帳票画面　帳票画面　帳票画面　帳票画面

専用作画ソフトウェア SHELLPA-II で設定した印刷専用画面です。

HG3/4形の液晶に表示されることはありません。

画面は横方向 640 ﾄﾞｯﾄ固定で、縦方向 12 ﾄﾞｯﾄ単位の可変サイズにな

っています。

2.3.7　デバイスモニタ画面　デバイスモニタ画面　デバイスモニタ画面　デバイスモニタ画面

デバイスのモニタおよびデバイスの値を変更することができるウイ

ンドウ画面です。

画面は 320×320ドットサイズに固定されています。

2.3.8　システム画面　システム画面　システム画面　システム画面

システム画面は、本体に事前に用意されている各種サポート画面です。

システム画面には、システムメニューの画面、選択画面、コントラス

ト調整画面等があります。

a コントラスト調整画面がある

のはＨＧ３Ａ形ＳＴＮタイプ

のみです。

r 詳わしくは「2.10　警報・履歴

機能」を参照してください。

r 詳わしくは「2.12　帳票機能」

を参照してください。

r 詳わしくは「2.11　デバイスモ

ニタ機能」を参照してくださ

い。
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2.3.9　ウインドウ画面　ウインドウ画面　ウインドウ画面　ウインドウ画面

サブ画面、警報表示画面、履歴表示画面、デバイスモニタ画面はウイ

ンドウ形式の画面です。画面上のタッチスイッチを操作することによ

り、画面の移動、クローズ、表示切替が可能です。ウインドウ画面に

ついての詳細は以下の通りです。

⇔ ×

 ウインドウ画面の操作例

 ウインドウ画面の移動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⇔ ×

　

 ウインドウ画面の表示切替

移動したい場所
(ここでは右上端)
を押す。

ベース画面上にウイン
ドウ画面が表示されて
いる。

タイトルバーが点滅
する。（移動モード）

⇔ を押す

押した右上端にウイン
ドウ画面が移動する。

２つのウインドウ画面が重な
ってオープンしている。

背面にあるウイン
ドウ画面のタイト
ルバーを押す。

背面のウインドウ画面が
前面に表示される。

・タイトルバー
タイトルが表示されます。

ウインドウ画面が複数重なってい
る場合、背面にあるウインドウ画面
のタイトルバーを押すと背面の画
面が前面に表示されます。

ウインドウ画面

・画面移動
⇔ を押すとタイトルバーが点滅し、

画面移動モードになります。次に押し
た位置に画面が移動します。

・画面表示領域
サブ画面、警報表示画面の場
合、専用作画ソフトウェア
SHELLPA-Ⅱで設定した文
字、図形等が表示されます。

それ以外の画面では、表示器
本体システムで用意した文
字、図形等が表示されます。

a ウインドウ画面を移動する場

合、端に移動してもウインドウ

画面が表示枠からはみ出るこ

とはありません。

・画面クローズ
× を押すとウインド

ウ画面が閉じます。

m ・絶対座標／相対座標

（作画ソフトＳＨＥＬＬＰ
ＡⅡ６．１０以降、本体シス
テムＶｅｒ１．２０以降が必
要）

絶対値座標に設定するとベ
ース画面の左上を原点とし
てサブ画面、ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾃﾝｷｰ
／文字ｷｰを表示します。相対
座標に設定するとサブ画面
の左上を原点としてサブ画
面、ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾃﾝｷｰ／文字ｷｰ
を表示します。
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2.4　タッチスイッチの配置　タッチスイッチの配置　タッチスイッチの配置　タッチスイッチの配置
タッチスイッチの配置位置タッチスイッチの配置位置タッチスイッチの配置位置タッチスイッチの配置位置

タッチスイッチは、専用作画ソフトウェア SHELLPA-IIのフレーム（タ

ッチグリッド部）の位置に配置することができます。

なお、タッチスイッチの最小サイズは、フレーム（タッチグリッド部）

サイズの２×２（40ドット×40ドット）となります。

 HG3A/3Cの場合の場合の場合の場合

※３

※２

※１

 HG4A/4Cの場合の場合の場合の場合

 ※６

 ※5

 ※4

a HG3C の場合はＣＣレイアウ

トにより、

下１段は 640 ﾄﾞｯﾄ Ｘ [※１]

下 2段は 640 ﾄﾞｯﾄ Ｘ [※２]

横２列は[※３] Ｘ480 ﾄﾞｯﾄにな

ります。

  ※１：３８０ﾄﾞｯﾄ

  ※２：２８０ﾄﾞｯﾄ

  ※３：４４０ﾄﾞｯﾄ

a HG4C の場合はＣＣレイアウト

により、

下１段は 800 ﾄﾞｯﾄ Ｘ [※４]

下 2段は 800 ﾄﾞｯﾄ Ｘ [※５]

横２列は[※６] Ｘ600 ﾄﾞｯﾄにな

ります。

    ※４：４８０ﾄﾞｯﾄ

    ※５：３６０ﾄﾞｯﾄ

    ※６：５６０ﾄﾞｯﾄ
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2.5　起動と部品と命令　起動と部品と命令　起動と部品と命令　起動と部品と命令

HG3/4形の画面動作の設定は、「部品」「命令」「起動条件付き部品

（起動と略す）」と呼ばれる機能要素を組合わせて行います。

「部品」は、描画機能を持った機能要素で、数値表示器、図形表示器

等があります。また、「命令」は動作のみを定義する機能要素で、画

面切替、データ書込、タイマ、スイッチロック等があります。「起動」

は、部品や命令を実行させるための起動条件を持った部品で、接点、

タッチスイッチ等があります。

これらの部品、命令、起動を組み合わせて画面表示の動作シーケンス

として展開し、これを HG3/4形が実行して一連の画面表示を行います。

HG3/4形では、専用作画ソフトウェア SHELLPA-IIにより画面を作成

します。SHELLPA-II では、ラダー図を応用した動作シーケンスの表

記法を採用しているので、全体の動作設定と制御の流れを容易に把握

できます。

2.5.1　データタイプ　データタイプ　データタイプ　データタイプ

データタイプデータタイプデータタイプデータタイプ

起動、部品、命令で使用するデータタイプには以下の 9つがあります。

 バイナリ 16ビット（＋）

 バイナリ 16ビット（＋/－）

 バイナリ 32ビット（＋）

 バイナリ 32ビット（＋/－）

 ＢＣＤ4桁

 ＢＣＤ8桁

 ＢＣＤ4桁（小数）

 ＢＣＤ8桁（小数）

 ｆｌｏａｔ３２ビット

a 起動、部品、命令によって設定

できないデータタイプがあり

ます。

a・３２ビットデータタイプ

（作画ソフトＳＨＥＬＬＰ
ＡⅡ７．００以降、本体シス
テムＶｅｒ１．３０以降）

接続されるＰＬＣ、デバイスに

応じて、ＨＧで３２ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ

の扱いを自動的に変更しま

す。（上位ワード、下位ワード

を入れ替えます。）
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デバイスへの割り当てデバイスへの割り当てデバイスへの割り当てデバイスへの割り当て

以下のようにデバイスにデータを割り当てることにより、起動、部品、

命令でのデータの読込、書込を行います。

 バイナリ 16ビット（＋）

先頭ｱﾄﾞﾚｽ 15ﾋﾞｯﾄ　　     　0ﾋﾞｯﾄ

＋0 　１ワード

 バイナリ 16ビット（＋/－）

先頭ｱﾄﾞﾚｽ 15ﾋﾞｯﾄ　　    　 0ﾋﾞｯﾄ

＋0 　１ワード

��
��

　　　　符号ﾋﾞｯﾄ　　値は 2の補数表現

 バイナリ 32ビット（＋）

先頭ｱﾄﾞﾚｽ 15ﾋﾞｯﾄ　　     　0ﾋﾞｯﾄ

＋0 　下位ワード

＋1 　上位ワード

 バイナリ 32ビット（＋/－）

先頭ｱﾄﾞﾚｽ 15ﾋﾞｯﾄ　　　　　 0ﾋﾞｯﾄ

＋0 　下位ワード

＋1 　上位ワード
��
��

　　　　符号ﾋﾞｯﾄ　　値は 2の補数表現

 ＢＣＤ4桁

先頭ｱﾄﾞﾚｽ　15ﾋﾞｯﾄ　　　　　  0ﾋﾞｯﾄ

＋0 １ワード
��
��

　　符号数値(4ﾋﾞｯﾄ)

　0～9(16進)：符号が＋で 0～9である

   F(16進)　：符号が－である

 ＢＣＤ8桁

先頭ｱﾄﾞﾚｽ  15ﾋﾞｯﾄ　       　　0ﾋﾞｯﾄ

＋0 下位ワード

＋1 上位ワード

�
�
�

　　符号数値(4ﾋﾞｯﾄ)

     0～9(16進)：符号が＋で 0～9である

      F(16進)　：符号が－である

（例）先頭ｱﾄﾞﾚｽが LDR10の場合

　　　　　６５５２６(10進)

　　　　　　　↓↑

LDR10 ＦＦＦ６(16進)

（例）先頭ｱﾄﾞﾚｽが LDR10の場合

　　　　　　－１０(10進)

　　　　　　　↓↑

LDR10 ＦＦＦ６(16進)

（例）先頭ｱﾄﾞﾚｽが LDR10の場合

　　　　4294967286(10進)

　　　　　　　↓↑

LDR10 ＦＦＦ６(16進)

LDR11 ＦＦＦＦ(16進)

（例）先頭ｱﾄﾞﾚｽが LDR10の場合

　　　　　　－１０(10進)

　　　　　　　↓↑

LDR10 ＦＦＦ６(16進)

LDR11 ＦＦＦＦ(16進)

（例）先頭ｱﾄﾞﾚｽが LDR10の場合

　　　＋１２３４(BCD4桁)

　　　　　　　↓↑

LDR10 １２３４(16進)

（例）先頭ｱﾄﾞﾚｽが LDR10の場合

－７６５４３２１(BCD8桁)

　　　　　　　↓↑

LDR10 ４３２１(16進)

LDR11 Ｆ７６５(16進)
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 ＢＣＤ4桁（小数）

先頭ｱﾄﾞﾚｽ  15 ﾋﾞｯﾄ　       　　0 ﾋﾞｯﾄ

＋0 下位ワード 　整数部

＋1 上位ワード 　小数部

　　　符号数値(4 ﾋﾞｯﾄ)

       0～9(16進)：符号が＋で 0～9である

        F(16進)　：符号が－である

 ＢＣＤ8桁（小数）

 先頭ｱﾄﾞﾚｽ 15ﾋﾞｯﾄ　       　　0ﾋﾞｯﾄ

＋0 最下位ワード

＋1

　
����
����

＋2 最上位ワード 　小数部

　　　符号数値(4ﾋﾞｯﾄ)

         0～9(16進)：符号が＋で 0～9である

          F(16進)　：符号が－である

整数部

 ｆｌｏａｔ32ビット

ｆｌｏａｔ32 ビットは浮動小数点データ(IEEE754 規格準拠)に従っ

ており、以下のように表現します。

浮動小数点データ･･････仮数部×２指数部

　　ﾋﾞｯﾄ位置   31 30　 　　　　  23 22　　　　　　　　　　　　　  　 0

指数部(E) 仮数部(M)

　実際は+127されている　　　1.×××の小数点以下を表す

　　仮数部符号ﾋﾞｯﾄ(S) (0:正、1:負)

          　　　   ０を表す場合はﾋﾞｯﾄ位置 0～31がすべて 0になります。

式で表すと以下のようになります。

(－1)S×(1+Ｍ)×２E－127  (0 < E < 255)

　０　　　(E=M=仮数部符号=0)

（例） ﾋﾞｯﾄ位置 31 30　 　　　23 22　　　　　　　　　　　　  　 0

2進数 1 01111111  01000000000000000000000

負 20+21+22+23+24+25+26=127　　2-2=0.25

　　浮動小数点データ＝－1.25×2127―127=－1.25

デバイスへは以下のように割り当てられます。

先頭ｱﾄﾞﾚｽ　15ﾋﾞｯﾄ　　　 　　　　 0ﾋﾞｯﾄ

＋0 　下位ワード 　仮数部

＋1 　上位ワード 　

���
���

　　仮数部符号ﾋﾞｯﾄ　指数部　仮数部

（例）先頭ｱﾄﾞﾚｽが LDR10の場合

　－123．4567　(BCD4桁(小数))

　　　　　　　↓↑

LDR10 Ｆ１２３(16進)

LDR11 ４５６７(16進)

（例）先頭ｱﾄﾞﾚｽが LDR10の場合

＋12345678．8756　(BCD8桁(小数))

　　　　　　　↓↑

LDR10 ５６７８(16進)

LDR11 １２３４(16進)

LDR12 ８７５６(16進)

（例）先頭ｱﾄﾞﾚｽが LDR10の場合

　　　　　－1．25(10進)

　　　　　　　↓↑

BFA00000 (16進)

　　　　　　　↓↑

LDR10 ００００(16進)

LDR11 ＢＦＡ０(16進)
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2.5.2　起動　起動　起動　起動

タッチスイッチタッチスイッチタッチスイッチタッチスイッチ

タッチスイッチは、スイッチ形状の図形を持つ起動条件です。

設定項目 LTSアドレス ０～31999（32000点）

動作モード モメンタリ（M）

オルタネイト（A）

接点方式 A接点、B接点

表示切替方式 タッチスイッチ

指定デバイス（ビットデバイス）

表示図形なし

ラダー  A接点 TSW(ID番号)

シンボル 動作モード

LTSアドレス

表示切替方式

 B接点 TSW(ID番号)

　動作

モード

LTSアドレス

表示切替方式

 タッチスイッチ動作例

(例 1)タッチスイッチ、A接点、モメンタリの場合

(例 2)指定デバイス、Ａ接点、オルタネートの場合

最初にﾀｯﾁｽｲｯﾁ
が表示された
状態

OFF 時図形が表示
される。
（起動条件不成立）

ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押した

ON 時図形が表示さ
れ、起動条件が ON に
なる。（起動条件成立）

ﾀｯﾁｽｲｯﾁから手
を離した。

OFF 時図形が表示され、
起動条件が OFFになる。
（起動条件不成立）

最初にﾀｯﾁｽｲｯﾁ
が表示された
状態

指定ﾋﾞｯﾄﾃﾞﾊﾞｲｽの値が
0であったので OFF時
図形が表示される。

ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押した。

起動条件が OＮになる。
（起動条件成立）
指定ﾋﾞｯﾄﾃﾞﾊﾞｲｽの値が 0 で
あるので OFF 時図形の表
示を保持する。

指定ﾋﾞｯﾄﾃﾞﾊﾞｲｽ
が１になった。

表示図形が ON 時図
形に切り替わる。

ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押した

起動条件が OFFになる。
（起動条件不成立）
指定ﾋﾞｯﾄﾃﾞﾊﾞｲｽの値が 1
であるので ON 時図形の
表示を保持する。

指定ﾋﾞｯﾄﾃﾞﾊﾞｲｽ
が 0になった。

表示図形が OFF 時
図形に切り替わる。

m ・Ａ接点

タッチスイッチがＯＮの
時、起動接点ＯＮ（起動条件
成立）

タッチスイッチがＯＦＦの
時、起動接点ＯＦＦ（起動条
件不成立）

・ Ｂ接点

タッチスイッチがＯＦＦの
時、起動接点ＯＮ（起動条件
成立）

タッチスイッチがＯＮの
時、起動接点ＯＦＦ（起動条
件不成立）

m 表示切替方式を指定デバイス

に設定すると指定されたデバ

イスの状態によって表示が変

わります。つまり、デバイスの

状態がＯＮならＯＮ時に設定

した図形を、ＯＦＦならＯＦＦ

時に設定した図形を表示しま

す。

 （照光式押しボタンのイメージ）

a タッチスイッチの動作モード

をオルタネイトに設定した場

合、画面切替後もスイッチの状

態が保持されます。
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接点接点接点接点

指定したデバイス（ビットの 1または 0）の状態により、ON/OFFが

行なわれる起動条件です。

設定項目 接点種類 A接点
B接点

デバイス指定 デバイス，アドレス（ビット位置）

ラダー A接点 RLY(ID番号)

シンボル

デバイス，アドレス（ビット位置）

B接点 RLY(ID番号)

デバイス，アドレス（ビット位置）

 接点例

(例 1) 指定デバイスが LM100で A接点の場合

LM100が 1の時、接点 ON（起動条件成立）

LM100が 0の時、接点 OFF（起動条件不成立）

(例 2) 指定デバイスが LDR200(ﾋﾞｯﾄ位置 5)で B接点の場合

LDR200(ﾋﾞｯﾄ位置 5)が 1の時、接点 OFF（起動条件不成立）

LDR200(ﾋﾞｯﾄ位置 5)が 0の時、接点 ON（起動条件成立）

m ・Ａ接点

データが１の時、起動接点Ｏ
Ｎ（起動条件成立）

データが０の時、起動接点Ｏ
ＦＦ（起動条件不成立）

・ Ｂ接点

データが０の時、起動接点Ｏ
Ｎ（起動条件成立）

データが１の時、起動接点Ｏ
ＦＦ（起動条件不成立）
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比較接点比較接点比較接点比較接点

指定したデバイスの状態を比較対象と比べた結果により、ON/OFFが

行なわれる起動条件です。

LCMアドレス 0～31999（32000点）設

定 比較モード 直接数値／間接数値／直接文字

項 比較種 直接数値 ＝，≠，＜，≦，＞，≧

目 間接数値 ＝，≠，＜，≦，＞，≧

直接文字 ＝，≠

比較データ 直接数値 データタイプ／データ

間接数値 データタイプ／デバイス，アドレス

（ワードデバイスのみ）

直接文字 文字列（20文字まで）

比較対象 演算なし 対象デバイス（ﾜｰﾄﾞﾃﾞﾊﾞｲｽのみ）

演算あり 対象デバイス－演算データ(直接/間接)

対象デバイス＋演算データ(直接/間接)

対象デバイス×演算データ(直接/間接)

対象デバイス÷演算データ(直接/間接)

ラダーシンボル CMP(ID番号)

比較種 LCMアドレス

比較データ

比較対象

 比較接点例

(例 1) 直接数値 50、比較対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ LDR300､超過(<)

LDR300=100の場合、接点 ON（起動条件成立）

LDR300=10の場合、接点 OFF（起動条件不成立）

(例 2) 間接数値(LDR150)、比較対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ(LDR500+100：演算あり)、

以下(≧)

LDR500=10で LDR150=200の場合、接点 ON（起動条件成立)

LDR500=50で LDR150=10の場合、接点 OFF(起動条件不成立)

(例2)  直接文字(漢字)、比較対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ LDR800、一致(=)

以下のように LDR800 = 8ABF(16進)、LDR801=8E9A(16進)の場

合、接点 ON（起動条件成立）となり、それ以外は接点 OFF（起

動条件不成立）となります。

シフト JIS

LDR800 8ABF(16進) 漢

LDR801 8E9A(16進) 字
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2.5.3　部品　部品　部品　部品

メニュースイッチメニュースイッチメニュースイッチメニュースイッチ

複数の要素の内１つを選択し、指定のデバイスに書き込みを行なう部

品です。選択は、タッチスイッチによって行ないます。

設定項目 スイッチ

構成数

 Ｗ （縦）× Ｍ（横）

（Ｗ × Ｍ≦32）

書込先デバイス 各 Chごとのデバイス，

アドレス，ビット位置

表示図形 有（表示設定を行なう）

無

ラダーシンボル MSW(ID番号)

Ｗ×Ｍ

 書込先ﾃﾞﾊﾞｲｽ（Ch1）

 書込先ﾃﾞﾊﾞｲｽ（Ch2）

 表示イメージ例（3×2の場合）

下図のようにチャンネルが割り当てられます。

Ch1 Ch2

Ch3 Ch4

Ch5 Ch6

Ch1 Ch2

Ch3 Ch4

Ch5

Ch1

Ch2
Ch3

Ch4

Ch5
Ch6

Ch6

分離可能 大きさを個別に変更可能

a メニュースイッチは、最初に表

示された直後は全て OFF とな

っています。その後どれかのス

イッチが押されるとそのスイ

ッチが ONになり、指定のデバ

イスへデータが書き込まれま

す。更に、他のスイッチが押さ

れるとそれまでON状態であっ

たスイッチが OFF となり、押

されたスイッチがONとなりま

す。
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 メニュースイッチ動作例（3×2の場合）

　　　　　　起動条件がON
でﾒﾆｭｰｽｲｯﾁが
最初に表示さ
れた状態

ﾒﾆｭｰｽｲｯﾁがすべてOFF表
示でデバイスへの書込み
はされない。

Ch3を押す

Ch3がON表示で指定ﾃﾞﾊﾞ
ｲｽに１が書込まれる。その
他は OFF 表示で 0 が書込
まれる。

Ch1 Ch2

Ch3 Ch4

Ch5 Ch6

Ch1 Ch2

Ch3 Ch4

Ch5 Ch6

Ch2を押す

Ch2 が ON 表示で指定
ﾃﾞﾊﾞｲｽに１が書込まれ
る。その他は OFF表示
で 0が書込まれる。

Ch1 Ch2

Ch3 Ch4

Ch5 Ch6

Ch1 Ch2

Ch3 Ch4

Ch5 Ch6

画面切替で他の画面を表示
してから元のﾒﾆｭｰｽｲｯﾁがあ
る画面に戻る。
  （画面切替直後）

表示は起動条件が ON/OFF
にかかわらず、画面を切替
える前の状態で、デバイス
への書込みはされない。

a 起動条件が OFF になるとメニュースイッチの表示は起動条件が OFF

になる前の状態を保持し、タッチスイッチを押しても動作しません。

m 画面切替直後、メニュースイッ

チの表示は、起動条件がＯＮ／

ＯＦＦにかかわらず画面切替

前の状態になっています。ま

た、デバイスへの書込みは行わ

れません。

電源ＯＮ直後などメニュース

イッチが最初に表示された場

合、メニュースイッチはすべて

ＯＦＦ表示となっています。
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デジスイッチデジスイッチデジスイッチデジスイッチ

デバイスへデータをセットする部品です。

データは、タッチスイッチにより入力します。

設定項目 データタイプ バイナリ 16ビット（＋）

バイナリ 16ビット（＋／－）

バイナリ 32ビット（＋）

バイナリ 32ビット（＋／－）

ＢＣＤ４桁、ＢＣＤ８桁

桁数 データタイプにより 1～10桁

出力先デバイス デバイス，アドレス（ワードデバイス）

表示設定 表示形態の設定

ラダーシンボル DSW(ID番号)

ﾃﾞｰﾀﾀｲﾌﾟ 桁数

出力先デバイス

 表示イメージ例（桁数 3の場合）

 デジスイッチ動作例（桁数 3の場合）

起動条件がON
でﾃﾞｼﾞｽｲｯﾁが
最初に表示さ
れた状態

指定されたﾃﾞﾊﾞｲｽの値
を読込み、数値表示部
に数値を表示する。

最下位桁の▲(+)
を押す。

最下位桁の数値表示
部を＋１して表示
し、出力先デバイス
にデータを書込む。

1 32 1 42

最上位桁の▼(－)
を押す。

最上位桁の数値表示
部を－１して表示
し、出力先デバイス
にデータを書込む。

0 42

指定されたﾃﾞﾊﾞｲｽの値
を読込み、数値表示部
に数値を表示する。

3 12

画面切替で他の画面を
表示してから元のﾃﾞｼﾞｽ
ｲｯﾁがある画面に戻る。

　（画面切替直後）

a 起動条件が OFFになるとデジスイッチの表示は起動条件が OFFになる前

の状態を保持し、デジスイッチのタッチスイッチを押しても動作しません。

カウントアップ

数値表示部

カウントダウン

最下位桁最上位桁

1 32

m ベース画面切替直後、デジスイ

ッチは、起動条件がＯＮ／ＯＦ

Ｆにかかわらず、指定デバイス

の値を読込み、その値を数値表

示部に表示します。
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セレクタスイッチセレクタスイッチセレクタスイッチセレクタスイッチ

複数の処理の中から排他的に１つの処理を選択する部品です。

選択は、タッチスイッチにより行ないます。

設定項目 種別 ２ノッチ－ノーリターン

２ノッチ－右リターン（←）

２ノッチ－左リターン（→）

３ノッチ－ノーリターン

３ノッチ－右リターン（←）

３ノッチ－左リターン（→）

３ノッチ－両リターン

書込先デバイス 各チャンネル(Ch)ごとのデバイス，

アドレス（ビット位置）

表示設定 表示形態の設定

ラダーシンボル SSW(ID番号)

　　（３ノッチの場合） 種別

 書込先ﾃﾞﾊﾞｲｽ（Ch1）

 書込先ﾃﾞﾊﾞｲｽ（Ch2）

 書込先ﾃﾞﾊﾞｲｽ（Ch3）

 表示イメージ例

セレクタスイッチが

左に傾く

セレクタスイッチが右

に傾く

セレクタスイッチ
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 セレクタスイッチ動作例（2ノッチ、ノーリターン場合）

起動条件がON
でｾﾚｸﾀｽｲｯﾁが
最初に表示さ
れた状態

ｾﾚｸﾀｽｲｯﾁは左に向いて
いる。ﾃﾞﾊﾞｲｽに書き込
みはしない。

ｾﾚｸﾀｽｲｯﾁは右に向
き、書込先ﾃﾞﾊﾞｲｽに
値を書き込む。

　　を押す

　　を押す

ｾﾚｸﾀｽｲｯﾁは左に向
き、書込先ﾃﾞﾊﾞｲｽに
値を書き込む。

画面切替で他の画面を
表示してから元のｾﾚｸﾀｽ
ｲｯﾁがある画面に戻る

（画面切替直後）

起動条件が ON／OFF にか
かわらず画面切替前の状態
を表示する。デバイスへの書
き込みは行われない。

a 起動条件が OFF になるとセレクタスイッチの表示は起動条件が OFF

になる前の状態を保持し、タッチスイッチを押しても動作しません。

m 画面切替直後、セレクタスイッ

チの表示は、起動条件がＯＮ／

ＯＦＦにかかわらず画面切替

前の状態になっています。ま

た、デバイスへの書込みは行わ

れません。
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テンキーテンキーテンキーテンキー

様々な数値データをタッチスイッチにより入力する部品です。

設 数値モード 10進／16進／指数

定

項

目

入力データ データタイプ：

　バイナリ 16ビット（＋）

　バイナリ 16ビット（＋／－）

　バイナリ 32ビット（＋）

　バイナリ 32ビット（＋／－）

　BCD４桁、BCD４桁（小数）、BCD８桁、
 BCD８桁（小数）、float32 ﾋﾞｯﾄ
　桁数：データタイプにより 1～10桁

　小数桁：データタイプにより 1～10桁

表示方式 常駐／ポップアップ

表示設定 表示形態の設定

許容値設定 固定／可変、上限値，下限値

データオーバー通報をする

間接値格納先ﾃﾞﾊﾞｲｽ 間接格納をする（対象デバイス指定）

格納先デバイス デバイス，アドレス

ラダーシンボル TKY(ID番号)

数値ﾓｰﾄﾞ ﾃﾞｰﾀﾀｲﾌﾟ 桁数

格納先デバイス

間接格納先デバイス

(下限値)

(上限値)

(通報先デバイス)

 直接格納と間接格納

 直接格納

指定した格納先デバイスへ直接格納します。

（例）デバイス LDR50へ 1234(16進)を直接格納する場合

LDR50 １２３４(16進)

 間接格納

指定した格納先デバイスのアドレスに間接格納デバイス値を加

算したアドレスへ格納します。

（例）デバイス LDR200、間接格納デバイス LDR50の場合、1234(16進)

を格納する。

LDR50 000A(16進) LDR200 0001(16進)

LDR210 1234(16進)

+10
(10進)

m ・常駐

起動条件の状態にかかわら

ず常時テンキーを表示し続

けます。起動条件がＯＦＦの

場合は数値入力が無効にな

ります。

・ ポップアップ

起動条件がＯＦＦ→ＯＮに

なるとテンキーが表示さ

れ、数値入力が可能になりま

す。また、ＥＮＴ、ＣＡＮを

押すとテンキーが表示され

なくなります。テンキーはサ

ブ画面の１つとして数えら

れます。



2.5　起動と部品と命令　起動と部品と命令　起動と部品と命令　起動と部品と命令

2-25

 表示イメージ例

 10進テンキーの場合

　　　　　　　

　　　　　　　１２３

7 ８ ９ C L R

４ ５ ６ CAN

１ ２ ３

０ +/- ．
ENT

 テンキー動作例（10進テンキー、常駐の場合）

　　　　　　　

　　　　　　　　　０

７ ８ ９ C L R

４ ５ ６ CAN

１ ２ ３

０ +/- ． ENT

　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　　　０

7 ８ ９ C L R

４ ５ ６ CAN

１ ２ ３

０ +/- ． ENT

　　

　　　　　　　

　　　　　　　１２３

7 ８ ９ CL R

４ ５ ６ CAN

１ ２ ３

０ +/- ． ENT

　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　　　０

7 ８ ９ CL R

４ ５ ６ CAN

１ ２ ３

０ +/- ． ENT

数値キーを押して
数値を入力する。

起動条件が
OFFの状態

ﾃﾝｷｰが表示されるが、
数値入力はできない。

数値表示部に数値が
表示される。

数値表示部の数値が指定したデ
バイスに書込まれる。テンキー
表示は消去されない。

ENT キ ー を 押
す。

起動条件が ON に
なる。

ﾃﾝｷｰが数値入力可能
になる。

m ポップアップの場合の動作例

については文字キーの動作例

をご参照ください。

a テンキーが画面上に複数表示

されている場合、入力可能なテ

ンキーは１つだけです。

a 数値範囲外、および非数の数値

を入力し、ＥＮＴを押した場

合、数値表示部に「？」が表示

されます。デバイスへの書きこ

みは行われません。

CLR

数値表示部の数値を消去し、0が表示
されます。

CAN

・ 常駐の場合

数値表示部の数値を消去し、0が表示
されます。

・ポップアップの場合

テンキー表示が消去されます。

数値表示部

ENT

数値表示部の数値を指定したデバイ
スに書込みます。
ポップアップの場合、書込みをした
後、テンキー表示が消去されます。

数字キー

数値表示部に数字を表示します
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データタイプがバイナリの場合、「小数値入力をする」に設定すると

テンキーでの入力は小数値ですが、デバイスへの書込みは整数値で書

き込まれます。（作画ソフト SHELLPA-ⅡVer6.10 以降、本体システム

Ver1.20 以降が必要）

（例）ﾊﾞｲﾅﾘ 16 ﾋﾞｯﾄ+、「小数値入力をする」、桁数 5、小数部桁数 3、

格納先デバイス LDR100の場合

　テンキー入力値　　　　　　　　　　書込み値

　　12.345　　　　 →　　　LDR100　12345(10進)　（3039(16進)）
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文字キー文字キー文字キー文字キー

様々な文字データをタッチスイッチにより入力する部品です。

設定項目 表示方式 常駐

ポップアップ

入力文字桁数 1～128桁

表示設定 表示形態の設定

記名文字 フォント、スタイル、拡大率、色

格納先デバイス デバイス，アドレス

ラダーシンボル CHR(ID番号)

常駐／ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ　　　 桁数

格納先デバイス

 表示イメージ

　　　　　　　

ＡＢＣＤＥＦＧＨ

！ “ ＃ ＄ ％ ＆ ‘ （ ） ｛ ｝ @ ＿ CAP

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ － ＝ ￥ ALT

Ｑ Ｗ Ｅ Ｒ Ｔ Ｙ Ｕ Ｉ Ｏ Ｐ ／ ＊ → CLR

Ａ Ｓ Ｄ Ｆ Ｇ Ｈ Ｊ Ｋ Ｌ ； ： ＋ ← CAN

SPC Ｚ Ｘ Ｃ Ｖ Ｂ Ｎ Ｍ ， ． ＜ ＞ DEL ENT

アルファベットモード

　　　　　　　

アイウエオカキクケ

ァ ィ ゥ ェ ォ ャ ュ ョ ッ 、 。 「 」 CAP

ヌ フ ア ウ エ オ ヤ ユ ヨ ワ ホ へ ヲ ALT

タ テ イ ス カ ン ナ ニ ラ セ ゛ ゜ ← CLR

チ ト シ ハ キ ク マ ノ リ レ ケ ム → CAN

SPC ツ サ ソ ヒ コ ミ モ ネ ル メ ロ DEL ENT

日本語カナモード

 各文字キーの説明
 ALT
・アルファベットモードの場合：
 　日本語カナモードに表示が切り替わります。
・日本語カナモードの場合：
 　アルファベットモードに表示が切り替わります

 DEL
文字表示部の 1文字を消去します。

 SPC
スペース（空白）を表示します。

 CLR
文字表示部の文字を消去します。

 ←、→
文字表示部のカーソルが 1 文字前(←)、または後
(→)に移動します。
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 文字キー動作例（ポップアップの場合）

　　　　　　　　

　　　

　　　　　　　

！ “ ＃ ＄ ％ ＆ ‘ （ ） ｛ ｝ @ ＿ CAP
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ － ＝ ￥ ALT

Ｑ Ｗ Ｅ Ｒ Ｔ Ｙ Ｕ Ｉ Ｏ Ｐ ／ ＊ → CLR
Ａ Ｓ Ｄ Ｆ Ｇ Ｈ Ｊ Ｋ Ｌ ； ： ＋ ← CAN

SPC Ｚ Ｘ Ｃ Ｖ Ｂ Ｎ Ｍ ， ． ＜ ＞ DEL ENT

　　　

　　　　　　　

ＡＢＣＤＥ

！ “ ＃ ＄ ％ ＆ ‘ （ ） ｛ ｝ @ ＿ CAP
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ － ＝ ￥ ALT

Ｑ Ｗ Ｅ Ｒ Ｔ Ｙ Ｕ Ｉ Ｏ Ｐ ／ ＊ → CLR
Ａ Ｓ Ｄ Ｆ Ｇ Ｈ Ｊ Ｋ Ｌ ； ： ＋ ← CAN

SPC Ｚ Ｘ Ｃ Ｖ Ｂ Ｎ Ｍ ， ． ＜ ＞ DEL ENT

文字キーが表示さ
れ、入力可能状態
になる。

起動条件が
OFFの状態 文字ｷｰは表示

されない。

文字表示部に文字が
表示される。

文字表示部の文字デー
タが指定したデバイス
に書込まれ、文字キー表
示は消去される。

ENTキーを押す。

起動条件が
ON の状態
になる。

文字を入力
する。

通常のﾍﾞｰｽ画面

通常のﾍﾞｰｽ画面

 ENT
文字表示部の文字を指定したデバイスに JIS8 ﾋﾞｯﾄｺｰﾄﾞで書
込みます。
ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟの場合、テンキーが表示されなくなります。

 CAP
・アルファベットモードの場合：

 英大文字入力モード、または英小文字入力モードに切
り替えます。

・ 日本語カナモードの場合：

 CAPキーを押しても入力モードは切り替わりません。

 CAN
・常駐の場合：

 文字表示部の文字を消去します。

・ ポップアップの場合：

 文字キーが表示されなくなります。

 上記以外の文字キー

文字表示部に押した文字キーの文字を表示します

m 常駐の場合の動作例について

はテンキーの動作例をご参照

ください。

a 文字キーが画面上に複数表示

されている場合、入力可能な文

字キーは１つだけです。

a 偶数の文字を入力し、ＥＮＴを

押した場合、文字列ﾃﾞｰﾀに００

００ｈを加えて書き込みま

す。奇数の場合は１バイト００

ｈを加えて書き込みます。（ｈ

は１６進数を表しています）

（例１）文字「１２３４」をＬＤＲ１

００に入力した場合、以下のよ

うに格納されます。

ＬＤＲ１００　３１３２ｈ

ＬＤＲ１０１　３３３４ｈ

ＬＤＲ１０２　００００ｈ

（例２）文字「１２３」をＬＤＲ１０

０に入力した場合、以下のよう

に格納されます。

ＬＤＲ１００　３１３２ｈ

ＬＤＲ１０１　３３００ｈ
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ボリュームボリュームボリュームボリューム

出力するデータの大きさの範囲を制御する部品です。

設定項目 データタイプ バイナリ 16ビット（＋）

バイナリ 16ビット（＋／－）

バイナリ 32ビット（＋）

バイナリ 32ビット（＋／－）

ＢＣＤ４桁

ＢＣＤ８桁

最大値 数値（固定）

最小値 数値（固定）

表示設定 表示形態の設定

出力先デバイス デバイス，アドレス

ラダーシンボル VLM(ID番号)

データタイプ

最小値

最大値

出力先デバイス

 表示イメージ例（横スライドの場合）

最大値最小値

左へ移動 右へ移動

ボリューム針

、 を押している間、ボリュームの針だけが移動する。

、 から手を離したと同時にボリューム針の位置の値を出力先

デバイスに書き込む。
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 ボリューム動作例（横スライドの場合）

起動条件がON
でﾎﾞﾘｭｰﾑが最
初に表示され
た状態

指定したﾃﾞﾊﾞｲｽの値を読込
み、その値からﾎﾞﾘｭｰﾑの針
(　)の位置を表示する。

から手をはなす

　　から手をはなす
と、針(  )が止まった
位置の値を指定した
ﾃﾞﾊﾞｲｽに書込む。

移動

　　を押し続けると針(　)が移
動し続ける。その間、ﾃﾞﾊﾞｲｽへ
の書込みは行わない

を押し続ける

　　を押した場合も　　を押

した場合と同様に動作する。

起動条件が ON/OFF に関
わらず、指定したﾃﾞﾊﾞｲｽ
の値を読込み、その値から
ﾎﾞﾘｭｰﾑの針(　)の位置を表
示する。

画面切替で他の画面を
表示してから元のﾎﾞﾘｭ
ｰﾑがある画面に戻る

 （画面切替直後）

a 起動条件が OFF になるとボリュームの表示は起動条件が OFF になる

前の状態を保持し、ボリュームのタッチスイッチを押しても動作しま

せん。

m 画面切替直後、ボリュームは、

起動条件がＯＮ／ＯＦＦにか

かわらず、指定したデバイスの

値を読込み、その値によって針

の位置を表示します。また、デ

バイスへの書込みは行われま

せん。
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ランプランプランプランプ

起動のＯＮ／ＯＦＦに対応して点灯を行なう部品です。

設定項目 表示設定 表示形態の設定

記名文字 フォント、スタイル、拡大率、行間、
OFF時文字、ON時文字、縦置き表示

ラダーシンボル LMP(ID番号)

 ランプ動作例

起動条件がOFF
の状態

指定した OFF 時図形
が表示される。

画面切替で他の画面を
表示してから元のラン
プがある画面に戻る。

起動条件が ON
になる。

指定した ON時図形
が表示される。

起動条件が
OFFになる。

指定したOFF時図形
が表示される。

起動条件の状態により、
図形を表示する。この場
合、起動条件が ON状態
であった。

m 点滅表示は、表示設定でＯＮ時

図形、ＯＦＦ時図形ごとに設定

することができます。詳しくは
「インストラクションマニュ

アル　作画ソフト編」をご覧く

ださい。
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図形表示器図形表示器図形表示器図形表示器

指定されたビットマップ図形、ベクトル図形をデバイスの値に従って、

切替え表示をする部品です。

設定項目 起動方法 ビット指定／登録番号指定

起動接点デバイス デバイス、アドレス

表示図形 登録図形(Pic)No.ごとの表示図形設

定

FMV(ID番号)

起動方法

起動接点デバイス

ラダーシンボル

 起動接点デバイスへの図形(Pic)No.の割り当て

 ビット指定

デバイスのビット位置に図形 No.を割り当てます。

　ビット位置　１５　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　０

デバイス Pic15 　････････････ Pic1 Pic0

(例 1)　デバイスの値が 2の場合、Pic1の図形を表示する。
(例 2)　デバイスの値が 3の場合、Pic0の図形を表示する。※

 登録番号指定

デバイスの値が図形 No.となります。

(例1)　 デバイスの値が 5の場合、Pic5の図形が表示される。

(例2)　 デバイスの値が 15(10進)の場合、Pic15の図形が表示される。

 図形表示器動作例（ビット指定の場合）

起動条件が ON の
状態で、指定した起
動接点ﾃﾞﾊﾞｲｽの値
が 1の場合

指定した Pic0の図形
が表示される。

指定した起動
接点ﾃﾞﾊﾞｲｽの
値が 4の場合

起動接点ﾃﾞﾊﾞｲｽの値によ
り、図形を表示する。この
場合、起動接点ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋﾞ
ｯﾄ位置 2が 1であった。

指定した Pic2の図形
が表示される。

指定した起動
接点ﾃﾞﾊﾞｲｽの
値が 5の場合

指定した Pic0の図形
が表示される。

画面切替で他の画面を表
示してから元の図形表示
器がある画面に戻る。

　（画面切替直後）

a起動条件がOFFになると図形表示器の表示は起動条件がOFFになる前の

状態を保持し、起動接点デバイスの値が変化しても図形は切り替わりませ

ん。また、切り替える図形の大きさが前図形以下の場合、２つの図形が重

なって表示される可能性があります。動作例では重なっていませんが、

○→□に切り替えると○のようになります。このようになるのが不都合な

場合には、一度、背景色で図形を消去してから目的の図形に切り替えるな

どの対処を行ってください。

※ 起動方法をビット指定に設定

し、起動デバイスのＯＮビットが

複数存在した場合、最も下位にＯ

Ｎされているビットが表示され

ます。また、ＯＮされているビッ

トに対応する図形が登録されて

いなかった場合、表示は行われま

せん。

起動接点デバイスの値が０の場

合、表示は更新されません
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図形移動表示器図形移動表示器図形移動表示器図形移動表示器

指定された起動接点デバイスのデータに従って、レール上の設定した

位置に図形が表示される部品です。

設定項目 移動ポイント数 1～128

起動接点デバイス デバイス、アドレス、ポジション No.

表示図形 表示図形設定

（ﾍﾞｸﾄﾙﾃﾞｰﾀ、ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾃﾞｰﾀ）

描画方法 ＸＯＲ書き／上書き

FMV(ID番号)

移動ポイント数

起動接点デバイス

ラダーシンボル

 描画方法について

・ 上書き

背景の上に移動図形を貼り付けたイメージで図形を表示し

ます。

・ＸＯＲ書き

背景色と移動図形のRGB ｶﾗｰｺｰﾄﾞをXORした色で図形を表

示します。

 図形移動表示器動作例（移動ポイント数 3の場合）

起動条件が ON の
状態で、指定した起
動接点ﾃﾞﾊﾞｲｽの値
が 1の場合

ﾎﾟｲﾝﾄNo.1(Pt1)の位置
に図形が表示される。

画面切替で他の画面
を表示してから元の
図形移動表示器があ
る画面に戻る。

指定した起動
接点ﾃﾞﾊﾞｲｽの
値が 2 に変化
した。

起動接点ﾃﾞﾊﾞｲｽの値によ
り、図形を表示する。この
場合、起動接点ﾃﾞﾊﾞｲｽの値
が 1であった。

Pt0

Pt1

Pt2

Pt0

Pt1

Pt2

ﾎﾟｲﾝﾄNo.2(Pt2)の位置
に図形が表示される。

Pt0

Pt1

Pt2

a起動条件がOFFになると図形表示器の表示は起動条件がOFFになる前の状

態を保持し、起動接点デバイスの値が変化しても図形は移動しません。

a 上書きの場合は、画面背景色で

移動前の図形で消去します。
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メッセージ表示器メッセージ表示器メッセージ表示器メッセージ表示器

固定文字列やデバイス内のデータを参照して読み込んだ可変文字列

を表示する部品です。

設定項目 フォント 日本語(8×8,8×16,16×16,32×32)他

行間 1～100

メッセージ

　　内容

固定文字列

可変文字列(@)

縦書き表示 する／しない

表示設定 表示形態の設定

読込先デバイス ﾁｬﾝﾈﾙ(Ch)ごとのデバイス、アドレス

MSG(ID番号)

メッセージ内容

データタイプ

Ch1読込先デバイス ﾜｰﾄﾞ数

Ch2読込先デバイス ﾜｰﾄﾞ数

Ch3読込先デバイス ﾜｰﾄﾞ数

ラダーシンボル

（Ch=3 の場合）

 メッセージ表示器動作例

ﾁｬﾝﾈﾙ Ch1：LDR100　ワード数５に設定した場合

メッセージ内容

起動条件がONの場合

固定文字列は常に表示され、可変文字列
は指定したﾃﾞﾊﾞｲｽの先頭のﾃﾞｰﾀから順番
に表示される。

生産目標　1234千

生産目標　5678万

Chのﾃﾞﾊﾞｲｽ値を変更した

可変文字列の表示が更新される。

　指定したﾁｬﾝﾈﾙ(Ch)の値　　ｼﾌﾄJIS
LDR100 8250 (16進) 1
LDR101 8251 (16進) 2
LDR102 8252(16進) 3
LDR103 8253(16進) 4
LDR104 90E7(16進) 千

　指定したﾁｬﾝﾈﾙ(Ch)の値　　ｼﾌﾄJIS
LDR100 8254 (16進) ５
LDR101 8255 (16進) ６
LDR102 8256(16進) ７
LDR103 8257(16進) ８
LDR104 969C(16進) 万

a 起動条件が OFFになるとメッセージ内容が消去されます。

生産目標　@

固定文字列 可変文字列
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メッセージ切換表示器メッセージ切換表示器メッセージ切換表示器メッセージ切換表示器

起動接点デバイスの値に従って、固定文字列を切替表示する部品です。

設定項目 起動方法 ビット指定／登録番号指定

フォント 日本語(8×8,8×16,16×16,32×32)他

行間 1～100

メッセージ内容 ﾋﾞｯﾄ切替：登録固定文字 No.(0～15)

ﾜｰﾄﾞ切替：登録固定文字 No.(0～999)

縦書き表示 する／しない

表示設定 表示形態の設定

起動接点デバイス デバイス、アドレス

MSG(ID番号)

フォント

起動接点デバイス

メッセージ数

ラダーシンボル

 起動接点デバイスへの文字(Msg)No.の割り当て

 ビット指定

デバイスのビット位置に文字 No.を割り当てます。

　ビット位置　１５　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　０

デバイス Msg15 　････････････ Msg1 Msg0

(例 1)　デバイスの値が 4の場合、Msg2の文字を表示する。

(例 2)　デバイスの値が 5の場合、Msg0の文字を表示する。※

 

 登録番号指定

デバイスの値が文字No.となります。

(例1)　 デバイスの値が 2の場合、Msg2の文字が表示される。

(例2)　 デバイスの値が 20(10進)の場合、Msg20の文字が表示される

 メッセージ切替表示器動作例（登録番号指定の場合）

メッセージ内容 ･･･ Msg0：りんご、Msg1：みかん、Msg2：ぶどう

起動条件が ON の
状態で、指定した起
動接点ﾃﾞﾊﾞｲｽの値
が 0の場合

指定した Msg0 の文
字が表示される。

画面切替で他の画面を
表示してから元のﾒｯｾｰ
ｼﾞ切替表示器がある画
面に戻る。

指定した起動接
点ﾃﾞﾊﾞｲｽの値が
２になった。

指定した Msg2 の文
字が表示される。

りんご ぶどう

指定した起動接
点ﾃﾞﾊﾞｲｽの値が
1になった。

みかん

指定した Msg1 の文
字が表示される。

ぶどう

起動接点ﾃﾞﾊﾞｲｽの値によ
り、文字を表示する。この
場合、起動接点ﾃﾞﾊﾞｲｽの値
が 2であった。

a 起動条件が OFFになるとﾒｯｾｰｼﾞ表示器の表示は起動条件が OFFになる前の

状態を保持し、起動接点デバイスの値が変化しても文字は切り替わりません。

※ 起動方法をビット指定に設定

し、起動デバイスのＯＮビットが

複数存在した場合、最も下位にＯ

Ｎされているビットが表示され

ます。また、ＯＮされているビッ

トに対応するメッセージが登録

されていなかった場合、表示は行

われません。

起動接点デバイスの値が０の場

合、表示は更新されません。

m ＳＨＥＬＬＰＡⅡの各メッセ

ージのメッセージ内容設定で

「表示部の表示色を変更す

る」に設定し、文字表示色を設

定すると切り替えるメッセー

ジごとに文字表示色が変更さ

れます。（作画ソフトＳＨＥＬ

ＬＰＡⅡＶｅｒ６．１０以降、

本体システムＶｅｒ１．２０以

降が必要）。
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リスト表示器リスト表示器リスト表示器リスト表示器

デバイスの値に従って、固定文字列を複数表示する部品です。

設定項目 フォント 日本語(8×8,8×16,16×16,32×32)他

メッセージ内容 登録固定文字 No.(0～255)

表示設定 表示形態の設定

起動接点デバイス デバイス、先頭アドレス

LST(ID番号)

フォント

起動接点デバイス

メッセージ数

ラダーシンボル

 起動接点デバイスへの文字(Msg)No.の割り当て

デバイスのビット位置に文字No.を割り当てます。

　　　　　　ビット位置　１５　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　０

ﾃﾞﾊﾞｲｽ先頭ｱﾄﾞﾚｽ　+0 Msg15 　････････････ Msg1 Msg0

　　　　　　 　+1 Msg31 　････････････ Msg17 Msg16

： ： ： ：

　　　　　 　+15 Msg255 　････････････ Msg241 Msg240

(例 1)　設定メッセージ数が 16で起動接点デバイスが LDR200の場合、LDR200

の値が 3になるとMsg0、1の順序でメッセージを表示する。

(例 2)　設定メッセージ数が 32、起動接点デバイスが LDR500の場合、LDR500=0

LDR501=6になると、Msg17、18の順序でメッセージを表示する。

 リスト表示器動作例

 メッセージ内容 ･･･ Msg0：りんご、Msg1：みかん、Msg2：すいか

Msg3：ぶどう、Msg4：メロン、Msg5：バナナ、Msg6：いちご

起動接点デバイス：LDR300 の場合

りんご

すいか

メロン

▲ ▼ 001-003/004
　　　　　　　

すいか

メロン

いちご

▲ ▼ 002-004/004

　　　　　　　

みかん

すいか

バナナ

▲ ▼ 001-003/004
　　　　　　　　　　

ぶどう

メロン

バナナ

▲ ▼ 001-003/004

起動条件が ON の
状態で、 LDR300
が 85(10進)の場合

指定した Msg0,2,4 の順序で
メッセージが表示される。

画面切替で他のﾍﾞｰｽ画
面を表示してから元の
リスト表示器がある画
面に戻る。

 (画面切替直後、起動条
件がＯＮの場合)

▼ を押した｡

LDR300は 85(10
進)の状態。

メッセージが１つ上に移動
して Msg6 のメッセージが
表示される。

指定した Msg1,2,5 の順序で
メッセージが表示される。

起動接点ﾃﾞﾊﾞｲｽの値により、ﾒｯｾｰｼﾞ
を表示する。この場合、LDR300
が 120(10 進 ) で あ っ た た め
Msg3,4,5 の順序でメッセージが表
示される。

▲ を押した｡

LDR300は 102(10
進)に変化した。

a 起動条件が OFF になると表示されていたメッセージはすべて消去さ

れます。

a ＯＮしているビット位置の順

序(下位から)でメッセージが表

示されます。ＯＮ状態で表示さ

れていないメッセージ は

▼ 、▲ を押すと表示されま

す。

m 画面切替直後、起動条件がＯＮ

の場合、再度起動接点デバイス

の値を読込み、メッセージを表

示します。

m ▲ 、 ▼ の横にメッセージ番

号が表示されます。詳細は以下

の通りです。

　　　　001-003 / 004

現在画面に表示され
ているメッセージの
通し番号

現在表示可能
なメッセー
ジの総数
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数値表示器数値表示器数値表示器数値表示器

デバイスのデータを数値表示する部品です。起動条件不成立時は、現

在表示中の数値を保持します。

設定項目 数値モード 絶対値表示 10進

絶対値表示 16進

相対値表示

指数表示

読込データ データタイプ：

バイナリ 16 ビット（+）

バイナリ 16 ビット（+/-）

バイナリ 32 ビット（+）

バイナリ 32 ビット（+/-）

BCD4 桁、BCD4 桁（小数）、BCD8 桁、BCD8

桁（小数）、float32 ﾋﾞｯﾄ

桁数：データタイプにより 1～10

小数桁：BCD4,8(小数)の場合 1～4

float32 ﾋﾞｯﾄの場合 1～8

ﾊﾞｲﾅﾘ、BCD4,8 桁の場合は桁数以下

小数値表示をする／しない

間接値格納先

デバイス

間接読込をする（デバイス、アドレス設定）

間接読込をしない

許容値設定 固定値，可変値

上限値，下限値

データオーバ通報

データオーバ時の点滅表示

データオーバ通報先デバイス

表示設定 表示形態の設定

読込先デバイス 演算なし デバイス，アドレス

演算あり 対象デバイス＋演算データ

対象デバイス－演算データ

対象デバイス×演算データ

対象デバイス÷演算データ

NUM(ID番号)

数値モード

ﾃﾞｰﾀﾀｲﾌﾟ 桁数

読込先デバイス

間接値格納先デバイス

(下限値)

(上限値)

ラダーシンボル

（ﾃﾞｰﾀｵｰﾊﾞ時の点滅表示）

（ﾃﾞｰﾀｵｰﾊﾞ通報先ﾃﾞﾊﾞｲｽ）

a 読み出し数値が数値範囲外、お

よび非数の場合、「？」が表示

されます。

m 間接格納（読込み）については

テンキーの項目をご覧くださ

い。

m 文字表示色切替機能を追加メ

ッセージごとに文字表示色の

設定を追加しました。（作画ソ

フトＳＨＥＬＬＰＡⅡＶｅｒ

６．１０以降、本体システムＶ

ｅｒ１．２０以降が必要）。
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 表示イメージ例

読込み先デバイスの値が 1234(16進)で

表示が絶対値 16進モードの場合

 数値表示器動作例(絶対値 16進モード)

起動条件が ON状態
読込み先ﾃﾞﾊﾞｲｽの値
が 1234(16進)の場合

読込み先ﾃﾞﾊﾞｲｽの数
値が表示される。

画面切替で他の画面
を表示してから元の
数値表示器がある画
面に戻る。

（画面切替直後）

読込み先ﾃﾞﾊﾞｲｽの
値が 1056(16 進)に
変化した。

読込み先ﾃﾞﾊﾞｲｽの値によ
り、数値を表示する。この
場合、読込み先ﾃﾞﾊﾞｲｽの値
が 3456であった。

変化したﾃﾞﾊﾞｲｽの値
1056が表示される。

読込み先ﾃﾞﾊﾞｲｽの値が
変化していないので表
示は更新されない。

　　１２３４ 　　１０５６

読込み先ﾃﾞﾊﾞｲｽの値
が 1056(16 進)のまま
で変化していない。

　　１０５６ 　　３４５６

a 起動条件が OFF になると数値表示器の表示は起動条件が OFF になる
前の状態を保持し、読込み先デバイスの値が変化しても数値表示は更
新されません。

 小数値表示について

「小数値表示をする」に設定すると読込みデータを小数点を付け

て表示することができます。

（例１）設定内容･･･ 表示モード：絶対値表示 10 進

データタイプ：バイナリ 16ビット(+)

桁数：４、小数部桁数：２

「小数点表示をする」

読込み先デバイス：LDR100

 LDR100が 1234(10進)の場合

　　１２３４ 数字表示部

m 画面切替直後、数値表示器は、

起動条件がＯＮ／ＯＦＦにか

かわらず、指定したデバイスの

値を読込み、その値を表示しま

す。

　　１２.３４

a 小数値表示をする場合、データ

タイプがバイナリ 16 ビット

(+)、バイナリ 16 ビット(+/-)、

バイナリ 32ビット(+)、バイナ

リ 32ビット(+/-)、BCD4、BCD8

のいずれかに設定するとデー

タ自身は、整数値であります

が、指定した小数桁に小数点を

付けて表示します。
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（例２）設定内容･･･ 表示モード：絶対値表示 10 進，

データタイプ：ＢＣＤ４桁（小数）

桁数：４、小数部桁数：3

「小数点表示をする」

読込み先デバイス：LDR200

LDR200が 1234(16進)、LDR201が 5678(16進)の場合

（例３）設定内容･･･ 表示モード：指数表示，

データタイプ：ｆｌｏａｔ32ビット

桁数：1、小数部桁数：2

「小数点表示をする」

読込み先デバイス：LDR200

LDR200が 70A4(16進)、LDR201が 3F9D(16進)の場合

SHELLPA-Ⅱの拡張設定で「文字表示色切替機能を使用する」をチェ

ックし、各ビット位置に切り替える文字色を設定すると、運転中でも

起動接点デバイスとして設定したデバイス値の変化によって数値表

示器の文字色が変化します。（作画ソフト SHELLPA-ⅡVer6.10 以降、

本体システム Ver1.20 以降が必要）

（例）読込先デバイス：LDR100、

拡張設定…「文字表示色切替機能を使用する」、切替数：３、起動接点デバイス：LDR200、

文字表示色：ﾋﾞｯﾄ 0 … 赤色、ﾋﾞｯﾄ 1 … 黄色、ﾋﾞｯﾄ 2 … 青色の場合

　　１２３４ 　　１２３４

起動条件が ON状態
LDR100の値が 1234、
LDR200の値が 1の場合

LDR100 の数値が赤
色で表示される。

LDR200の値が 2
に変化した。

LDR100 の数値が黄色
で表示される。

LDR100 の数値が青色で
更新される。

LDR100の値が 5678、
LDR200の値が 4に変化した。

　　５６７８

１２３４.５６７

　１.２３ｅ+００

m ｆｌｏａｔ３２ビットについ

ては「2.5.1　データタイプ」を

参照してください。

a 小数値表示をする場合、データ

タ イ プ が BCD4( 小 数 ) 、

BCD8(小数)、ｆｌｏａｔ32 ビ

ットのいずれかに設定すると

データ自身が、小数値を表現し

ています。

m ＢＣＤ４桁については「2.5.1

データタイプ」を参照してくだ

さい。

a 小数値表示をする場合、データ

タ イ プ が BCD4( 小 数 ) 、

BCD8(小数)、ｆｌｏａｔ32 ビ

ットのいずれかに設定すると

データ自身が、小数値を表現し

ています。

a 起動接点デバイスのＯＮビットが複数存在した場合、最も下位にＯＮされているビッ

トの色で数値が表示されます。起動接点デバイスの値が０の場合、文字表示色は切り

替わりません。
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グラフ表示器グラフ表示器グラフ表示器グラフ表示器

複数個のワード単位のデータを棒グラフ化する部品です。１つのグラ

フ表示器により表示できるグラフは 10 本までです。

設定項目 読込データ データタイプ：
　　　　バイナリ 16 ビット（+）
　　　　バイナリ 16 ビット（+/-）
　　　　バイナリ 32 ビット（+）
　　　　バイナリ 32 ビット（+/-）
　　　　ＢＣＤ４桁
　　　　ＢＣＤ８桁
基準値：固定／可変
原点値：数値（固定）
　　　：デバイス，アドレス（可変）
最小値：数値（固定）
　　　：デバイス，アドレス（可変）
最大値：数値（固定）
　　　：デバイス，アドレス（可変）

許容値設定 固定値：上限値、下限値
可変値：上限のデバイス，アドレス
　　　　下限のデバイス，アドレス
データオーバ通知
データオーバ時の点滅表示
通報先デバイス

表示設定 表示形態の設定
読込先デバイス ﾁｬﾝﾈﾙ(Ch)ごとのデバイスアドレス

色、パターン設定
画面切替時の動作 画面切替直後は、起動条件が不成立で

も、一旦その時点のｸﾞﾗﾌが表示される。
GPH(ID番号)

ﾃﾞｰﾀﾀｲﾌﾟ
Ch1読込先ﾃﾞﾊﾞｲｽ
Ch2読込先ﾃﾞﾊﾞｲｽ

：
原点値
最小値
最大値

（下限値）
（上限値）

（ﾃﾞｰﾀｵｰﾊﾞ時の点滅表示）
（ﾃﾞｰﾀｵｰﾊﾞ通告先デバイス）

ラダーシンボル

 表示イメージ（棒グラフ［横］の場合）

最小値　　原点値　　　　　最大値

Ch1
Ch2
Ch3

a （最大値）＝（最小値）の場合

はグラフの更新はされませ

ん。また、棒グラフ表示器が起

動した直後に（最大値）＝（最

小値）の場合が発生した時、棒

グラフは表示されません。な

お、これらの状態が発生した場

合はシステムエリア２に演算

エラーがセットされます。

a ＢＣＤ設定時に読込データが A

～Fの場合、システムエリア２

の演算エラーがセットされま

す。
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 グラフ表示器動作例

設定チャンネル(Ch)数３の場合

Ch1
Ch2
Ch3

Ch1
Ch2
Ch3

Ch1
Ch2
Ch3

起動条件が
ON状態 Ch1

Ch2
Ch3

各ﾁｬﾝﾈﾙ(Ch)の値に従って
グラフが表示される。

画面切替で他の画面を
表示してから元のｸﾞﾗﾌ
表示器がある画面に戻
る。
  （画面切替直後）

Ch3 の値が
増加した。

読込んだ Chの値により、
ｸﾞﾗﾌを表示する。

変化したCh3のグラ
フ表示を変更する。

Ch2 のグラフが増加
し、指定したﾃﾞｰﾀｵｰﾊﾞ
時表示色に変わる。

Ch2 の値が
増加し、許容
値 を 超 え
た。

a 起動条件が OFF になるとグラフ表示器の表示は起動条件が OFF にな
る前の状態を保持し、読込み先デバイスの値が変化してもグラフは更
新されません。

m 画面切替直後、グラフ表示器

は、起動条件がＯＮ／ＯＦＦに

かかわらず、指定したデバイス

の値を読込み、その値でグラフ

を表示します。
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折れ線グラフ折れ線グラフ折れ線グラフ折れ線グラフ

指定したワードデバイスのデータを設定時間、または任意のタイミン

グでサンプリングし、折れ線で表示する部品です。

同一グラフで表示可能なグラフ数は、20 本です。

設 グラフタイプ ノーマル／ペンレコ／一括
定 表示点数 1～800
項 スクロール数 1～800
目 表示設定 表示形態の設定

読込データ データタイプ：バイナリ 16 ビット（+）
バイナリ 16 ビット（+/-）

　　　　　　　ＢＣＤ４桁
最大値 固定値（数値）
最小値 可変値（デバイス、アドレス）

読込先データ ｸﾞﾗﾌ(Gph)No.ごとにﾁｬﾝﾈﾙ(Ch)No.を設定する。
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ情報 ﾁｬﾝﾈﾙ(Ch)No.ごとに入力源(ﾃﾞﾊﾞｲｽ)、ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

条件を設定する
起動条件と画面切替
時の動作

起動条件が成立すると、表示が更新される。（一括
表示以外）起動条件が不成立の時は、表示は更新さ
れない。

TRD(ID番号)

グラフタイプ　グラフ数
表示点数　スクロール数

データタイプ
最小値
最大値

ラダーシンボル

 表示イメージ

最大値

最小値

 サンプリング条件について

以下の２通りの方法で折れ線グラフのデータの取込みます。

・ 一定周期

指定した周期（秒）でデータを取り込みます

・ 任意サンプリング

ワードデバイスの場合：デバイスの値が変化するとデータを取り
込みます。

ビットデバイスの場合：デバイスの値が 0→1に変化するとデータ
を取り込みます。

a ＢＣＤ設定時、読込データに A

～Fのデータが含まれると、シ

ステムエリア２の演算エラー

がセットされます。この場合、

表示は更新されません。

a サンプリング条件はプロジェ

クト情報で設定します。折れ線

グラフの部品では設定できま

せん。詳しくは「インストラク

ションマニュアル　作画ソフ

ト編」をご覧ください。

a １つの折れ線グラフ表示で複

数の異なるサンプリング条件

のグラフを表示することはで

きません。複数のグラフを表示

する場合はサンプリング条件

を同一にしてください。
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 折れ線グラフの動作例

＜ノーマル表示＞＜ノーマル表示＞＜ノーマル表示＞＜ノーマル表示＞

グラフ No.（ﾁｬﾝﾈﾙ No.）に指定したデバイスの値の変化を時系列にグ

ラフ表示します。サンプリング時間ごとに、最新データを表示します。

表示点数すべてを表示すると、「スクロール数」として設定したデー

タ数だけグラフを左にずらし、再び続きを表示します。

（例）表示点数：５、スクロール数：３の場合

　
起 動 条 件 が
OFF→ON に
変化した状態

１点目表示 2点目表示 ３点目表示

５点目表示４点目表示
ここで指定したスクロール
数だけグラフをずらす。

a 起動条件が OFF になると折れ線グラフの表示は起動条件が OFF
になる前の状態を保持し、グラフのデータが変化しても表示は変わ
りません。

＜ペンレコ表示＞＜ペンレコ表示＞＜ペンレコ表示＞＜ペンレコ表示＞

グラフ No.（ﾁｬﾝﾈﾙ No.）に指定したデバイスの値の変化を時系列に

グラフ表示します。サンプリング時間ごとに、グラフの表示を１ずつ

左にずらします。また、最新データは、常に右端に表示されます。

（例）表示点数が５の場合

　　　
起 動 条 件 が
OFF→ON に
変化した状態

１点目表示 2点目表示 ３点目表示

５点目表示４点目表示
常に右端が最新のデータと
なるように左にずれる。

a 起動条件がOFFになると折れ線グラフの表示は起動条件がOFF
になる前の状態を保持し、グラフのデータが変化しても表示は変
わりません。
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＜一括表示＞＜一括表示＞＜一括表示＞＜一括表示＞

連続する複数のデバイスのデータを、一本の折れ線グラフ上に表示し

ます。複数のデバイスのデータの変化を一括して見ることができます。

また、表示をコントロールするためのデバイスを設置しているのでグ

ラフの表示／消去を制御することができます。

（例）Gph1のデバイスを LDR100に設定した場合

　　　　　　　　　　　　
　

読込みデバイスエリア

+0 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾃｲﾀｽ

+1 表示データ数

+2 表示データ１

+3 表示データ２

+4 表示データ３

+5 表示データ４

+6 表示データ５

　

　

LDR100 ０

LDR101 ５

LDR102 ３０

LDR103 ６０

LDR104 ２０

LDR105 ４０

LDR106 ０

起動条件が OFF→ON

になった。 　

　

LDR100 １

LDR101 ５

LDR102 ３０

LDR103 ６０

LDR104 ２０

LDR105 ４０

LDR106 ０

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾃｲﾀｽを１にする

とグラフが表示される。　　

　

LDR100 ２

LDR101 ５

LDR102 ３０

LDR103 ６０

LDR104 ２０

LDR105 ４０

LDR106 ０

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾃｲﾀｽを２にする

とグラフが消去される。

　　　　　　　　　　　　　　　

　

LDR100 ２

LDR101 ５

LDR102 ６０

LDR103 １０

LDR104 ４０

LDR105 ０

LDR106 ２０

表示データが変化した

がｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾃｲﾀｽは２であ

るのでグラフは表示さ

れない。  　

　

LDR100 １

LDR101 ５

LDR102 ６０

LDR103 １０

LDR104 ４０

LDR105 ０

LDR106 ２０

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾃｲﾀｽを１にする

と表示データを更新し

たグラフが表示される。

　　

　

LDR100 ３

LDR101 ５

LDR102 １０

LDR103 ４０

LDR104 ６０

LDR105 ３０

LDR106 ０

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾃｲﾀｽが３にする

と一度折れ線グラフを

消去し、再表示される。

先頭アドレス
（Gph1）

0
に
ク
リ
ア

0
に
ク
リ
ア

0
に
ク
リ
ア

0
に
ク
リ
ア

 a 起動条件が OFF になると折れ線グラフの表示は起動条件が
OFFになる前の状態を保持し、コントロールステイタスのデー
タが変化しても表示は変わりません。

コントロールステイタスにデータを書込んで表示を 1度制御し
た後、コントロールステイタスのデータは 0にクリアされます。

aコントロールステイタスに指定したデバイスは下位２ビットの
みを使用します。
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面グラフ表示器面グラフ表示器面グラフ表示器面グラフ表示器

複数のワードデバイスの値の割合をグラフ化する部品です。１つのグ

ラフ表示器でグラフ化できるデータ数は、10 までです。

グラフ種は、棒状（縦／横）、円の 2種類です。

設定項目 データタイプ 　バイナリ 16 ビット（+）
　バイナリ 32 ビット（+）
　ＢＣＤ４桁
　ＢＣＤ８桁

表示設定 表示形態の設定
読込先デバイス ﾁｬﾝﾈﾙ(Ch)ごとのデバイス、アドレス

色、パターン設定
画面切替時の動作 起動条件が成立すると、表示が更新され

る。起動条件が不成立の時は、表示は更
新されない。
画面切替直後は、起動条件が不成立で
も、一旦その時点のデータが表示され
る。

ARE(ID番号)

ﾃﾞｰﾀﾀｲﾌﾟ
Ch1 読込先デバイス
Ch2 読込先デバイス

：

ラダーシンボル

 表示イメージ（矩形グラフ［横］の場合）

グラフは、チャンネル(Ch)順に表示されます。

Ch1～3をグラフ化した場合、次のようになります。

Ch1    Ch2       Ch3

L　：  Ｍ　　：  Ｎ

Ch1のデバイス値：Ch2のデバイス値：Ch3のデバイス値

＝Ｌ：Ｍ：Ｎ

a ＢＣＤ設定時、読込データに A

～Fのデータが含まれると、シ

ステムエリア２の演算エラー

がセットされます。この場合、

表示は更新されません。

a すべての読込データが0の場合

は、すべてのデータが同じ割合

のグラフが作成されます。エラ

ーにはなりません。
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 面グラフ表示器動作例

起動条件が
ON状態

各ﾁｬﾝﾈﾙ(Ch)のﾃﾞﾊﾞｲｽ値
の割合によりｸﾞﾗﾌを表示
する。

画面切替で他の画面
を表示してから元の
面グラフがある画面
に戻る。

 （画面切替直後）

各ﾁｬﾝﾈﾙ (Ch)
のﾃﾞﾊﾞｲｽ値が
変化した。

グラフ表示は更新さ
れない。

Ch1 Ch2  Ch3 Ch1 Ch2   Ch3

各ﾁｬﾝﾈﾙ(Ch)のﾃﾞﾊﾞｲｽ値
の割合によりｸﾞﾗﾌ表示を
更新する。

Ch1 Ch2   Ch3

各ﾁｬﾝﾈﾙ(Ch)の
ﾃﾞﾊﾞｲｽ値が変化
しなかった。 Ch1 Ch2   Ch3

各ﾁｬﾝﾈﾙ(Ch)のﾃﾞﾊﾞｲｽ値を
読込み、その値の割合によ
りｸﾞﾗﾌを表示する。

a 起動条件がOFFになると面グラフ表示器の表示は起動条件がOFF
になる前の状態をし、各チャンネル(Ch)に設定したデバイスの値が
変化してもグラフ表示は更新されません。

m 画面切替直後、面グラフ表示器

は、起動条件がＯＮ／ＯＦＦに

かかわらず、指定したデバイス

の値を読込み、その値によって

グラフを表示します。
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メータ表示器メータ表示器メータ表示器メータ表示器

デバイスの値を針の振れ具合（メータ）で表示する部品です。

設定項目 データタイプ バイナリ 16 ビット（+）
バイナリ 16 ビット（+/-）
バイナリ 32 ビット（+）
バイナリ 32 ビット（+/-）
ＢＣＤ４桁
ＢＣＤ８桁

最小値 数値（固定）
最大値 数値（固定）
表示設定 種別：90 度メータ

　　　180 度メータ
　　　270 度メータ
形状
色（前景色、背景色、針色、プレート）

読込先デバイス デバイス，アドレス
起動条件と画面切替時の動作 起動条件が成立すると、表示が更新され

る。起動条件が不成立の時は、表示は更新
されない。
画面切替直後は、起動条件が不成立でも、
一旦その時点のデータが表示される。

MET(ID番号)

データタイプ
最小値
最大値

読込先デバイス

ラダーシンボル

 表示イメージ（「180度メータ」の場合）

最大値最小値

　針（読込先デバイス値）

a ＢＣＤ設定時、読込データに A

～Fのデータが含まれると、シ

ステムエリア２の演算エラー

がセットされます。この場合、

針の表示は更新されません。
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 メータ表示器動作例

起動条件が
ON状態

読込み先ﾃﾞﾊﾞｲｽの値によ
り、ﾒｰﾀ表示器の針の位置
を決定する。

画面切替で他の画面を表
示してから元のﾒｰﾀ表示
器がある画面に戻る。

 (画面切替直後)

読込み先のﾃﾞ
ﾊﾞｲｽ値が変化
した。

ﾒｰﾀ表示器の針の位置
は更新されない。

読込み先ﾃﾞﾊﾞｲｽ
の値が変化しな
かった。

起動条件が ON/OFFに関
わらず、読込み先ﾃﾞﾊﾞｲｽ
値を読込み、その値により
ﾒｰﾀ表示器を表示する。

読込み先ﾃﾞﾊﾞｲｽの値によ
り、ﾒｰﾀ表示器の針の位置
を更新する。

a 起動条件が OFF になるとメータ表示器の表示は起動条件が OFF にな
る前の状態を保持し、読込先デバイスの値が変化しても表示は更新さ
れません。

m 画面切替直後、メータ表示器

は、起動条件がＯＮ／ＯＦＦ
にかかわらず、指定したデバ
イスの値を読込み、その値に
よって針を表示します。
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時計時計時計時計

時刻の表示を行なう部品です。また、アラームの設定も行えます。

設定項目 アラーム設定 有

無

時刻表示 する

しない

アラーム時刻

（アラーム設定が有

の場合）

年

月

日

時

分

曜日

表示設定 表示形態の設定

　 出力先デバイス デバイス，アドレス，ビット位置

CLK(ID番号)

アラーム時刻

出力先デバイス

ラダーシンボル

 表示イメージ例

 時計動作例

「時計表示する」、「アラーム設定する」に設定した場合

起動条件が
ON状態

現在の時刻を表示する。

時間が経過
した

指定した出力先ﾋﾞｯﾄ
ﾃﾞﾊﾞｲｽに書き込む。

指定したアラーム
の時刻になった。
（ｱﾗｰﾑ時刻 1:00）

時計表示を更新する。

２３：５９ ０：００

１：００

a起動条件がOFFになると時計の表示は起動条件がOFFになる前の状態

を保持し、時刻が変化しても時計表示は更新されません。

２３：５９ 時刻表示
a 「時計を表示しない」に設定す

ると時計は表示されません。



第２章　動作の説明第２章　動作の説明第２章　動作の説明第２章　動作の説明

2-50

インチング出力インチング出力インチング出力インチング出力

表示器のラダー処理の影響を受けずに外部出力へ直接出力するタッ

チスイッチです。

インチング出力の動作は以下のように通常表示器ラダー図で起動接

点にタッチスイッチ、処理にデータ書込(外部出力)を設定した場合と

同等です。

　TSW

タッチスイッチ

　　WRT

データ書込

外部出力 LY

しかし、インチング出力は表示器のラダー処理には影響を受けないの

で、ラダーで設定した場合よりも高速に出力することができます。そ

のため機械操作での微調整等に有効です。

インチング出力はベース画面、共通画面で設定することができます。

設定項目 表示設定 表示形状の設定（ON／OFF 時色）

記名文字 ﾌｫﾝﾄ、ｽﾀｲﾙ、拡大率、行間、縦書き、

ON／OFF 時文字

出力デバイス 外部出力のみ、アドレス(0～7)

 インチング出力例

(例)　出力デバイス：外部出力 LY3の場合

最初にｲﾝﾁﾝｸﾞ
出力のﾀｯﾁｽｲｯﾁ
が表示された
状態

OFF 時図形が表示
される。

ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押した

ON時図形が表示され、
指定した外部出力を
ON(LY3=1)にする。

ﾀｯﾁｽｲｯﾁから手
を離した。

OFF時図形が表示され、
指定した外部出力を
OFF(LY3=0)にする。

a インチング出力には通常タッチ

スイッチで設定する「オルタネ

ート」、「Ｂ接点」はありませ

ん。

また、表示器ラダー処理に影響

しませんのでラダーシンボルは

ありません。

a 指定した出力デバイスを重複し

て使用していたり、他の部品で

使用していた場合、期待通りの

動作をしないおそれがありま

す。
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2.5.4　命令　命令　命令　命令

ベース画面切替ベース画面切替ベース画面切替ベース画面切替

起動条件の状態によって、指定した切替画面に切り替える命令です。

設定項目 切替画面 No. 前画面／№指定（画面№）／ｼｽﾃﾑ画面

起動条件 画面が切り替わった後に、起動条件が変化

(OFF→ON)したときに動作する。したがっ

て、画面切替え直後から起動条件が不成立

の場合は動作しない。

BCG(ID番号)

↑　切替画面№

ラダーシンボル

 ベース画面切替動作例

（例 1）現在の表示画面が画面No.１で切替画面No.10の場合

（例 2）前回の表示画面が画面No.20で切替画面No.が前画面の場合

（例 3）現在の表示画面が画面No.30で切替画面No.がシステム画面の場合

起動条件が OFF→
ONに変化した。起動条件が

OFF状態

画面No.1が表示さ
れている。

画面 No.10 が表示
される。

ﾍﾞｰｽ画面No.1 ﾍﾞｰｽ画面No.10

ﾍﾞｰｽ画面No.20

画面 No.10 が表示
されている。

画面 No.20が表示
される。

現在の画面が
画面No.10で
起動条件が
OFF状態

ﾍﾞｰｽ画面No.10

起動条件が OFF→
ONに変化した。

 ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰ画面

画面 No.30 が表示
されている。

ﾓｰﾄﾞ移行してｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰ
の画面が表示される。

起動条件が
OFF状態 ﾍﾞｰｽ画面No.30

起動条件が OFF→
ONに変化した。a システム（メニュー）画面へ移

行するとＨＧ３／４形の動作

ラダーは完全に停止します。
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サブ画面オープンサブ画面オープンサブ画面オープンサブ画面オープン

起動条件の状態によって、指定したサブ画面をオープンする命令です。

設定項目 オープン画面 サブ画面 No.(1～3000)／履歴表示画面

起動条件 画面が切替わった後、起動条件が変化

(OFF→ON)したときに動作する。

従って、画面切替え直後から起動条件が不

成立の場合は動作しない。

SBO(ID番号)

↑ ｵｰﾌﾟﾝ画面

ラダーシンボル

サブ画面クローズサブ画面クローズサブ画面クローズサブ画面クローズ

起動条件の状態によって、指定したサブ画面をクローズする命令です。

設定項目 クローズ画面 サブ画面 No.(1～3000)／履歴表示画面

起動条件 画面が切替わった後、起動条件が変化

(OFF→ON)したときに動作します。

従って、画面切替え直後から起動条件が不

成立の場合は動作しません。

SBC(ID番号)

↑ ｸﾛｰｽﾞ画面.

ラダーシンボル

 サブ画面オープン／クローズ動作例

（例）同一画面にｻﾌﾞ画面ｵｰﾌﾟﾝ(画面 No.10)、ｻﾌﾞ画面ｸﾛｰｽﾞ命令(画面

No.10)が設定されている場合

⇔ ×

サブ画面
No.10

ｻﾌﾞ画面ｵｰﾌﾟﾝ命令、
ｸﾛｰｽﾞ命令の起動条
件が OFF状態

ｻﾌﾞ画面は表示され
ていない。

ｻﾌﾞ画面ｵｰﾌﾟﾝ命令
の起動条件がOFF
→ONに変化した。

サブ画面 No.10 が
表示される。

サブ画面No.10が閉じる。

ｻﾌﾞ画面ｸﾛｰｽﾞ命令
の起動条件が OFF
→ONに変化した。

通常のﾍﾞｰｽ画面等

通常のﾍﾞｰｽ画面等

a 同時にオープンできるサブ画

面数は、警報を設定していない

と３つ、設定していると２つで

す。

m サブ画面はウインドウ形式に

なっており、 Ｘ を押すこと

によってもサブ画面をクロー

ズすることができます。

m 間接指定を追加しました。（作

画ソフトＳＨＥＬＬＰＡⅡＶ

ｅｒ６．１０以降、本体システ

ムＶｅｒ１．２０以降が必

要）。

m 間接指定を追加しました。（作

画ソフトＳＨＥＬＬＰＡⅡＶ

ｅｒ６．１０以降、本体システ

ムＶｅｒ１．２０以降が必

要）。
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間接指定デバイスに設定したデバイスの値をサブ画面 No.としてその

No.に対応するサブ画面をオープン／クローズできます。（作画ソフ

ト SHELLPA-ⅡVer6.10 以降、本体システム Ver1.20 以降が必要）

（例）同一画面にｻﾌﾞ画面ｵｰﾌﾟﾝ(間接指定 LDR100)、

ｻﾌﾞ画面ｸﾛｰｽﾞ命令(間接指定 LDR200)が設定されている場合

　　　　　　　　　　　　　　　　 

⇔ ×

サブ画面
No.2

ｻﾌﾞ画面ｵｰﾌﾟﾝ命令、ｸﾛｰｽﾞ命
令の起動条件が OFF状態

ｻﾌﾞ画面は表示され
ていない。

LDR100の値が２、ｻﾌﾞ画面ｵｰﾌﾟﾝ命令
の起動条件が OFF→ONに変化した。

サブ画面 No.2 が表
示される。

LDR200の値が２、ｻﾌﾞ画面ｸ
ﾛｰｽﾞ命令の起動条件が OFF
→ONに変化した。

通常のﾍﾞｰｽ画面等 通常のﾍﾞｰｽ画面等

サブ画面 No.2 が閉
じる。
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データ書込データ書込データ書込データ書込

起動条件の状態によって、指定デバイスにデータを書き込む命令です。

設定項目 書込単位 ビット書込 ／ ワード書込

ON データ 起動条件 OFF→ON時

OFF データ 起動条件 ON→OFF時

データタイプ

(ワード書込の場
合)

バイナリ 16ビット（＋）

バイナリ 16ビット（±）

バイナリ 32ビット（＋）

バイナリ 32ビット（±）

ＢＣＤ４桁、 ＢＣＤ４桁（小数）

ＢＣＤ８桁、 ＢＣＤ８桁（小数）

ｆｌｏａｔ

16進で表示

(ワード書込の場
合 )

10または 16進数で入力。

16進数入力はバイナリ(＋)時のみ

書込先ﾃﾞﾊﾞｲｽ デバイス(ﾋﾞｯﾄ / ﾜｰﾄﾞ)、アドレス

起動の条件 起動条件の状態に変化があった時点で次
のように動作する。

OFF→ON時：　ONデータを指定してい
る場合、そのデータを書込先先
頭アドレス（から指定した数の
デバイス）に書き込む。

ON→OFF時：　OFFデータを指定してい
る場合、そのデータを書込先先
頭アドレス（から指定した数の
デバイス）に書き込む。

WRT(ID番号)

(↑）書込単位　データタイプ

ONデータ

OFFデータ

書込先デバイス　書込数

ラダーシンボル

 データ書込動作例

(例 1)ビット書込、ON時データ(1)、OFF時データ(0)、書込先 LM200、

書込数１の場合

起動条件が OFF→ONの時　LM200に 1を書込む。

起動条件が ON→OFFの時　LM200に 0を書込む。

(例 2)ワード書込、ON時データ(100)、OFF時データ(50)、

書込先 LDR200、書込数２の場合

起動条件が OFF→ONの時　LDR200,201に 100を書込む。

起動条件が ON→OFFの時　LDR200,201に 50を書込む。

a ビット単位の書込を指定して

いる場合は、データタイプはバ

イナリ 16 ビット（＋）固定で

す。
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データ転送データ転送データ転送データ転送

起動条件の状態によって、あるデバイスから他のデバイスにデータを

ワード単位で転送する命令です。

設定項目 転送元

デバイス

ワードデバイス

先頭アドレス

ワード数

書込先

デバイス

ワードデバイス

先頭アドレス

転送数

起動の条件 起動条件の状態に変化があった時（OFF→ON 時）だ

け、データ転送が行なわれる。

MOV(ID番号)

(↑）転送元ﾃﾞﾊﾞｲｽ　ﾜｰﾄﾞ数

　　 転送先ﾃﾞﾊﾞｲｽ　転送数

ラダーシンボル

 データ転送例
　　設定内容　転送元：LDR100　ﾜｰﾄﾞ数 2

　転送先：LDR200 　転送数 3

　　　　　　

　転送元ﾃﾞｰﾀ　　　　　　　　　　　　　　　転送先ﾃﾞｰﾀ　　　転送数

LDR100 1234(16進) LDR200 1234(16進)
LDR101 5678(16進) LDR201 5678(16進)

LDR202 1234(16進)
LDR203 5678(16進)
LDR204 1234(16進)
LDR205 5678(16進)

1回目

2回目

2ﾜｰﾄﾞ

（起動条件が OFF → ONに変化した時）
データ転送

3回目
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文字列変換文字列変換文字列変換文字列変換

変換元デバイスに格納されている数値データを ASCII 文字列に変換

してから、他のデバイスに転送する命令です。

設定項目 変換元ﾃﾞﾊﾞｲｽ データタイプ：

バイナリ 16ビット（＋）

バイナリ 16ビット（±）

バイナリ 32ビット（＋）

バイナリ 32ビット（±）

ＢＣＤ４桁

ＢＣＤ８桁

デバイス(ﾋﾞｯﾄ／ﾜｰﾄﾞ)、先頭アドレス

データ数

変換先ﾃﾞﾊﾞｲｽ デバイス(ﾋﾞｯﾄ／ﾜｰﾄﾞ)、先頭アドレス

起動条件 起動条件の状態に変化があった時（OFF→ON 時）だけ、

変換が行なわれる。

STR(ID番号)

(↑）変換元ﾃﾞｰﾀﾀｲﾌﾟ

変換元ﾃﾞﾊﾞｲｽ　ﾃﾞｰﾀ数

変換先ﾃﾞﾊﾞｲｽ

ラダーシンボル

 変換先デバイスへのデータ格納方法
0～9(10 進)の数値は 30～39(16 進)の ASCII ｺｰﾄﾞに変換されます。

 変換元デバイスデータ：BIN16ビット（＋）／（±）時

変換元データ：S P4P3P2P1P0(10進)
桁 符号 10

4
10

3
10

2
10

1
10

0

数値(10進) S P4 P3 P2 P1 P0

数値の P0～ P4は 0～9の数字です。

変換先デバイスには以下のように格納されます。

ｱﾄﾞﾚｽ 上位ﾊﾞｲﾄ 下位ﾊﾞｲﾄ

＋０ 符号 3 P4(16進)

＋１ 3P3(16進) 3 P2(16進)

＋２ 3P1(16進) 3 P0(16進)

符号(S)：＋の場合 20(16進)の空白ｺｰﾄﾞ

　　　－の場合 2D(16進)の－ｺｰﾄﾞ
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 変換元デバイスデータ：BIN32ビット（＋）／（±）時

変換元データ：S P9P8P7P6P5P4P3P2P1P0(10進)
桁 符号 10

9
10

8
10

7
10

6
10

5
10

4
10

3
10

2
10

1
10

0

数値 S P9 P8 P7 P6 P5 P4 P3 P2 P1 P0

数値の P0～ P9は 0～9の数字、Sは＋か－です。

変換先デバイスには以下のように格納されます。

ｱﾄﾞﾚｽ 上位ﾊﾞｲﾄ 下位ﾊﾞｲﾄ

＋０ 符号 3 P9(16進)

＋１ 3P8(16進) 3 P7(16進)

＋２ 3P6(16進) 3 P5(16進)

＋３ 3P4(16進) 3 P3(16進)

＋４ 3P2(16進) 3 P1(16進)

＋５ 3P0(16進) 空白ｺｰﾄﾞ

符号(S)：＋の場合 20(16進)の空白ｺｰﾄﾞ

　　　－の場合 2D(16進)の－ｺｰﾄﾞ

 変換元デバイスデータ： BCD4桁の時

変換元データ：P3 P2P1P0(BCD4桁)
桁 符号数値 BCD

2
BCD

1
BCD

0

数値 P3 P2 P1 P0

数値の P0～ P2は 0～9の数字、P3は 0～9、または Fです。

変換先デバイスには以下のように格納されます。

ｱﾄﾞﾚｽ 上位ﾊﾞｲﾄ 下位ﾊﾞｲﾄ

＋０ 符号数値

＋１ 3P216進) 3 P1(16進)

＋２ 3P0(16進) 空白ｺｰﾄﾞ

符号数値：P3が 0～9(BCD)の場合、2030(16進)～2039(16進)

(上位ﾊﾞｲﾄ 20(16進)は空白ｺｰﾄﾞ)

　　　　　　P3がＦ(16進)の場合、2D30(16進)

（上位ﾊﾞｲﾄ 2D(16進)は－ｺｰﾄﾞ）

 変換元デバイスデータ： BCD８桁の時

変換元データ：P7 P6P5P4P3P2P1P0(BCD8桁)
桁 符号数値 BCD

6
BCD

5
BCD

4
BCD

3
BCD

2
BCD

1
BCD

0

数値 P7 P6 P5 P4 P3 P2 P1 P0

数値の P0～ P6は 0～9の数字、P7は 0～9、または Fです。

変換先デバイスには以下のように格納されます。

ｱﾄﾞﾚｽ 上位ﾊﾞｲﾄ 下位ﾊﾞｲﾄ

＋０ 符号数値

＋１ 3P6(16進) 3 P5(16進)

＋２ 3P4(16進) 3 P3(16進)

＋３ 3P2(16進) 3 P1(16進)

＋４ 3P0(16進) 空白ｺｰﾄﾞ

符号数値：P3が 0～9(BCD)の場合、2030(16進)～2039(16進)

(上位ﾊﾞｲﾄ 20(16進)は空白ｺｰﾄﾞ)

　　　　　　P3がＦ(16進)の場合、2D30(16進)

（上位ﾊﾞｲﾄ 2D(16進)は－ｺｰﾄﾞ）
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 文字列変換例
（例 1）設定内容　変換元：ﾊﾞｲﾅﾘ 16 ﾋﾞｯﾄ(+)　LDR100

  変換先：　　　　　　 　LDR200

　　　変換元ﾃﾞｰﾀ　　　　　　　　　　　　　変換先ﾃﾞｰﾀ

　　　　01234(10進)　　　文字列変換　　　333431322030 (16進)

LDR100 04D2(16進) LDR200 2030(16進)
LDR201 3132(16進)
LDR202 3334(16進)

（例 2）設定内容　変換元：BCD4桁　LDR50

  変換先：　　　 　LDR100

　　　変換元ﾃﾞｰﾀ　　　　　　　　　　　　変換先ﾃﾞｰﾀ

　　　　F234(BCD4桁)　　文字列変換　　　 342032332D30(16進)

LDR50 F234(16進) LDR100 2D30(16進)
LDR101 3233(16進)
LDR102 3420(16進)

（起動条件がOFF→ONに
変化した時）

（起動条件がOFF→ONに
変化した時）
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データタイプ変換データタイプ変換データタイプ変換データタイプ変換

変換元デバイスに格納されているデータを指定したデータタイプに

変換してから、変換先デバイスに格納する命令です。

設定項目 変換方法 データ型変換

単位変換（度→ラジアン）

単位変換（ラジアン→度）

変換元／変換

先デバイス

・データタイプ：

バイナリ 16ビット（＋）

バイナリ 16ビット（±）

バイナリ 32ビット（＋）

バイナリ 32ビット（±）

ＢＣＤ４桁、 ＢＣＤ４桁（小数）

ＢＣＤ８桁、 ＢＣＤ８桁（小数）

ｆｌｏａｔ32 ﾋﾞｯﾄ

(変換先ﾃﾞｰﾀﾀｲﾌﾟは、変換元のﾃﾞｰﾀﾀｲ

ﾌﾟにより異なります。)

  デバイス

　先頭アドレス

起動条件 起動条件の状態に変化があった時（OFF→ON 時）だけ、

変換が行なわれる。

DAT(ID番号)

（↑)　変換方法

ﾃﾞｰﾀﾀｲﾌﾟ　変換元ﾃﾞﾊﾞｲｽ

ﾃﾞｰﾀﾀｲﾌﾟ　変換先ﾃﾞﾊﾞｲｽ

ラダーシンボル

 データ変換例
(例 1)　設定内容　　変換方法：データ変換

　　変換元：ﾊﾞｲﾅﾘ16ﾋﾞｯﾄ(+)　LDR100

　　変換先：BCD4桁　　　　LDR200

　　　変換元ﾃﾞｰﾀ　　　　　　　　　　　　変換先ﾃﾞｰﾀ

　　　　1234(10進)　　データ変換　　　　　1234(BCD4桁)

LDR100 04D2(16進) LDR200 1234(16進)
（起動条件が OFF →

ONに変化した時）
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演算命令演算命令演算命令演算命令

指定したデバイスのデータと、数値またはデバイスのデータとの間で

の演算やビット操作、関数をスクリプト形式で記述し、実行する命令

です。

設定項目 データ

タイプ

演算に使用する数値のデータタイプを次の中
から選択する。

バイナリ 16ビット（＋）

バイナリ 16ビット（±）

バイナリ 32ビット（＋）

バイナリ 32ビット（±）

ＢＣＤ４桁

ＢＣＤ８桁

ｆｌｏａｔ32ビット

起動条件 起動方法 1. 条件成立時

2. 状態変化（ビット）

3. 状態変化（ワード）

4. ビット立上がり

5. ビット立下がり

6. タイマ

条件文

（起動方法が１
の場合）

以下の項目を組み合わせて条
件文を作成する

・データ　　・比較演算

・論理演算　・算術演算

・ビット演算・数値演算

・統計関数　・三角関数

デバイス設定

（起動方法が２
～５の場合）

デバイス、アドレス

タイマ

（起動方法が６
の場合）

タイマ設定値(秒)を指定する

実行文 以下の項目を組み合わせて条件文を作成する

・ 条件判断　・データ　　・比較演算

・ 論理演算　・算術演算　・ビット演算

・ 数値演算　・統計関数　・三角関数

CAL(ID番号)

　ﾃﾞｰﾀﾀｲﾌﾟ　　　起動方法

起動条件文

実行文

ラダーシンボル

a 起動条件は演算命令内で設定

します。通常の起動条件（タッ

チスイッチ、接点、比較接点）

は必要ありません。

a 条件文、実行文で使用可能な項

目については「インストラクシ

ョンマニュアル　作画ソフト

編」をご覧ください。
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 起動条件について

起動条件の起動方法には以下の６つがあります。①は起動条件が

OFF→ONに変化した時だけ実行文を実行します。②～⑤は起動条

件が ON の時、実行文を実行します。⑥はタイマ設定値周期で実

行文を実行します。

① 条件成立

作成した条件文が成立した場合、起動条件成立(ON)になりま

す。

② 状態変化(ビット)、③状態変化(ワード)

指定したデバイスの値が変化した場合、起動条件成立(ON)に

なります。

④　 ビット立ち上がり

指定したデバイスの値が 0から 1に変化した場合、起動条件

成立(ON)になります。

⑤　 ビット立ち下がり

指定したデバイスの値が 1から 0に変化した場合、起動条件

成立(ON)になります。

⑥　 タイマ

指定したタイマ設定値(秒)分時間が経過した時、起動条件成

立になります。つまりタイマ設定値周期で実行文が実行され

ます。



第２章　動作の説明第２章　動作の説明第２章　動作の説明第２章　動作の説明

2-62

 演算命令記述例１

・ 起動条件（条件成立時）    [W/LDR:100] >=100

・ 実行文
if( [W/LDR:200] <= 200)  THEN
    [W/LDR:300] = 50
    [W/LDR:400] = [W/LDR:500] +50
End If

・処理の手順（例 1）

      　　　    はじめ     他のラダー処理から

　　　　   LDR100 >= 100

                   　成立

　　　　前回に起動条件成立したか？

成立してない

　　　　　　LDR200 <= 200

　　　　　　　　　　　成立

　　　　　LDR300 = 50

　　　　　LDR400 = LDR500+200

　　　　　　　　  終了　　 他のラダー処理へ

不成立

成立した

起動条件

実行文

不成立
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 演算命令記述例２

・起動条件（タイマ）： タイマ設定値　100(秒)

・ 実行文

 SelectCase ([W/LDR:100])

     Case 10
        [W/LDR:200] = [W/LDR:300] + 10

     Case 20
        [W/LDR:400] = [W/LDR:500] - 20

     Case Else
        [W/LDR:600] = [W/LDR:700] * 30

 End Select

※ SelectCase,Case に入力する変数(式)に（　）を付けても付けなく
ても良い。

 (例)Case 10,Case(10)のどちらでも良い。

・処理の手順（例 2）

      　　　       

　　　　   　　　

　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　  　　 

1回目、もしくは 100秒経過した

2回目以降で100秒経
過していない

起動条件

実

行

文
LDR400=

LDR500－20

LDR200=

LDR300+10

LDR600=

LDR700Ｘ 30

１回目か？

２回目以降なら 100秒経過したか？

LDR100の値？

はじめ 　他のラダー処理から

　　他のラダー処理へ終了

　　10　　　　20　　　　　　　10、20以外

タイマ計数スタート
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タイマタイマタイマタイマ

起動条件成立で計時を開始し、タイムアップするとタイマ接点を ON

にする命令です。起動条件不成立時は、タイマ接点を OFF にし、設定

時間をレジスタへセットします。タイマレジスタ（現在値）およびタ

イマ接点は内部デバイスで扱います。

タイマアドレス タイマレジスタ／タイマ接点（表示器本

体の内部デバイス TIM）のアドレスを指

定します。（0～31）

設定項目

設定値 タイマをプリセットしてから接点が ON

になるまでの時間を次のどちらかの方

法で指定します。

直接数値：分と秒で指定します。

最大 120 分 59 秒まで指定で

きます。

デバイス指定：設定値が格納されている

デバイスのアドレスを指

定します。

起動条件 起動条件が成立（OFF→ON）した時か
らカウンタの減算が開始され、タイムア
ップするとタイマ接点が ON になりま
す。

起動条件が不成立（ON→OFF）になっ
た時は、タイマ接点が OFF になり、設
定時間がレジスタへ再セットされま
す。

TIM(ID番号)

タイマアドレス

設定値

ラダーシンボル

 タイマ動作例

タイマ設定値 100

起動条件が
OFFの状態

タイマ現在値は設定値に、
タイマ接点は OFFになっ
ている。

起動条件が
OFF→ON に
変化した

タイマ現在値が 0

になった。

タイマ現在値が減少し
ていく

１００ 90

０

80

タイマ動作は停止し、タイ
マ接点は ONになる。

起動条件が
ON→OFFに
変化した

１００
再び、タイマ現在値は設定
値に、タイマ接点は OFF
になる。
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スイッチロックスイッチロックスイッチロックスイッチロック

現在使用中のスイッチやタッチスイッチを使った部品のスイッチ動

作をロックする命令です。

タッチスイッチがモメンタリスイッチの場合は OFF の状態でロック

され、オルタネイトスイッチの場合は起動条件が成立した時の状態の

ままロックされます。

設定項目 ロックスイッチ 既存スイッチリストからロックするス

イッチを指定します。

起動条件 起動条件が成立時、指定したスイッチが
ロックされます。

起動条件が不成立時は、スイッチロック
が解除されます。

LOC(ID番号)

ロックスイッチ設定

ラダーシンボル

 スイッチロック動作例（ｵﾙﾀﾈｰﾄﾀｯﾁｽｲｯﾁの場合）

起動条件がOFF
の状態

通常のタッチスイッ
チの動作が可能。

起 動 条 件 が
ONになる。

タッチスイッチはロック
されて動作しなくなる。

起動条件が
OFFになる。

通常のタッチスイッチ
の動作が可能になる

a スイッチロックの起動スイッ

チは、絶対にロックしないでく

ださい。ロックの解除ができな

くなります。
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イベント送信コマンドイベント送信コマンドイベント送信コマンドイベント送信コマンド

シリアルＩ／Ｆ(2)(メンテナンスポート)に外部機器が接続されてい

る時、HG3/4形から外部機器に固定文字列、および表示器内部レジス

タのデータを送信する命令です。

設定項目 コマンド 送信したいコマンドを作成します。

デバイスデータ 表示器内部レジスタのみ設定できま

す。アドレス、ワード数

チェックサムモード ADD ／ XOR

起動条件 起動条件の状態に変化があった時（OFF→ON時）だけ、送
信される。

IVE(ID番号)

　↑

ラダーシンボル

 送信データ記述方法

　ADD
 C4(16進)

1. バイナリコード(制御コード)を送信する場合、＾マークの後に１６進

の２文字で記述します。

コマンド　　　　　　　　　実際の送信データ

　^02　　　　→　　　　02(16 進)(STX)

　^0d　　　　→　　　　0d(16 進)(CR)

2. ASCIIコードを送信する場合、送信データをそのまま記述します。

コマンド　　　　　　　　　実際の送信データ

　 0　　　　→　　　　30(16 進)(0)

　 F　　　　→　　　　46(16 進)(F)

　 R　　　　→　　　　52(16 進)(R)

3. ＾、＠、￥を送信する場合、１．と同様に記述します。

コマンド　　　　　　　　　実際の送信データ

　^5E　　　　→　　　　5E(16 進)(^)

　^40　　　　→　　　　40(16 進)(@)

　^5C　　　　→　　　  5C(16 進)(¥)

4. 記述した送信コマンドの中に@を置くとその位置に指定したデバイス

の値を入れて送信します。

（例）指定したデバイス LDR300 = 1234（16進）の場合

   コマンド　　　　　　　実際の送信データ

   ^02 O @ ^5C  →     02 30 31 32 33 34 5C

5. 記述した送信コマンドの中に¥を置くと先頭から¥までの指定したチェ

ックサム 2バイトを入れて送信します。

（例）チェックサムモード　ADDの場合

　　コマンド　　　　　　　実際の送信データ

   ^02 O ^40 R ¥  →    02 30 40 52 43 34
チェックサム
　２バイト

ASCIIコード
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プリンタ出力プリンタ出力プリンタ出力プリンタ出力

表示器本体に接続されているプリンタに、表示器に表示中の画面や帳

票画面を出力して印刷する命令です。

設定項目 印刷画面 No. 帳票画面 No.(1～128)

画面ハードコピー

起動条件 起動条件が成立（OFF→ON）した時だ
け印刷画面No.で設定した画面がプリン
タで印刷されます。

PRO(ID番号)

↑　印刷画面 No.

ラダーシンボル

プリンタ出力キャンセルプリンタ出力キャンセルプリンタ出力キャンセルプリンタ出力キャンセル

実行中のプリンタ出力をキャンセルする命令です。

起動条件 起動条件が成立（OFF→ON）した時だ
け表示器本体で実行されているプリン
タ出力が中止されます。

↑　ﾌﾟﾘﾝﾀ出力
ｷｬﾝｾﾙ

ラダーシンボル

a印刷に関する注意

1. 印刷を行う際は必ず現在の印刷設定（プリンタ機種名、カ

ラー設定、白黒反転）を確認してください。印刷設定が正

確でないと印刷ができない場合があります。

印刷設定は専用作画ソフトウェア SHELLPA-Ⅱ、およびシ

ステムメニューで行うことができます。

2. HG4A/4C形で画面ハードコピーをすると、Ａ４紙サイズで

画面の縦方向から印刷します。

3. HG3A/3C形で画面ハードコピーをすると、Ａ４紙半分サイ

ズで画面の横方向から印刷します。

m プリンタ出力、プリンタ出

力キャンセルはモード移行

によって表示される選択画

面の 印刷 、 印刷中止 を

押すことによっても行うこ

とができます。

m    ・HG4A／4C形の印刷

　　　　A4サイズ紙

・HG3A／3C形の印刷

480 ﾄﾞｯﾄ

640 ﾄﾞｯﾄ

600 ﾄﾞｯﾄ

800 ﾄﾞｯﾄ

r 帳票画面については「2.12

帳票機能」の節を参照してく

ださい。
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2.6　システムエリア　システムエリア　システムエリア　システムエリア

システムエリアは、HG3/4形の画面制御データやエラー情報などのホ

スト機器と共有する必要のあるデータを格納するための領域で、ホス

ト機器と１：１で対応する対ホスト通信領域です。システムエリアの

使途は、予め HG3/4形で定義されており、PC等のデータレジスタや

データメモリ等に割付けられます。

HG3/4形のシステムエリアは、次の４つの領域に分かれています。

エリア
ワード

アドレス数
データ転送方向

システム

エリア１
２

HG3/4 形 ←→ ホスト機器

HG3/4 形から見て読込み・書込み

システム

エリア２
２

HG3/4 形 → ホスト機器

HG3/4 形から見て書込み

システム

エリア３
４

HG3/4 形 ← ホスト機器

HG3/4 形から見て読込み

システム

エリア４
４

HG3/4 形 → ホスト機器

HG3/4 形から見て書込み

作画ソフトウェア SHELLPA-IIの「システムエリアの設定」で４つの

システムエリアの先頭アドレスを個別に設定することができます。そ

れぞれの領域は「システムエリア」として、自動的にデータレジスタ

やデータメモリ等に割り付けられます。

a DM リンク方式では、システ

ムエリア割付けは０番地から

の固定になっています。
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システムエリア１システムエリア１システムエリア１システムエリア１

HG3/4形からホスト機器への読出しは随時、書込みは HG3/4形でデー

タを書換えた時にのみ行われます。

ﾜｰﾄﾞ データの状態
転送方向

ｱﾄﾞﾚｽ ビット
機　能

0 1

HG3/4形 0 ０～15 表示画面 No. 表示中画面№

↓↑ ＋1 ０ バックライト点灯 OFF ON

ホスト機器 1～4 予約

5 スタンバイ解除 NO YES

6 ビープ音 OFF ON

7 画面表示 OFF ON

8 予約

9 エラークリア OFF ON

10～15 予約

 表示画面 No.

現在表示中の画面 No.が表示されます。新たな画面 No.を書込むと画

面が切替わります。

 バックライトの点灯
バックライトの点灯状態を知ることができます。このビットが 0の場

合は消灯、1の場合は点灯です。

 スタンバイ解除
スタンバイ機能は、一定時間画面に触れない、または、画面が切替わ

らないとき、自動的にバックライトを OFF するもので、作画ソフト
SHELLPA-IIまたは HG3/4形システムモードで設定します。スタンバ
イ機能が設定されているときに、このビットを１にすると、機能を
解除できます。

 ビープ音

このビットを ONにすると、ビープ音が鳴り続けます。

 画面表示
画面表示の状態を知ることができます。このビットが 0の場合は表示

が OFF、1の場合は表示が ONです。

 エラークリア

エラー情報（システムエリア 2のワードアドレス＋2）をクリアする

ことができます。このビットを 1にすると、クリアされます。
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システムエリア２システムエリア２システムエリア２システムエリア２

HG3/4形からホスト機器への書込みは、HG3/4形がデータを書き換え

たときにのみ行われます。

ﾜｰﾄﾞ データの状態
転送方向

ｱﾄﾞﾚｽ ビット
機　能

0 1

HG3/4形 ＋2 0 ＳＩＯフレミングエラー 正常 異常

↓ 1 ＳＩＯオーバーランエラー 正常 異常

ホスト機器 2 ＳＩＯパリティエラー 正常 異常

3 ＳＩＯタイムアウトエラー 正常 異常

4 ＳＩＯフォーマットエラー 正常 異常

5 演算エラー 正常 異常

6 予約

7 時計ＩＣエラー 正常 異常

8～13 予約

14 ユーザデータ チェック
サムエラー

正常 異常

15 予約

＋3 0 テンキー設定完了
次のキー入力時０クリアさ
れる

設定
開始

設定
完了

1 テンキー設定中止
次のキー入力時０クリアさ
れる

設定
開始

設定
中止

2 スタンバイ実行 通常 実行

3 印刷中 OFF ON

4 予約

5 文字キー設定完了
次のキー入力時０クリアさ
れる

設定
開始

設定
完了

6 文字キー設定中止
次のキー入力時０クリアさ
れる

設定
開始

設定
中止

7～15 予約

 SIOフレーミングエラー、SIOオーバーランエラー、SIOパリティ

エラー、SIOタイムアウトエラー、SIOフォーマットエラー

ホスト通信ポート（RS-232C、RS-422(485)）を使用したホスト通信に

おいて、通信上のエラーが発生した場合に 1が書込まれます。

 演算エラー

禁止されている演算を行なった場合に、1が書き込まれます。
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 ユーザデータ チェックサム エラー

作画ソフトウェアからダウンロードしたプロジェクトデータが不正の

ときの警告です。このエラーが発生したときは再度ダウンロードをや

り直してください。

 テンキー、文字キー設定完了

テンキー、文字キーからの入力開始時に“０”クリアされ、入力完了

時に ONになります。

 スタンバイ実行中

スタンバイ機能が設定されているときに、スタンバイ機能が働いてバ

ックライトが OFFになっている間、このビットが ONになります。

 印刷中

プリンタポートと接続しているプリンタが印刷中の時、ONになります。

なお、OFFのときのみ印刷の指令が許可されます。
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システムエリア３システムエリア３システムエリア３システムエリア３

HG3/4形からホスト機器への読込みは随時行われます。

ﾜｰﾄﾞ
転送方向

ｱﾄﾞﾚｽ ビット
機　能 ﾃﾞｰﾀ

HG3/4形 ＋4 0～7 時計データ「月」 BCD2桁 01～12

↑ 8～15 時計データ「年」 BCD2桁 00～99

ホスト機器 ＋5 0～7 時計データ「時」 BCD2桁 00～23

8～15 時計データ「日」 BCD2桁 01～31

＋6 0～7 時計データ「秒」 BCD2桁 00～59

8～15 時計データ「分」 BCD2桁 00～59

＋7 0～14 予約（0を書きこんでおく） 0

15 0：更新しない，1：更新する 0,1

 時計データ

ホスト機器の時刻情報が HG3/4形に書き込まれます。

 更新

1を設定した場合、時計データの内容が HG3/4形に書き込まれます。

システムエリア４システムエリア４システムエリア４システムエリア４

HG3/4形からホスト機器への書込みは、１分毎に行われます。

ﾜｰﾄﾞ
転送方向

ｱﾄﾞﾚｽ ビット
機　能 ﾃﾞｰﾀ

HG3/4形 ＋8 0～7 時計データ「月」 BCD2桁 01～12

↓ 8～15 時計データ「年」 BCD2桁 00～99

ホスト機器 ＋9 0～7 時計データ「時」 BCD2桁 00～23

8～15 時計データ「日」 BCD2桁 01～31

＋10 0～7 予約 0

8～15 時計データ「分」 BCD2桁 00～59

＋11 0～3 時計データ「曜」 BCD2桁
0（日）

～6（土）

4～15 予約 0

 時計データ

HG3/4形内部の時刻情報がホスト機器に書き込まれます。
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通信方式とシステムエリア割り当て通信方式とシステムエリア割り当て通信方式とシステムエリア割り当て通信方式とシステムエリア割り当て

システムエリアに割り当てることができる領域は、通信方式により異

なります。

下表の領域に割り当ててください。

通信方式 システムエリア格納領域 備　考

上位リンク PCのデータレジスタ

CPU直結 PCのデータレジスタ

広義の意味で通信用DMリンク データメモリ

レジスタとも呼ぶ

micro
3データリンク データメモリ

ホストなし 表示器内部レジスタ

オープンネット システムレジスタ
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2.7　内部デバイス　内部デバイス　内部デバイス　内部デバイス

HG3/4形は、基本的にはホスト機器のデバイスの状態に応じて表示動

作を実行するようにプログラムを作成します。

しかし、命令や部品の結果データを一時的に格納する内部リレー・内

部レジスタや、特殊な通信を行なう場合の通信レジスタ、また HG3/4

形内で自己完結する表示動作を行なうときのデバイスとして、内部デ

バイスが必要となります。

内部デバイス一覧内部デバイス一覧内部デバイス一覧内部デバイス一覧

HG3/4形には次表に示すような内部デバイスを持っています。

内部デバイス名 記号 B/W R/W
ｱﾄﾞﾚｽ

範囲

表現

進数
備考

表示器内部リレー LM B R/W 0～1023 10
512 ～ 1023

はｷｰﾌﾟﾘﾚｰ

表示器特殊内部

リレー
LSM B R/W 0～63 10

表示器タイマ

         （接点）
LTC B R 0～31 10

タッチスイッチ LTS B R 0～31999 10

比較接点 LCM B R 0～31999 10

拡張入力（ビット） LPX B R 0～F 16

拡張出力（ビット） LPY B R/W 0～F 16

外部出力（ビット） LY B R/W 0～7 10

表示器レジスタ LDR W R/W 0～2047 10
1024 ～ 2047

はｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀ

表示器ﾜｰｸﾚｼﾞｽﾀ LWR W R/W 0～8191 10 ※

表示器タイマ

       （現在値）
LTD W R 0～31 10

表示器特殊内部

レジスタ
LSD W R/W 0～63 10

拡張入力（ワード） LPX W R 0 16

拡張出力（ワード） LPY W R/W 0 16

m B/W は、Bit（ビット）/ Word

（ワード）の略です。

m R/Wは、Read（リード）/ Write

（ライト）の略で、R/Wの場合

はリード・ライト可能、Rの場

合はライトはできません。

m キープリレー／キープレジス

タは、運転開始時に０クリアさ

れない内部デバイスで、電源断

後も電池により値が保持され

ます。

※ 作画ソフトＳＨＥＬＬＰＡⅡ

Ｖｅｒ６．１０以降、本体シス

テムＶｅｒ１．２０以降が必

要。

m デジタル入出力（ＨＧ９Ｚ－３

Ｐ１０１）ユニットを使用する

場合、入出力各１６点は、それ

ぞれＨＧの内部ﾃﾞﾊﾞｲｽ拡張入

力（ＬＰＸ）、および、拡張出

力（ＬＰＹ）に対応します。
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 表示器内部リレー（LM）

表示器内部リレーは、HG3/4 形が持っている内部リレーです。1024

点の内部リレーが使用可能です。

 表示器特殊内部リレー（LSM）

表示器特殊内部リレー64 点（LSM０～LSM63）は、以下に示す特殊

な動作をします。

表示器特殊

内部リレー

機能／内部

LSM0 常時 ON

LSM1 ベース画面切替時 1度だけ ON

LSM2 ベース画面切替時のみ ON

LSM3 ベース画面切替時のみ OFF

LSM4 ラダースキャン間隔で ON／OFFを繰り返す。

LSM5 サブ画面オープン時のみ ON

LSM6 タッチパネルを押している間 ON

LSM7 使用しているホスト機器デバイス（DV）のすべてからデ

ータを読出す毎に ON／OFFを繰り返す。

（HG3/4形のラダースキャンとは非同期）

LSM8 電源投入後、最初に表示される画面が他の画面に切り替わ

るまで ON

LSM9､10 メモリカード用

LSM11～13 予約

LSM14,15 マルチリンク用

LSM16～31 予約

LSM32 ﾕｰｻﾞ定義通信時ﾘｸｴｽﾄ信号受信

LSM33～47 予約

LSM48 200msecクロック（100msec毎に ON／OFFを繰り返す。)

（HG3/4形のラダースキャンとは非同期）

LSM49 1秒クロック（500msec毎に ON／OFFを繰り返す。）

（HG3/4形のラダースキャンとは非同期）

LSM50～63 予約

a ユーザ定義通信時、HG3/4形が

データを最初に受信すると

LSM32 が ON になりますが、

クリア(OFFにする)はされませ

ん。クリアが必要な場合、

LSM32 に 0 を書込んでクリア

してください。
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この動作をタイミングチャートで示します。

電源投入時 　　　ベース画面切替時

↓ ↓

LSM0 ON

LSM1 OFF

LSM2 ON

LSM3 OFF

LSM4 OFF

LSM8 ON

動作処理

1 ｽｷｬﾝ目 2 ｽｷｬﾝ目 3 ｽｷｬﾝ目 4 ｽｷｬﾝ目 1 ｽｷｬﾝ目 2 ｽｷｬﾝ目 3 ｽｷｬﾝ目

サブ画面オープン時

↓

LSM5 ON

（使用例 1）LSM0：数値表示器でデバイスの値を常時表示する。

（一般的な使い方）

数値表示器

ON

       LSM0

 表示器タイマ（接点）（LTC）

表示器タイマ（接点）は、命令のタイマによって ONされるリレーで

す。

32点の表示器タイマが使用できます。

 タッチスイッチ（LTS）

タッチスイッチは、画面上に設定したタッチスイッチに対するリレー

です。

32000点のタッチスイッチを使用できます。
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 比較接点（LCM）

比較接点の結果を表わすリレーです。

32000点の比較接点が利用できます。

 外部出力（LY）接点

HG3/4形裏面の外部出力（8点）に出力を行なうリレーです。

 拡張入力（LPX）、拡張出力（LPY）

HG3/4形の裏面に取り付けて使用する拡張ユニットの入力、出力リレ

ーです。

ビットデバイスでは 16点、ワードデバイスでは 1点の拡張入力、拡

張出力を使用できます。

 表示器レジスタ（LDR）

表示器レジスタは、HG3/4形が持っている内部レジスタです。

2048点の表示器レジスタを使用できます。

 表示器ワークレジスタ（LWR）

表示器レジスタは、HG3/4形が持っているワーク用内部レジスタです。

8192 点使用できます。（作画ソフトＳＨＥＬＬＰＡⅡＶｅｒ６．１

０以降、本体システムＶｅｒ１．２０以降が必要）

 表示器タイマ（現在値）（LTD）

表示器タイマ（現在値）は、命令のタイマによって設定したタイマの

現在値を格納するレジスタです。

32点の現在値を格納できます。
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 表示器特殊内部レジスタ（LSD）

表示器特殊内部レジスタ 64点は、以下に示す特殊な動作をします。

機　　能

 LSD0～3 予約

 LSD4 スキャンタイム（×20msec）

 LSD5 画面切替応答時間（×20msec）

 LSD6 リードスキャン通信時間（×20msec）

 LSD7 スキャンカウンタ（１スキャン毎にインクリメント）

 LSD8 1秒カウンタ（１秒毎にインクリメント）

 LSD9 ユーザ定義通信ステータス

 LSD10 100msecカウンタ（100msec毎にインクリメント）

 LSD11 200msecカウンタ（200msec毎にインクリメント）

 LSD12 500msecカウンタ（500msec毎にインクリメント）

 LSD13 時計データ「年」（西暦） BCD4桁

 LSD14 時計データ「月」 BCD2桁

 LSD15 時計データ「日」 BCD2桁

 LSD16 時計データ「時」 BCD2桁

 LSD17 時計データ「分」 BCD2桁

 LSD18 時計データ「秒」 BCD2桁

 LSD19 時計データ「曜日」 BCD1桁

 LSD20 時計設定用：１を書きこむと内部時計を更新（更

新後、自動的に０にクリアされます）

※本体システム(Ver1.30 以降)が必要

 LSD21 時計設定用データ「年」（西暦） BCD2桁

 LSD22 時計設定用データ「月」 BCD2桁

 LSD23 時計設定用データ「日」 BCD2桁

 LSD24 時計設定用データ「時」 BCD2桁

 LSD25 時計設定用データ「分」 BCD2桁

 LSD26 時計設定用データ「秒」 BCD2桁

 LSD27～47 予約

 LSD48 メンテナンスＩ／Ｆ　局番

※本体システム(Ver1.10 以降)が必要

 LSD49～63 予約

 LSD64～77 メモリカード用

 LSD78～127 予約

LSD7，8，10，11，12のレジスタ値が FFFF(16進)の場合、インクリメ

ントされると 0になります。
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メモリカードメモリカードメモリカードメモリカード

運転中でもメモリカードにファイル形式でデータを格納することが

可能です。メモリカードに格納可能なデータは折れ線チャンネルデー

タ、キープレジスタ(LDR1024～)です。メモリカードは以下の表示器

特殊内部リレーとレジスタを操作することによって使用できます。

（作画ソフト SHELLPA-ⅡVer6.10 以降、本体システム Ver1.20 以降が

必要）

 表示器特殊内部リレー(LSM)

表示器特殊内
部リレー

機能／内部

LSM9 メモリカードコマンド実行（ON になるとコマンド
を実行します。コマンドを実行した後、自動的に OFF
になります。）

LSM10 メモリカード書込み消去禁止
（ON になると、書込み及び消去がソフト的に禁止
されます。）

 表示器特殊内部レジスタ(LSD)

表示器特殊内
部レジスタ

機　　能

 LSD64 コマンド実行命令(データ転送、消去付転送、消去、
全消去)

 LSD65 カードステイタス（命令の実行結果：エラー情報）
 LSD66 ファイル No.(選択中、または転送を行うファイルの

番号)
 LSD67 転送ワード数
 LSD68~77 ファイル名（全角 10文字まで）、ターミネータは 0。

（メモリカードにデータを書き込む時のみ使用。）

 初期化

まず始めにシステムメニューのメモリカード・メンテナンスで初期化

を実行し、メモリカードをフォーマットしてください。

aメモリカードはフォーマットしないと使用できませんので、本体

システム Ver1.12 以前で保存されたメモリカードのデータは使

用できません。
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 コマンド設定

実行したい操作によって、以下の表に示すようなコマンドを LSD64

に書込みます。

コマンド(16進) 内容
1～14 折れ線チャンネルデータ№１～２０→メモリカ

ードにデータを書き込む
20 LDR1024～→メモリカードにデータを書きこむ
50 メモリカード→LDR1024～にデータを転送
51 メモリカード→LWR0～にデータを転送
8001～8014 折れ線チャンネルデータ№１～２０→メモリカ

ードにデータを書き込む
（ファイルデータを消去して書きこみ）

8020 LDR1024～→メモリカードにデータを書きこむ
（ファイルデータを消去して書きこみ）

FFFE ファイルデータ消去
FFFF ファイルデータ全消去

必要に応じてファイル No.(LSD66)、転送ワード数(LSD67)、ファイル

名(LSD68～77)を設定してください。(８．表示器特殊内部レジスタを

参照)

 コマンド実行

表示器特殊内部リレー(LSM9)を 1 にすると設定したコマンドが実行

されます。実行した後、0にクリアされます。（７．表示器特殊内部

リレーを参照）

a メモリカードに書込中および消去中に本体の電源が OFF になりますと

メモリカード内のデータを失う可能性がありますので、本体の電源が

OFF にならないように注意してください。（消去付書込およびデータ

消去を実行中に電源が OFF になった場合、フォーマットも壊れる可能

性があります。）
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 コマンド実行結果

コマンドが実行されると LSD65(カードステイタス)に実行結果をセ

ットします。セットされる実行結果は以下の通りです。

ｶｰﾄﾞｽﾃｲﾀｽ
（ｴﾗｰ№(10進)）

内容

０ 正常終了
１ ソフト的にライトプロテクトされている。
２ ハード的にライトプロテクトされている。
３ すでにデータが書きこまれているファイルにデータ

を書きこもうとした。
４ ファイルの容量が設定データ数より小さい。もしく

は、転送元データがデバイス範囲を超えている。（デ
バイス→メモリカード転送時）

５ ファイル内のデータ数が設定データ数より小さい。も
しくは、転送先のデバイスの範囲を超えている。（メ
モリカード→デバイス転送時）

６ 折れ線チャンネルデータの最大数(800ワード)を超え
ている。

７ コマンド実行エラー、コマンドが不正かファイル№が
不正。

８ 指定したファイルにデータが格納されていない。
10 メモリカードが実装されていない。もしくは、カード

の種類が異なる。
11 メモリカードのフォーマットが違う。（または、メモ

リカードがフォーマットされていない。）
12 メモリカードへの書きこみ、または消去中にエラーが

発生した。
13 ファイルデータが壊れている。（メモリカード→デバ

イス転送時）

※１～８はワーニングで、コマンドは実行されていない。ただし、４

～６の時は、コマンドは実行可能な範囲で実行されている。10～13

は重度のエラーで、特に１２が発生した場合の状態は不定。

 ライトプロテクト

LSM10 を 1 にするとソフト的にメモリカードを書込み禁止にできま

す。メモリカードのﾗｲﾄﾌﾟﾛﾃｸﾄｽｲｯﾁをﾗｲﾄﾌﾟﾛﾃｸﾄにするとハード的に

書込み禁止にできます。
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2.8　モード切替　モード切替　モード切替　モード切替

モード切替とは、運転モードからシステムモードへ、または逆にシス

テムモードから運転モードへ移行することを指しています。

この節では、前面タッチスイッチを操作して運転モードからシステム

モードへ移行する方法と、移行途中で表示される選択画面について説

明します。

システムモードから運転モードへの移行方法は、「システムモード」

の節を参照してください。

2.8.1　モード切替の操作と選択画面　モード切替の操作と選択画面　モード切替の操作と選択画面　モード切替の操作と選択画面

作画ソフト SHELLPA-IIで設定された画面上の２点を押し続けると、

次の画面が表示されます。

　　

システムモード 履歴表示画面

コントラスト調整 印刷中止

選択画面 ×

デバイスモニタ

画面印刷

この画面を「選択画面」と呼びます。

× を押すとこの「選択画面」を閉じます。

この画面のタッチスイッチを押して、HG3/4形を次の各モードに切り

替えることができます。

 システムモード （r 2-93ページ）

HG3/4形の初期設定や自己診断、履歴表示などを行うモード

 履歴表示画面 （r 2-82ページ）

HG3/4形内部に蓄積された履歴データを表示するモード

 デバイスモニタ （r 2-89ページ）

デバイスの内容を表示したり、データを書き込むモード

a システムモードの「初期設定」

または作画ソフト SHELLPA-II

によりパスワードを設定して

いる場合は、システムモードを

選択した時、パスワードを入力

する必要があります。

a 選択画面はＨＧ３Ａの場合、縦

置きに設定していても横置き

のイメージで画面に表示され

ます。

m 画面の次の部分を同時に押し

ます。（上辺２点押しの場合）

HG3A/4Aの場合

この部分

HG3C/4Cの場合

この部分

a 運転画面で上記部分のいずれ

かにスイッチが配置されてい

ると、選択画面には移れませ

ん。

m 詳しくは「インストラクション

マニュアル　作画ソフト編」を

参照してください。
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 コントラスト調整 （HG3A形 STNタイプのみ）

コントラスト調整を押すと、選択画面がコントラスト調整画面

に切り替わります。

 画面印刷

画面印刷を押すと、プリンタポートに接続しているプリンタで

表示中の画面が印刷されます。

 印刷中止

印刷中止を押すと、画面印刷が中止されます。

2.8.2　コントラスト調整　コントラスト調整　コントラスト調整　コントラスト調整

表示の明暗差を調節して、画面表示を見やすく調整することができま

す。

操作手順

1「コントラスト調整画面」下部のコントラスト調整用タッチキー　 ←

または → を押してください。

画面の中央に調整度合いを示す横方向バーグラフが表示されます。

2 ← または → を押して、画面の文字がはっきり見えるように調節し

てください。

　　

コントラスト調整

選択画面 ×

← →

m システムモードに入っている

場合も、コントラスト調整を行

なうことができます。

a HG3A/3C形 STNタイプ以外は

コントラスト調整はできませ

ん。

a HG3A/3C 形の液晶がＳＴＮの

ときのみ、 コントラスト調整

が表示されます。
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2.9　メンテナンスモード　メンテナンスモード　メンテナンスモード　メンテナンスモード

作画ソフト SHELLPA-IIを起動しているパソコンから、メンテナンス

ポートを通して HG3/4形とデータのやり取りを行なうモードを、「メ

ンテナンスモード」と呼びます。

メンテナンスモードでは、次の機能が利用できます。

2.9.1　ユーザデータのアップロード／ダウンロード　ユーザデータのアップロード／ダウンロード　ユーザデータのアップロード／ダウンロード　ユーザデータのアップロード／ダウンロード

作画ソフト SHELLPA-IIを起動しているパソコンで作成したプロジェ

クトを HG3/4形にダウンロードしたり、HG3/4形内のプロジェクトを

パソコンにアップロードすることができます。

また、プリンタポートを通してもユーザデータのダウンロードを行う

ことができます。

パソコン HG3/4形

 　　　　　　　　　　　　　　

専用作画ソフト

SHELLPA-ⅡⅡⅡⅡ

2.9.2　履歴データのアップロード　履歴データのアップロード　履歴データのアップロード　履歴データのアップロード

HG3/4形から履歴のデータを取り出して、パソコンのハードディスク

等に保存できます。

パソコン HG3/4形

　 　

専用作画ソフト

SHELLPA-ⅡⅡⅡⅡ

m メンテナンスモードの機能に

ついて、詳しくは「インストラ

クションマニュアル　作画ソ

フト編」を参照してください。

m 詳しくは「インストラクション

マニュアル　作画ソフト編」を

参照してください。

m 詳しくは「インストラクション

マニュアル　作画ソフト編」を

参照してください。

a プリンタポートを通しての履

歴データのアップロードはで

きません

または
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2.9.3　ホストシミュレーション　ホストシミュレーション　ホストシミュレーション　ホストシミュレーション

作画ソフト SHELLPA-IIが起動しているパソコンをホスト機器に見立

てて、動作シミュレーションを行なうことができます。

接続はメンテナンスポートを介して行ないます。

パソコン HG3/4形

　

専用作画ソフト

SHELLPA-ⅡⅡⅡⅡ

2.9.4　運用モニタ　運用モニタ　運用モニタ　運用モニタ

運用状態で、作画ソフト SHELLPA-IIを起動しているパソコンからメ

ンテナンスポートを介して HG3/4形のモニタおよび変更（書込み）を

行ないます。

パソコン     HG3/4形       ホスト機器

  

専用作画ソフト

SHELLPA-ⅡⅡⅡⅡ

m 詳しくは「インストラクション

マニュアル　作画ソフト編」を

参照してください。

a プリンタポートを通してのホ

ストシュミレーションはでき

ません

a プリンタポートを通しての運

用モニタはできません
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2.10　警報　警報　警報　警報・履歴機能・履歴機能・履歴機能・履歴機能

HG3/4形には、「警報機能」と「履歴機能」の 2種類があります。

「警報機能」は、入力ビットの変化（“0”→“1”）により警報画面

を表示させる機能です。

「履歴機能」は、入力ビットの変化した時刻、合計回数、合計日数、

指定デバイスデータを保存する機能です。

両機能とも、入力として「警報エリア」と呼ぶ 256点分の領域を定め、

これを共有して機能します。また、これらの入力を警報番号もしくは

履歴番号に割り振ります。

「警報機能」、「履歴機能」のどちらか、または両方を使用するかに

ついては作画ソフト SHELLPA-IIで設定します。

 警報エリア

警報・履歴機能に使用する 256点の領域を警報エリアと呼び、ＰＣデ

バイス、または拡張入力に割り付けます。

作画ソフト SHELLPA-IIで設定し、入力１６点を１ワードデバイスに

割り付け、１ブロックとし、計 16ブロックまで設定可能です。

また、「警報機能」、「履歴機能」の設定は、ブロック単位で行いま

す。

2.10.1　履歴機能　履歴機能　履歴機能　履歴機能

警報エリアの各ビットの状態が”0”から”1”に変化したときの発生時

刻、”1”から”0”に変化したときの復帰時刻、および合計回数、合計日

数、指定デバイスデータをサンプリングします。

サンプリング方法サンプリング方法サンプリング方法サンプリング方法

警報エリアの入力が変化した時、その時刻とデータをサンプリング収

集します。

サンプリング可能回数についてサンプリング可能回数についてサンプリング可能回数についてサンプリング可能回数について

1回のサンプリングで消費するメモリは、12バイトバイトバイトバイトです。

したがって、サンプリング可能回数は、それぞれ次の式で計算できま

す。

r 警報機能について詳しくは

「2.10.2　警報機能」の節を参

照してください。

a 指定デバイスデータのサンプ

リングは設定ブロックＮｏ．１

の 16点のみ可能です。

a 警報エリアのビットの状態が

１の時にHG3/4形の電源が切

れると、その時のサンプリン

グデータのみ失います。
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　　 サンプリング可能回数

　　 ＝メモリの総容量÷（ブロック数×16）÷12 バイト

例：ブロック数が１の場合（HG4A/4C形の場合）

121,212÷(16×1)÷12=631.3･･･

となり、631回目までのサンプリングが可能です。

例：ブロック数が１の場合（HG3A/3C形の場合）

22,908÷(16×1)÷12=119.3･･･

となり、119回目までのサンプリングが可能です。

履歴データの格納方法履歴データの格納方法履歴データの格納方法履歴データの格納方法

収集されたデータは、次のどちらかの方法でメモリに格納できます。

 循環方式

データを履歴用メモリへ順番に格納していく方式です。

履歴用メモリが一杯になると、古いデータから順に上書きされます。

 固定方式

データを履歴用メモリへ順番に格納していく方式です。

履歴用メモリが一杯になると、それ以後のデータはメモリに格納され

ません。

履歴表示履歴表示履歴表示履歴表示

履歴機能によって収集されたデータを、表示することができます。

履歴表示方法には次の２通りがあります。

  選択画面からの表示

 「サブ画面オープン」命令による表示

 

m HG4A/4C 形では、メモリの総

容 量 を 121,212 バ イ ト 、

HG3A/3C形では、22,908バイ

トで計算します。

m 格納方法の設定は、履歴機能全

体に対して行います。
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 選択画面からの表示

モード切替操作を行なって選択画面を表示し「履歴表示画面」を

選択すると、履歴データが表示されます。

 「サブ画面オープン」命令による表示

運転動作中でも履歴データを表示することができます。

画面動作設定に「サブ画面オープン」命令を使用し、履歴表示画

面に設定すると履歴データを表示できます。

履歴表示画面履歴表示画面履歴表示画面履歴表示画面

２つの方法により、次の履歴表示画面が表示されます。

 ▲  ▼印刷中止

1-1  ポンプ１出力低下

　印刷 　詳細

No.   　合計回数　　合計日数　　 合計時間

　  　　　　　12 回　　　　3日 　2時間 15 分 30 秒

⇔ 履歴表示画面－全体　　　‘98/01/22 ×

1-2  モータ２電流異常
　  　　　　　 2 回　　　　2日 　0時間 00 分 20 秒
1-3  圧力上昇
　  　　　　　 1 回　　　　1日 　0時間 00 分 35 秒
1-4  空気圧低下
　  　　　　　 3 回　　　　2日 　0時間 15 分 10 秒
1-5  ガイド上昇
　  　　　　　 4 回　　　　1日 　0時間 20 分 02 秒
1-6  トルクリミッター検知
　  　　　　　13 回　　　　3日 　1時間 15 分 16 秒

▲履歴表示画面－全体

①　 ⇔ を押すと、履歴表示画面が移動モードになります。

② 　 × を押すと現在表示している履歴表示画面を強制的に閉じます。

③ 　履歴表示画面－全体のタイトルです。日付は現在のものを表示します。

④ 現在設定されている履歴項目の履歴番号、コメントと合計データが一

覧で表示されます。

⑤ 　 印刷中止 を押すと、印刷が中断されます。

⑥ 印刷 を押すと、現在設定されている履歴の合計データがすべて印刷さ

れます。印刷イメージは表示画面と同等です。

⑦ 詳細 を押すと、履歴番号の反転している履歴項目の詳細データを表示

します。

⑧ ▲ を押すと、履歴番号の反転している部分がひとつ上に上がります。

⑨ ▼ を押すと、履歴番号の反転している部分がひとつ上に上がります。

r モード切替操作について詳し

くは「2.8　モード切替」の節

を参照してください。

m 詳しくは「インストラクション

マニュアル　作画ソフト編」を

参照してください。

aベース画面上にサブ画面が３つ

オープンしている場合は履歴表

示画面をオープンすることはで

きません。

また、複数の履歴表示画面をオ

ープンすることはできません。

④

①→ ←②
③

⑥⑤ ⑦ ⑧ ⑨

r ウインドウ操作について詳し

くは「2.3.9　ウインドウ画面」

の節を参照してください。

a ▲ ▼ を押して、履歴番号の

反転している部分が画面の一番

上か下までいくと、履歴データ

が一画面分スクロールします。
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▲ ▼ で項目を選択し、詳細 を押すと選択した項目の詳細を表示し

た次のような画面に切り替わります。

 ▲  ▼印刷中止

1-1  ポンプ出力低下
開始日　'97/ 5/13

　印刷 　戻る

   4   05/13  23:58:39  05/14  00:01:12       86

No.    　発生時刻　　　　　復帰時刻　　 　ﾃﾞｰﾀ
　 1   05/13  10:43:50  05/13  10:57:10　　　　0
   2   05/13  17:04:09  05/13  17:06:08       10
   3   05/13  23:51:07  05/13  23:57:59       12

⇔ 履歴表示画面－詳細　　　‘98/01/22 ×

   8   05/16  23:58:39  05/16  00:01:12       86

　 5   05/14  10:43:50  05/14  10:57:10　　　　0
   6   05/15  17:04:09  05/15  17:06:08       10
   7   05/15  23:51:07  05/15  23:57:59       12

   9   05/17  23:58:39  05/17  00:01:12       86
  10   05/18  23:58:39  05/18  00:01:12       90

▲履歴表示画面－詳細

①　 ⇔ を押すと、履歴表示画面が移動モードになります。

② × を押すと現在表示している履歴表示画面を強制的に閉じます。

③ 履歴表示画面のタイトルです。日付は現在のものを表示します。

④ 現在記録されている履歴項目のコメントと発生時刻、復帰時刻、指定

デバイスのデータが一覧で表示されます。

⑤ 　 印刷中止 を押すと、印刷が中断されます。

⑥ 印刷 を押すと、現在表示されている履歴項目の時刻データ、デバイス

データがすべて印刷されます。印刷イメージは表示画面と同等です。

⑦ 戻る を押すと、履歴表示画面－全体の表示へ戻ります。

⑧ ▲ を押すと、履歴データが一画面分上にスクロールします。

⑨ ▼ を押すと、履歴データが一画面分下にスクロールします。

④

①→ ←②

③

⑥⑤ ⑦ ⑧ ⑨

r ウインドウ操作について詳し

くは「2.3.9　ウインドウ画面」

の節を参照してください。

aデバイスデータの表示は設定ブ

ロック No.1 以外ではすべて０

で表示されます。

a履歴の印刷をする場合、サブ画

面用の画面メモリを１枚分使用

します。
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2.10.2　警報機能　警報機能　警報機能　警報機能

警報エリアから入力があると、警報画面が表示されます。ベース画面

とは独立して動作し、どのベース画面が表示されていても警報入力が

あれば HG3/4形は警報動作に入ります。

警報表示画面警報表示画面警報表示画面警報表示画面

警報表示画面には、「警報画面」、「警報モニタ１」、「警報モニタ

２」の３種類の画面があります。

警報画面はシステムに合わせて作画ソフト SHELLPA-IIで作成します。

警報画面の画面サイズは、320×40ドットから HG3/4形の画面フルサ

イズまで作画ソフト SHELLPA-IIで自由に設定変更が可能です。文字、

図形、ライブラリ図形を表示することができ、起動・部品・命令の動

作設定が可能です。

起動条件は、警報エリアの各ビットの状態変化になります。

“0”は警報なし、”1”は警報ありを示し、どこかの警報点が”0”から”1”

になった時に警報機能が起動され、画面中央に次のような警報画面が

表示されます。

　ポンプ１出力低下

　　自動停止し、エアー圧確認後
　　自動起動して下さい。

　　エアー圧
自動停止　　 自動起動

㎏／㎡

▼

0000

⇔ ポンプ１異常

 1-1

×

▲ ﾓﾆﾀ1 ﾓﾆﾀ2 停止 確認

▲ 警報画面

④

①→ ←②

⑥⑤ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

③

m HG3A/3C のフル画面サイズは

640×480 ドット、 HG4A/4C

は 800×600ドットです。

a警報入力の入っている警報番号

に対応する画面データがない場

合、警報とみなされません。

⑪
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①　 ⇔ を押すと、警報画面が移動モードになります。

② × を押すと現在表示している警報画面を強制的に閉じます。

③ 警報画面のタイトルを表示します。

④ 作画ソフト SHELLPA-IIで作成された画面が表示されます。

⑤ 現在表示されている警報番号が表示されます。

⑥ ▲ を押すと、複数警報が発生しているときに限り、次に発生した警報

の警報画面に切り替わります。

⑦ ▼ を押すと、複数警報が発生しているときに限り、ひとつ前に発生し

た警報の警報画面に切り替わります。

⑧ モニタ1 を押すと、「警報モニタ１」に切り替わります。

⑨ モニタ2 を押すと、「警報モニタ２」に切り替わります。

⑩ 停止 を押すと、警報ブザー音を停止します。ブザー音を使用する／し

ないは作画ソフト SHELLPA-IIで設定します。

⑪ 確認 を押すと、現在表示されている警報画面に該当する警報エリアの

ビットが“0”になっていれば、その警報画面を閉じる事ができます。

「警報モニタ１」は、複数の警報発生項目を同時に確認することがで

き、指定した警報画面に切り替える事ができます。

画面サイズは、320×320ドットに固定されています。

「警報モニタ１」がオープンされた地点で、オープンしている警報画

面の警報番号、コメント情報が表示されます。

警報画面

表示

表示

表示

表示

表示

表示

　停止

⇔ 警報モニタ１

001 1-1
No.   　　異常発生件数  10 件

ポンプ１出力低下
002 1-2

003 1-3

004 1-4

005 1-5

006 1-6

モータ２電流異常

圧力上昇

空気圧低下

ガイド上昇

トルクリミッター検知

 ▲  ▼

　　▲ 警報モニタ１

①→
②

⑦

③

④ ⑤

⑧

r ウインドウ操作について詳し

くは「2.3.9　ウインドウ画面」

の節を参照してください。

a一度、警報画面を閉じると次の

警報が入るまで同じ警報画面は

開く事ができません。

a警報入力の入っている警報番号

に対応する画面データがない場

合、警報とみなされません。

⑥
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① ⇔ を押すと、「警報モニタ１」が移動モードになります。

② モニタ画面のタイトルを表示します。

③ 警報が発生した順にその警報番号とコメント情報が表示されます。

④ 上方向に表示画面がスクロールします。

⑤ 下方向に表示画面がスクロールします。

⑥ 警報ブザー音を停止することができます。

⑦ その地点でオープンしている警報画面のなかで、一番最初に発生した

警報のものに切り替えます。

⑧ 表示 を押すと、その警報画面に切り替わります。

さらに、「警報モニタ２」があり、複数の警報入力状態を同時に見る

ことができます。

画面サイズは、320×320ドットに固定されています。

「警報モニタ２」をオープンした地点で、警報入力の入っている警報

番号のみ文字が点滅表示されます。

警報画面　停止

⇔ 警報モニタ２

警
報
ブ
ロ
ッ
ク
№

 1011 12 13 14 15 161  2  3 4 5 6 7 8 9
1
2

3
4
5
6
7
8
9

10
11

12
13
14
15
16

▲ 警報モニタ２

① ⇔ を押すと、「警報モニタ２」が移動モードになります。

② モニタ画面のタイトルを表示します。

③ 警報エリアの警報番号が設定／未設定にかかわらず、全表示されます。

④ 警報ブザー音を停止することができます。

⑤ 警報画面 を押すと、前回表示していた警報画面に切り替わります。

警報機能の動作シーケンス警報機能の動作シーケンス警報機能の動作シーケンス警報機能の動作シーケンス

HG3/4形は、次のような動作を行ないます。

 正常時

「正常時」には、通常のユーザ画面（ベース画面）が表示されていま

す。

①→ ②

④

③

r ウインドウ操作について詳し

くは「2.3.9　ウインドウ画面」

の節を参照してください。

r ウインドウ操作について詳し

くは「2.3.9　ウインドウ画面」

の節を参照してください。

aモニタ 2は警報エリアのビット

が’1’になっている所が点滅して

いるだけで、対応する警報画面

が必ず開いているとは限りませ

ん。

⑤
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 最初の警報発生

「最初の警報発生」があると、HG3/4形は次のように動作します。

1 画面が、警報入力に対応する警報画面がオープンします。ただし、初

期設定によって、警報モニタ１、警報モニタ２を最初に表示すること

もできます。

2 作画ソフト SHELLPA-IIの「警報・履歴の設定」で警報ブザー音あり

に設定していると内蔵ブザーが鳴ります。停止 を押すとブザー音が

解除されます。

 警報画面

 

　ポンプ１出力低下

　　自動停止し、エアー圧確認後
　　自動起動して下さい。

　　エアー圧
自動停止　　 自動起動

㎏／㎡

▼

0000

⇔ ポンプ１異常

 1-1

×

▲ ﾓﾆﾀ1 ﾓﾆﾀ2 停止 確認

警報画面

複数の警報発生複数の警報発生複数の警報発生複数の警報発生

複数の警報発生があった場合、HG3/4形は次のように動作します。

 新たな警報入力があった時、画面は必ずその警報入力に対応する

警報画面または警報モニタ１、警報モニタ２に切り替わります。

 作画ソフト SHELLPA-II の「警報・履歴の設定」で警報ブザー音

ありに設定している場合、停止 を押してブザーをオフにしても、

警報入力があるたびにブザー音が鳴ります。

 複数の警報入力がある場合は、警報画面上の ▲ または ▼ を押

すと、他の警報画面に切り替えることができます。

 警報の発生順に表示されます。他の警報画面に切替中に新たな警

報入力があると、その入力に対応する警報画面に切り替わります。

m 警報が１つしか発生していな

い場合、▲ ▼ を画面は切り

替わりません。

m 最初に表示する画面を警報画

面にするか警報モニタ１また

は警報モニタ２にするかは、初

期設定により設定します。
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 警報モニタ

どの警報画面からでも画面上の モニタ１ 、モニタ２ を押すことで

警報モニタ１、警報モニタ２に切り替わります。画面のフォーマット

は、あらかじめ HG3/4 形本体のシステムで決められたものになりま

す。また、モニタ画面を表示中に新たな警報入力があると、初期設定

によって設定された画面（警報画面、警報モニタ１、警報モニタ２）

に切り替わります。この警報入力は、モニタ画面にも反映されます。

復帰復帰復帰復帰

警報対策を行なって警報入力を解除し、その警報画面の 確認 を押す

と警報画面が閉じます。複数の警報が発生している場合は、 確認 を

押された警報画面のみ閉じて、他の警報画面が表示されます。

警報確認後、新たな警報が発生した場合警報確認後、新たな警報が発生した場合警報確認後、新たな警報が発生した場合警報確認後、新たな警報が発生した場合

動作シーケンスは、「最初の警報発生」に戻ります。
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2.11　デバイスモニタ機能　デバイスモニタ機能　デバイスモニタ機能　デバイスモニタ機能

運転中にデバイスを登録し、データのモニタや書込みをすることがで

きます。

デバイスの値の表示デバイスの値の表示デバイスの値の表示デバイスの値の表示

モード切替操作を行なって選択画面を表示し「デバイスモニタ」を選

択すると、次のモニタ画面が表示されます。

　 　X 000000　　　　 bit　　　  00000/0000H
　

▲ ▼ 削除 登録 変更

⇔ デバイスモニタ ×

   　T 000300　　　　 bit  　　　00000/0000H

　　　デバイス　　　サイズ　　　10 進／16 進

   　Y 00001F　　　　 bit  　　　00001/0001H
   　M 001234　　　　 bit  　　　00001/0001H

   　W 000120　　　　 word 　　　30583/7777H

　 　X 000010　　　　 word　 　　04660/1234H
   　M 000064　　　　 word 　　　13107/3333H
  　 D 000020　　　　 word 　　　22136/5678H

この画面では、登録しているデバイスの値が変化する様子を、時々

刻々モニタできます。

①　 ⇔ を押すと、デバイスモニタが移動モードになります。

② × を押すと現在表示しているデバイスモニタを強制的に閉じます。

③ デバイスモニタのタイトルを表示します。

④ システムで用意されたモニタ画面が表示されます。

⑤ ⑥  ▲ 、  ▼ を押すと、デバイスが選択されます。

（デバイス名を反転表示）

⑦　 変更 を押すと、選択されているデバイスのデータを変更できます。

⑧　 削除 を押すと、選択されているデバイスが削除されます。

⑨　 登録 を押すと、デバイスをモニタ画面に登録出来ます。

④

①→ ←②

⑥⑤ ⑦ ⑧ ⑨

③

aHG3C/4Cの場合、ＣＣスイッ

チのフレームタイプによって

は、表示文字にフレーム部が

重なり表示内容が読み取りに

くくなることがあります。

ご了承ください。

r ウインドウ操作について詳し

くは「2.3.9　ウインドウ画面」

の節を参照してください。
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デバイスの値の登録デバイスの値の登録デバイスの値の登録デバイスの値の登録

次の操作で、デバイスを登録できます。

1 登録 を押して、登録画面を表示してください。

▼▲ A B C

7

4 5

98

D

E

1 2

6 F

3 Ｅ
Ｎ
Ｔ0 CLR

2
CAN

3

　　　　 1FFF　　X(bit)

⇔ デバイスモニタ ×
デバイス登録画面
デバイス 　　　アドレス

2  ▲ または  ▼ を押して登録したいデバイスを選択します。

3 画面のテンキーを押して、デバイスアドレスを入力してください。

数値を入力した後、 ENT を押すとデバイスが登録され、モニタ画面

に戻ります。

 CLR を押すと、アドレスが０にリセットされます。

 CAN を押すと、デバイス登録をキャンセルし、モニタ画面に

戻ります。

デバイスアドレスが不正な場合は ENT を押しても登録ができませ

ん。 CLR を押して、デバイスアドレスを入力し直して下さい。

m デバイスアドレスが不正な場

合は、 ENT を押しても、モニ

タ画面には戻りません。
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デバイスの値の変更デバイスの値の変更デバイスの値の変更デバイスの値の変更

次の操作で、デバイスの値を変更できます。

1 変更 を押して、変更画面を表示してください。

16 進10 進 A B C

7

4 5

98

D

E

1 2

6 F

3 Ｅ
Ｎ
Ｔ0 CLR

2
CAN

3

　　　　 5678LDR      　1234

⇔ デバイスモニタ ×
データ変更画面
デバイス 　　　変更値

　現在値

　1234／4D2H（word）

2画面のテンキーを押して、値を入力してください。

数値を入力した後、 ENT を押すと値が変更されます。

 CLR を押すと、値が０にリセットされます。

 CAN を押すと、データ変更をキャンセルし、モニタ画面に戻

ります。

 10進 を押すと、１０進数入力モードになり、データを１０進

数で入力できます。

 16進 を押すと、１６進数入力モードになり、データを１６進

数で入力できます。

m １０進数入力モードの時は、テ

ンキーの’A’～’F’までのキーは

使用できません。
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2.12　帳票機能　帳票機能　帳票機能　帳票機能

専用作画ソフトウェア SHELLPA-Ⅱを用いて任意のフォーマットで

帳票画面を作成し、その作成した画面を「プリンタ出力」命令で印刷

します。

帳票画面には文字、図形等を表示することが可能です。さらに「時計

印字」で印刷時の時刻を、「データ印字」でデバイスの値を表示する

こともできます。

帳票画面の最大サイズは 640×912 ドットで最大 128 画面まで作成でき

ます。画面サイズの縦方向は 12ドット単位で設定可能です。

 帳票画面印刷イメージ例

帳票画面に「時計印字」と３つの「データ印字」を設定した場合

（データ印字３つの読込先デバイスは LDR100、LDR200、LDR300）

Ａラインの稼動状況

生産数　　１０００ 台

運転時間　　  ２０ ｈ

不良数　　　　１０ 台

1997/12/31 Fri. 23:59

a 帳票画面は HG3/4 形の液晶に

は表示されません。印刷のみ確

認できる印刷専用画面です。

r 帳票画面の作成方法について

は「インストラクションマニュ

アル　作画ソフト編」をご覧く

ださい。

r 「プリンタ出力」命令について

は「2.5.4　命令」プリンタ出力

の項目を参照してください。

a HG3A/3C 形でサブ画面が１つ

でもオープンしている場合、帳

票画面の印刷はできません。

時計印字

 データ印字
LDR100 = 1000

 データ印字
 LDR200 = 20

 データ印字
 LDR300 = 10
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2.13　システムモード　システムモード　システムモード　システムモード

システムモードは HG3/4形の初期設定や自己診断、履歴データの初期

化などを行なうモード（ユーザデータを解釈・実行していないモー

ド）です。

システムモードに入ると下のようなシステムメニュー項目が表示さ

れます。

初期設定メニュー

初期設定

システムモード
 初期メニュー

履歴ﾃﾞｰﾀ初期化

自己診断

時計設定

メモリカード

設定印刷

システム情報

運　転

 システム動作

 メンテナンスＩ／F

　　印刷設定

　上位リンク

システムモードに入った直後は 初期設定 が押された状態で初期設

定メニューが右側に表示されます。

各項目がタッチスイッチになっていて、これを押すと設定操作を開始

できます。

運転 を押した場合は、運転モードに戻ります。

m システムモードに入るには、

「選択画面」で システムモード

を選択します。（ r 2-76

ページ）

また、画面№を FFFFh に指定

することによってもシステム

モードに入ることができま

す。
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表　システムモードでできること

初期設定 HG3/4 形の動作、通信パラメータなどの設定を行なう。パワーON

時はこの設定に従う。

 作画ソフトウェア SHELLPA-Ⅱでも同様の設定が可能。

時計設定 HG3/4形の内部時計の設定を行なう。

自己診断 メモリ、タッチパネル、表示、周辺 I/Oの自己診断を行なう。

履歴データ初期化 履歴データの初期化を行なう。

 作画ソフトウェア SHELLPA-Ⅱでも同様の設定が可能。

メモリカード メモリカード内のデータの初期化、履歴データの格納／削除、ユー

ザデータ（プロジェクト）の格納等を行う。

設定内容印刷 初期設定の内容をプリンタに出力する。

 作画ソフトウェア SHELLPA-Ⅱでも同様の操作が可能。

モードの切り替え 運転モードへ移行する。メニューで｢運転｣を指定した場合、「運転

モード移行コマンド」を受信した場合。

2.13.1　初期設定　初期設定　初期設定　初期設定

左側にある「システムモード初期メニュー」の 初期設定 を押すと、

「初期設定メニュー」の画面が右側に表示されます。

初期設定メニュー

初期設定

システムモード
 初期メニュー

履歴ﾃﾞｰﾀ初期化

自己診断

時計設定

メモリカード

設定印刷

システム情報

運　転

 システム動作

 メンテナンスＩ／F

　　印刷設定

　上位リンク

この画面から、HG3/4形の動作や通信パラメータの初期設定を行なう

ことができます。
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初期設定で設定できる項目は、次のとおりです。

 初期設定   システム動作設定   スタンバイタイム

     スタートタイム

     初期画面No.

     パスワード設定

     詳細設定

     ･ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ動作ﾓｰﾄﾞ

     ･ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ確認音

     ･画面No.形式

     ･ｼｽﾃﾑﾓｰﾄﾞ切替方法

     ･ｳｲﾝﾄﾞｳﾀｲﾄﾙﾊﾞｰ色

     

   メンテナンスＩ/Ｆ設定   通信条件

     局番指定

     

   印刷設定   プリンタ機種名

     カラー設定

     白黒反転

     

   上位リンク   通信条件

     表示器局番

     上位リンク局番

     ＣＰＵ番号

     登録コマンド

 

※

　※ 「上位リンク」の項目はホスト機

器がＰＬＣの場合を例にしてお

ります。接続されているホスト機

器によって設定名、設定項目が異

なります。
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システム動作システム動作システム動作システム動作

「初期設定メニュー」の システム動作 を押すと、「システム動作メ

ニュー」の画面が表示されます。

　初期設定
 システム動作
　　　メニュー

初期画面 No.

スタートタイム

スタンバイタイム

　パスワード

　詳細設定

　戻る

    システム動作
  スタンバイタイム設定

     ｽﾀﾝﾊﾞｲﾀｲﾑ       10　分

10

0 1 2 3

4

8 9

5 6 7

C L R

登録

この画面左側のシステム動作メニューのタッチスイッチを押すと、そ

れぞれのシステム動作を設定できます。

 スタンバイタイムの設定

運転中に表示している画面が一定時間変化しない場合、自動的にバッ

クライトをOFFするまでの時間（スタンバイタイム）を設定します。

操作手順

左側にある「システム動作メニュー」の スタンバイタイム を押して、

次の画面を表示してください。

　初期設定
 システム動作
　　　メニュー

初期画面 No.

スタートタイム

スタンバイタイム

　パスワード

　詳細設定

　戻る

    システム動作
  スタンバイタイム設定

     ｽﾀﾝﾊﾞｲﾀｲﾑ       10  分

10

0 1 2 3

4

8 9

5 6 7

C L R

登録

テンキーを押して、時間を分単位で入力してください。“0”を設定

した場合は、オート OFF機能を使用しないことになります。

登録 を押すと、入力した数値が確定します。また、右側の「システ

ム動作メニュー」にある 戻る を押すと初期設定メニューに戻ります。

m CLR を押すと、入力中の数値

がクリアされて、０になりま

す。

a 登録 を押す前に左側のシス

テム動作メニューのタッチス

イッチを押すと、設定値は更新

されずに画面が切り替わりま

す。

a 画 面 切 り 替 わ り 直 後 は

スタンバイタイム が押され

ていてスタンバイタイム設定

画面が右側に表示されます。
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 スタートタイムの設定

運転モードに入ってからの HG3/4 形の立ち上げ時間を設定します。

ホスト機器をと立ち上げ時間を合わせるために設定します。

操作手順

左側にある「システム動作メニュー」の スタートタイム を押して、

次の画面を表示してください。

スタンバイタイム

　初期設定
 システム動作
　　　メニュー

初期画面No.

スタートタイム

　パスワード

　詳細設定

　戻る

　　 システム動作
  　スタートタイム設定

       ｽﾀｰﾄﾀｲﾑ　　    1　秒

　1

0 1 2 3

4

8 9

5 6 7

C L R

登録

テンキーを押して、時間を秒単位で入力してください。

登録 を押すと、入力した数値が確定します。また、「システム動作

メニュー」にある 戻る を押すと初期設定メニューに戻ります。

 初期画面Ｎｏ.の設定

電源投入後に表示される画面 No.を設定します。

操作手順

左側にある「システム動作メニュー」の 初期画面No. を押して、次

の画面を表示してください。

スタンバイタイム

スタートタイム

　初期設定
 システム動作
　　　メニュー

初期画面No.

　パスワード

　詳細設定

　戻る

　　 システム動作
  　初期画面No.設定

    初期画面No.　     1

　1

0 1 2 3

4

8 9

5 6 7

C L R

登録

m CLR を押すと、入力中の数値

がクリアされて、０になりま

す。

a 登録 を押す前に左側のシス

テム動作メニューのタッチス

イッチを押すと、設定値は更新

されずに画面が切り替わりま

す。
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テンキーを押して、電源投入後に表示する画面 No.を 10 進数で入力

してください。

０を設定すると HG3/4 形自身は初期画面を表示せず、ホスト機器か

らの指定により画面を表示することになります。

登録 を押すと、入力した数値が確定します。また、右側にある 戻る

を押すと初期設定メニューに戻ります。

 パスワードの設定

次の操作を行なう時に使用するパスワードを設定します。

 選択画面からシステムモードに移行する場合

 選択画面からデバイスモニタ画面に移行する場合

操作手順

「システム動作メニュー」の パスワード を押して、次の画面を表示

してください。

  　パスワード 　＊＊＊＊
スタンバイタイム

スタートタイム

　初期設定
 システム動作
　　　メニュー

初期画面No.

　パスワード

　詳細設定

　戻る

　　 システム動作
  　 パスワード設定

　１２３４

0 1 2 3

4

8 9

5 6 7

C L R

登録

テンキーを押して、４桁のパスワードを入力してください。

００００を設定すると、パスワード機能が無効になります。

登録 を押すと、入力した数値が確定します。また、右側にある 戻る

を押すと初期設定メニューに戻ります。

m CLR を押すと、入力中の数値が

クリアされて、空欄になります。

a 登録 を押す前に左側のシステム

動作メニューのタッチスイッチを

押すと、設定値は更新されずに画

面が切り替わります。
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 詳細設定

次の項目を設定します。

 タッチスイッチを「１点押し」と「２点押し」のどちらにするか

 タッチスイッチを押した時にタッチ音を鳴らすかどうか

 画面 No.を「BCD」と「バイナリ」のどちらで入力するか

 システムモード切替方法を「上辺 2点押し」、「左辺 2点押し」、

「下辺 2点押し」、「右辺 2点押し」、「左上 2点押し」、「右

上 2点押し」、「なし」（※）の内のどれにするか

※本体システム(Ver1.10 以降)が必要

 画面の文字表示を「日本語」と「英語」のどちらにするか

 ウインドウのタイトルバー色

操作手順

「システム動作メニュー」の詳細設定を押して、次の画面を表示して

ください。

スタンバイタイム

　パスワード

スタートタイム

　初期設定
 システム動作
　　　メニュー

初期画面 No.

　詳細設定

　戻る

　　 システム動作
  　 　 詳細設定

登録

 ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ動作ﾓｰﾄﾞ：　1点押し

   ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ確認音：　あ　り

    画面No.形式：　 BCD

ｼｽﾃﾑﾓｰﾄﾞ切替方式：   上辺

  ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰの表示：  日本語

  タイトルバー色：

変更

変更

変更

変更

変更

 ▲

 ▼

設定する項目の 変更 を繰り返し押し、目的の条件を表示してくださ

い。

登録 を押すと、選択項目が確定します。また、右側にある 戻る を

押すと、初期設定メニューに戻ります。

m 押し間違えた時には、タッチス

イッチを押し直してくださ

い。後から押した項目が有効に

なります。

m 登録 を押す前に左側のシス

テム動作メニューのタッチス

イッチを押すと、設定値は更新

されずに画面が切り替わりま

す。
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メンテナンスＩ／ＦメンテナンスＩ／ＦメンテナンスＩ／ＦメンテナンスＩ／Ｆ

「初期設定メニュー」の メンテナンスI/F を押すと、「メンテナン

ス I/Fメニュー(通信条件)」の画面が表示されます。

　　通信条件

　 局番指定

　初期設定
メンテナンス
Ｉ／Ｆメニュー

　戻る

　 メンテナンスＩ／Ｆ
  　 　 通信条件

登録

   伝送速度(bps)：　 9600

        データ長：　7ビット

  ストップビット：　1ビット

        パリティ：  偶　数

        制御方式：  な　し

変更

変更

変更

変更

変更

この画面左側のタッチスイッチを押すと、メンテナンスＩ／Ｆの通信

条件と表示器局番を設定できます。

 通信条件の設定

操作手順

左側にある「メンテナンス I/Fメニュー」の 通信条件 を押して、次

の画面を表示してください。

　　通信条件

　 局番指定

　初期設定
メンテナンス
Ｉ／Ｆメニュー

　戻る

　 メンテナンスＩ／Ｆ
  　 　 通信条件

登録

   伝送速度(bps)：　 9600

        データ長：　7ビット

  ストップビット：　1ビット

        パリティ：  偶　数

        制御方式：  な　し

変更

変更

変更

変更

変更

設定する項目の 変更 を繰り返し押し、目的の条件を表示してくださ

い。

m 戻る を押すと、初期設定メニ

ューに戻ります。

a 「初期設定メニュー」の

メンテナンスI/F を押すと画

面切り替わり直後はメンテナ

ンス I／Fメニューの 通信条件

が押され、メンテナンスＩ／Ｆ

通信条件設定画面が右側に表

示されます。

a通信条件の設定は「ユーザ定義

通信」と「イベント送信」で有

効になります。
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条件の選択肢とデフォルトは、次のとおりです。

項　　目 選択肢 デフォルト

伝送速度(bps) 1200～38400bps 9600

データ長 ７、8ビット ７ビット

ストップビット 1、2ビット 1ビット

パリティ 偶数、奇数、なし 偶数

制御方式 ER制御、X制御 ER制御

登録 を押すと、選択項目が確定します。

左側の 戻る を押すと、初期設定メニューに戻ります。

 表示器局番の設定

操作手順

「メンテナンス I/Fメニュー」の 局番指定 を押して、次の画面を表

示してください。

  　表示器局番
　　（1～254）

   通信条件
 10

  局番指定

　戻る

　　　１０

0 1 2 3

4

8 9

5 6 7

C L R

登録

　初期設定
メンテナンス
Ｉ／Ｆメニュー

　 メンテナンスＩ／Ｆ
  　 　 局番指定

テンキーを押して、1～254の範囲で表示器局番を入力してください。

登録 を押すと、入力した値が確定します。

左側にある 戻る を押すと、初期設定メニューに戻ります。

a 登録 を押す前に左側のシステ

ム動作メニューのタッチスイッ

チを押すと、設定値は更新され

ずに画面が切り替わります。

a 登録 を押す前に左側のシス

テム動作メニューのタッチス

イッチを押すと、設定値は更新

されずに画面が切り替わりま

す。

a表示器局番の設定は履歴データ

のアップロード時に有効となり

ます。
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印刷設定印刷設定印刷設定印刷設定

HG3/4 形の画面印刷、帳票印刷、履歴印刷等を行う場合の印刷の

仕方を設定することができます。

操作手順

「初期設定メニュー」の 印刷設定 を押して、次の画面を表示してく

ださい。

　初期設定

　印刷設定

　戻る

     印刷設定

  　 　 

登録

  プリンタ機種名：　EPSON

      カラー設定：　カラー

  　　　白黒反転：　な　し

       

変更

変更

変更

  プリンタ機種名：　EPSON

      カラー設定：　カラー

  　　　白黒反転：　な　し

       

変更

変更

変更

設定する項目の 変更 を繰り返し押し、目的の条件を表示してくださ

い。

各項目の選択肢は、次のとおりです。

項　　目 選択肢

プリンタ機種名 EPSON／NEC

カラー設定 カラー／階調

白黒反転 反転する／しない

登録 を押して、選択項目を確定してください。

戻る を押すと、初期設定メニューに戻ります。

a 登録 を押す前に左側の 戻る

を押すと、設定値は更新されず

に画面が切り替わります。

m EPSON、NEC以外のプリンタ

の場合、制御コードが ESC/P、

PC-PR201 に対応しているプ

リンタのみ使用することがで

きます。

設定方法は以下の通りです。

制御コード 設定機種名

ESC/P EPSON

PC-PR201 NEC
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上位リンク上位リンク上位リンク上位リンク※※※※

ホスト I/Fが上位リンクの場合、「初期設定メニュー」の 上位リンク

を押すと、「上位リンクメニュー」の画面が表示されます。

　　通信条件

　表示器局番

　初期設定
上位リンク
　　メニュー

　戻る

　 　　上位リンク
  シリアルＩ／Ｆ通信条件

登録

   伝送速度(bps)：　 9600

        データ長：　7ビット

  ストップビット：　1ビット

        パリティ：  偶　数

        制御方式：  な　し

　　　　通信方式：　RS232C

変更

変更

変更

変更

変更

  上位ﾘﾝｸ局番

変更

登録コマンド

ＣＰＵ番号

この画面で、上位リンク通信時の条件を設定します。

 シリアルＩ／Ｆ通信条件の設定

シリアル I/Fによる通信条件は、次のように設定します。

操作手順

「初期設定メニュー」の シリアルI/F を押して、次の画面を表示し

てください。

　　通信条件

　表示器局番

　初期設定
上位リンク
　　メニュー

　戻る

　 　　上位リンク
  シリアルＩ／Ｆ通信条件

登録

   伝送速度(bps)：　 9600

        データ長：　7ビット

  ストップビット：　1ビット

        パリティ：  偶　数

        制御方式：  な　し

　　　　通信方式：　RS232C

変更

変更

変更

変更

変更

  上位ﾘﾝｸ局番

変更

登録コマンド

ＣＰＵ番号

設定する項目の 変更 を繰り返し押し、目的の条件を表示してくださ

い。

※ 上位リンク は設定したホス

ト I／F によって表示が異なり

ます。今回は設定したホスト I

／Fが上位リンクの場合を例に

しております。

ホスト I／F が上位リンク以外

の場合は表示に従って設定し

てください。
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条件の選択肢は、次のとおりです。なお、シリアル通信の形態によっ

ては、変更できない項目があります。

項　　目 選択肢

伝送速度(bps) 1200～38400bps

データ長 ７、8ビット

ストップビット 1、2ビット

パリティ 偶数、奇数、なし

制御方式 ER制御、X制御

通信方式 RS232C、RS422(1:N)､RS422

登録 を押して、選択項目を確定してください。

 表示器局番の設定

表示器局番は、次のように設定します。

操作手順

「上位リンクメニュー」の 表示器局番 を押して、次の画面を表示し

てください。

  　表示器局番
　

 10
   通信条件

 表示器局番

　戻る

　　　１０

0 1 2 3

4

8 9

5 6 7

C L R

登録

　初期設定
上位リンク
　　　メニュー

　    上位リンク
 　　表示器局番設定

 上位リンク局番

登録コマンド

ＣＰＵ番号

テンキーを押して、表示器局番を入力してください。

登録 を押すと、入力した数値が確定します。また、右側の「システ

ム動作メニュー」にある 戻る を押すと初期設定メニューに戻ります。
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 上位リンク局番の設定

上位リンク局番は、次のように設定します。

操作手順

「上位リンクメニュー」の 上位ﾘﾝｸ局番 を押して、次の画面を表示

してください。

  　上位ﾘﾝｸ局番
　

 10
   通信条件

 表示器局番

　戻る

　　　１０

0 1 2 3

4

8 9

5 6 7

C L R

登録

　初期設定
上位リンク
　　　メニュー

　    上位リンク
   上位リンク局番設定

 上位リンク局番

登録コマンド

ＣＰＵ番号

テンキーを押して、上位リンク局番を入力してください。

登録 を押すと、入力した数値が確定します。また、「システム動作

メニュー」にある 戻る を押すと初期設定メニューに戻ります。

 ＣＰＵ番号の設定

ＣＰＵ番号は、次のように設定します。ＣＰＵ番号とは横河電機（株）

製ＰＣにＣＰＵユニットを使用している場合、ＣＰＵユニットの番号

です。

操作手順

「上位リンクメニュー」のＣＰＵ番号を押して、次の画面を表示し

てください。

a 登録 を押す前に左側の上位

リンクメニューのタッチスイ

ッチを押すと、設定値は更新さ

れずに画面が切り替わりま

す。

  　上位ﾘﾝｸ局番
　

 10
   通信条件

 表示器局番

　戻る

　　　１０

0 1 2 3

4

8 9

5 6 7

C L R

登録

　初期設定
上位リンク
　　　メニュー

上位リンク
ＣＰＵ番号設定

 上位リンク局番

ＣＰＵ番号

登録コマンド
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テンキーを押して、ＣＰＵ番号を入力してください。

登録 を押すと、入力した数値が確定します。また、「システム動作

メニュー」にある 戻る を押すと初期設定メニューに戻ります。

 登録コマンドの設定

登録コマンドは、次のように設定します。

操作手順

「上位リンクメニュー」の登録コマンドを押して、次の画面を表示

してください。

変更を押して「使用する」を選択し、登録を押すと登録コマンドを使

用するに設定されます。逆に「使用しない」に設定すると登録コマン

ドを使用しません。登録コマンドとはＨＧ３／４形からホスト機器へ

通信を行うときのコマンドの一種です。

登録 を押すと、設定が有効になります。また、「システム動作メニ

ュー」にある 戻る を押すと初期設定メニューに戻ります。

2.13.2　時計設定　時計設定　時計設定　時計設定

HG3/4形の内部時計の時刻を設定します。

操作手順

「システムモード初期メニュー」の 時計設定 を押して、次の画面を

表示してください。

a 登録 を押す前に左側の上位

リンクメニューのタッチスイ

ッチを押すと、設定値は更新さ

れずに画面が切り替わりま

す。

  　登録コマンド： 使用する
   通信条件

 表示器局番

　戻る

登録

　初期設定
上位リンク
　　　メニュー

上位リンク
登録コマンド設定

 上位リンク局番

登録コマンド

ＣＰＵ番号

変更

a 登録 を押す前に左側の上位

リンクメニューのタッチスイ

ッチを押すと、設定値は更新さ

れずに画面が切り替わりま

す。
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‘ 98年 12月 25日(金)

　　 　  20時 30 分

　　時計設定

初期設定

システムモード
 初期メニュー

履歴ﾃﾞｰﾀ初期化

自己診断

時計設定

メモリカード

設定印刷

システム情報

運　転

　　　１０

0 1 2 3

4

8 9

5 6 7

C L R

登録

、 を押して項目を選択し、テンキーから日付または時刻を入

力してください。

登録 を押して、入力した値を確定してください。

2.13.3　設定内容印刷　設定内容印刷　設定内容印刷　設定内容印刷

システムモードで行った各種設定内容を、プリンタで印刷することが

できます。

操作手順

「システムモード初期メニュー」の 設定印刷 を押して、次の画面を

表示してください。

　設定印刷

初期設定

システムモード
 初期メニュー

履歴ﾃﾞｰﾀ初期化

自己診断

時計設定

メモリカード

設定印刷

システム情報

運　転

　印刷中止　印刷

初期設定の内容を印刷
します。

初期設定の印刷設定を
確認してから印刷して
下さい。

プリンタの準備ができていることを確認し、 印刷 を押してください。

印刷が始まります。

印刷中止 を押すと印刷を中止します。

m 登録 を押す前にシステムモ

ード初期メニューのタッチス

イッチを押すと、設定値は更新

されずに画面が切り替わりま

す。
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2.13.4　履歴データ初期化　履歴データ初期化　履歴データ初期化　履歴データ初期化

必要に応じて HG3/4形の履歴データを初期化する機能です。

操作手順

「システムモード初期メニュー」の 履歴データ初期化 を押して、次

の画面を表示してください。

履歴データ初期化

初期設定

システムモード
 初期メニュー

履歴ﾃﾞｰﾀ初期化

自己診断

時計設定

メモリカード

設定印刷

システム情報

運　転

 　全データ

 　ブロック単位

履歴データの初期化を行なう際、全データを初期化する場合は

全データ を、ブロック単位で初期化を行う場合は ブロック単位 を

押してください。

全データ を押した場合は、次の画面が表示されます。

履歴データ初期化

初期設定

システムモード
 初期メニュー

履歴ﾃﾞｰﾀ初期化

自己診断

時計設定

メモリカード

設定印刷

システム情報

運　転

 　全データ

 　ブロック単位

初期化を行います。

よろしいですか？ いいえはい

上の図のように確認のメッセージが表示されます。 はい を押すと全

データの初期化を行います。 いいえ を押すと全データの初期化は行

いません。
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ブロック単位 を押した場合は、次の画面が表示されます。

　　　　　

履歴データ初期化

初期設定

システムモード
 初期メニュー

履歴ﾃﾞｰﾀ初期化

自己診断

時計設定

メモリカード

設定印刷

システム情報

運　転

 　全データ

 　ブロック単位

ブロック番号(1～16)　 ２

 実行

▲

▼

ブロック番号入力キーが表示され、。  ▼ 、   ▲  を押すことでブ

ロック番号を設定します。次に 実行 を押すと以下のように確認メッ

セージが表示されます。

履歴データ初期化

初期設定

システムモード
 初期メニュー

履歴ﾃﾞｰﾀ初期化

自己診断

時計設定

メモリカード

設定印刷

システム情報

運　転

 　全データ

 　ブロック単位

初期化を行います。

よろしいですか？ はい いいえ

ブロック番号(1～16)　 ２

 実行

▲

▼

上の図のように確認のメッセージが表示されます。 はい を押すと設

定したブロック番号の初期化を行います。 いいえ を押すと設定した

ブロック番号の初期化は行いません。
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2.13.5　システム情報　システム情報　システム情報　システム情報

HG3/4 形本体に格納されているシステムソフトの種類およびバージ

ョン No.を表示することができます。

操作手順

左側にある「システムモード初期メニュー」の システム情報 を押し

てください。次の画面が表示されます。

システム情報

初期設定

システムモード
 初期メニュー

履歴ﾃﾞｰﾀ初期化

自己診断

時計設定

メモリカード

設定印刷

システム情報

運　転

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名　idec

通信方式　　上位リンク

ホスト I/F　ＲＳ２３２Ｃ

対応ＰＬＣ　ＭＩＣＲＯ３

バージョン ｼｽﾃﾑ 1.00  通信: 1.00
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2.13.6　自己診断　自己診断　自己診断　自己診断

HG3/4形本体の各デバイスの自己診断を行ないます。

操作手順

左側にある「システムモード初期メニュー」の 自己診断 を押してく

ださい。「自己診断メニュー」が表示されます。

自己診断メニュー

初期設定

システムモード
 初期メニュー

履歴ﾃﾞｰﾀ初期化

自己診断

時計設定

メモリカード

設定印刷

システム情報

運　転

ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ･ﾌﾞｻﾞｰ

メモリ 時 計

タッチパネル 表 示

シリアル I/O

メモリカード 外部出力

印　刷

右側にある自己診断メニューのタッチスイッチを押して、各デバイス

の自己診断を行ないます。

メモリメモリメモリメモリ

HG3/4形本体のメモリの自己診断は、次のように行ないます。

操作手順

右側にある「自己診断メニュー」の メモリ を押して、次の画面を表

示してください。

　　自己診断
 メモリチェック

　戻る

　開始SRAM

DRAM

FROM1

FROM2

開始 を押すと、メモリチェックが行なわれ、結果が表示されます。

戻る を押すと「自己診断メニュー」に戻ることができます。

m FROMは、フラッシュメモリを

意味します。
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タッチパネルタッチパネルタッチパネルタッチパネル

タッチパネルが正しく機能するかどうかを、次の操作で診断できます。

操作手順

「自己診断メニュー」の タッチパネル を押して、次の画面を表示し

てください。

　　　　 

　　自己診断
  タッチパネル

　戻る

押した部分が反転し、
タッチ音があります。

タッチパネル上の任意の部分を押してください。タッチパネルが正し

く機能している場合は、タッチパネル確認音が鳴って、押した部分が

反転表示されます。

戻る を押すと「自己診断メニュー」に戻ることができます。
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表示表示表示表示

文字および色の表示を診断できます。

操作手順

右側にある「自己診断メニュー」の 表示 を押し、「表示メニュー」

を表示してください。

　
　自己診断
 表示メニュー

文字表示テスト.

   カラー

　内蔵フォント

 色表示テスト

　戻る

     自己診断
    内蔵フォント

　　  ▲ 　　  ▼

内蔵フォント表示

 内蔵フォント表示

内蔵フォント表示は、次の操作で行ないます。

操作手順

「表示メニュー」の 内蔵フォント を押してください。

内蔵フォントが、次のような画面に表示されます。

　
　自己診断
 表示メニュー

文字表示テスト.

   カラー

　内蔵フォント

 色表示テスト

　戻る

　　 自己診断
    内蔵フォント

　　  ▲ 　　  ▼

内蔵フォント表示

 ▲ または  ▼ を押すと、文字の内容がスクロールして表示され

ます。

戻る を押すと、「自己診断メニュー」に戻ることができます。
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 カラー表示

カラー表示は、次の操作で行ないます。

操作手順

「表示メニュー」の カラー を押してください。

次のような画面が表示されます。
　
　自己診断
 表示メニュー

文字表示テスト.

   カラー

　内蔵フォント

 色表示テスト

　戻る

　　 自己診断
    　　カラー

8色、または 64色を

表示します。

HG3C/4A/4C形、HG3A形 TFTタイプでは 64色が表示されます。

HG3A形 STNタイプでは 8色が表示されます。

戻る を押すと、「自己診断ニュー」に戻ることができます。

 文字表示テスト

文字表示テストは、次の操作で行ないます。

操作手順

「表示メニュー」の 文字表示テスト を押してください。

画面に文字が表示されます。

   確認して下さい。

タッチパネルを押すと、「表示メニュー」に戻ることができます。
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 色表示テスト

色表示の診断は、次の操作で行ないます。

操作手順

「表示メニュー」の 色表示テスト を押してください。

次のような画面が表示されます。

画面に色が表示されます。

   確認して下さい。

色が正しく表示されていることを、タッチパネルを押して画面切替を

しながら確認してください。

最後まで色表示テストを行うと、「表示メニュー」に戻ることができ

ます。

バックライトバックライトバックライトバックライト・ブザー・ブザー・ブザー・ブザー

バックライト、ブザーの機能を診断できます。

操作手順

右側にある「自己診断メニュー」の バックライト・ブザー を押し、

次の画面を表示してください。

　　　自己診断
 バックライト・ブザー

　戻る

 バックライト

 　ブザー
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タッチスイッチを押して、各機能が正しく動作するかどうかを確認し

てください。

戻る を押すと、「自己診断メニュー」に戻ることができます。

時計時計時計時計

次の操作で、HG3/4形の内部時計の日時を確認できます。

操作手順

「自己診断メニュー」の 時計 を押してください。内部時計の日時が

表示されます。

　　自己診断
 　　時計

　戻る

１９９８年１２月３１日（木）
　　　２１：３０：０９

戻る を押すと、「自己診断メニュー」に戻ることができます。

m 日時が正しくない場合は、シス

テムモードの「時計設定」の機

能で設定してください。
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外部出力外部出力外部出力外部出力

外部入出力の機能は、ホスト機器等と HG3/4形を接続した状態で次の

操作を行なって確認します。

操作手順

右側にある「自己診断メニュー」の 外部出力 を押して、次の画面を

表示してください。

　　自己診断
 　 外部出力

　戻る

 

汎用出力

 1     2     3      4

 5     6     7      8

 外部出力のテスト

テストしたい出力ポートの番号を押してください。押すたびに、該当

出力の ON/OFFが切り替わります。

正しく ON/OFFが切り替わるかどうかを、ホストで確認してください。

戻る を押すと、「自己診断メニュー」に戻ることができます。
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シリアルシリアルシリアルシリアル I/O

シリアル I/Oのテストは、次のように実際にテストデータを送受信し

て行ないます。

操作手順

ループバック接続を行なってください。

「自己診断メニュー」の シリアルI/O を押して、次の画面を表示し

てください。

　　自己診断
  シリアルＩ／Ｏ

　戻る

　ループバック接続してから

　　実行してください

 

実行結果

実行

正しく機能している時には、「正常」と表示されます。

異常時は「異常」と表示されます。

戻る を押すと、「自己診断メニュー」に戻ることができます。
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メモリカードメモリカードメモリカードメモリカード

メモリカードテストは、次のように行ないます。

操作手順

メモリカードを挿入して行なってください。

右側のある「自己診断メニュー」のメモリカードを押して、次の画面

を表示してください。

　　自己診断
  メモリカード

　戻る

メモリカードを挿入してから

　　実行してください

 

実行結果

実行

正しく機能している時には、「正常」と表示されます。

異常時は「異常」と表示されます。

戻る を押すと、「自己診断メニュー」に戻ることができます。
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印刷印刷印刷印刷

印刷テストは、次のように行ないます。

操作手順

「自己診断メニュー」の 印刷 を押して、次の画面を表示してくださ

い。

　　自己診断
  　　印刷

　戻る

  プリンタ機種名：　EPSON

      カラー設定：　カラー

  　　　白黒反転：　な　し

       

変更

変更

変更

　印刷中止　印刷

設定する項目の 変更 を繰り返し押し、目的の条件を表示してくださ

い。

印刷 を押すとテスト印刷を行います。

印刷中止 を押すとテスト印刷を中止します。



2.13　システムモード　システムモード　システムモード　システムモード

2-127

2.13.7　メモリカード　メモリカード　メモリカード　メモリカード・メンテナンス・メンテナンス・メンテナンス・メンテナンス

「システムモード初期メニュー」の メモリカード を押すと「メモリ

カード・メンテナンス」の画面が表示されます。

メモリカード・メンテナンス

初期設定

システムモード
 初期メニュー

履歴ﾃﾞｰﾀ初期化

自己診断

時計設定

メモリカード

設定印刷

システム情報

運　転

 ユーザデータ

 　履歴データ

ｷｰﾌﾟﾘﾚｰ･ｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀ
 　 初期化

この画面からメモリカード内のデータの初期化、履歴データの削除、

HG3/4形からメモリカードへ履歴データのコピー、ユーザデータ（プ

ロジェクト）のコピー等を行います。

ユーザデータのコピーユーザデータのコピーユーザデータのコピーユーザデータのコピー

メモリカードから HG3/4形へのユーザデータ（プロジェクト）のコピ

ー、逆に HG3/4形からメモリカードへのコピーを行います。

操作手順

メモリカードを挿入して行なってください。

「メモリカード・メンテナンス」の ユーザデータ を押して、次の画

面を表示してください。

プロジェクト名 日付
idec             98/12/30

メモリカード・メンテナンス
　　ユーザデータ コピー

戻る

メモリカード → 表示器

表示器 → メモリカード

メモリカード内ユーザデータ
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この画面に現在メモリカードに格納されているユーザデータのプロ

ジェクト名とユーザデータを作成した日付が表示されます。

 メモリカード → 表示器のユーザデータコピー

メモリカード → 表示器 を押すとコピー確認メッセージが表示され

ます。

いいえ を押すとコピーを行いません。

はい を押すと画面に表示されているユーザデータ（プロジェクト）、

つまりメモリカードにコピーされているユーザデータを HG3/4 形内

部のユーザデータ格納エリアに上書きで格納します。

 表示器 → メモリカードのユーザデータコピー

表示器 → メモリカード を押してコピー確認メッセージが表示され

ます。

いいえ を押すとコピーを行いません。

はい を押すと HG3/4 形内部に格納されているユーザデータ（プロ

ジェクト）をメモリカードに上書きで格納されます。

コピーが終了しますとメモリカードにコピーしたユーザデータのプ

ロジェクト名、コピーした日付が更新されます。

戻る を押すと、「メモリカード・メンテナンス」に戻ることができ

ます。

履歴データコピー／削除履歴データコピー／削除履歴データコピー／削除履歴データコピー／削除

履歴データの削除、および HG3/4形からメモリカードへの履歴データ

格納を行います。

操作手順

メモリカードを挿入して行なってください。

「メモリカード・メンテナンス」の 履歴データ を押して、次の画面

を表示してください。

a メモリカードにユーザデータが

存在しない場合、プロジェクト名

と日付は表示されません。

a メモリカードにコピーできるユー

ザデータ（プロジェクト）は１つ

のみです。
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No. プロジェクト名 　日付 ▲
1 ｉｄｅｃ 98/ 9/15
2 ｉｄｅｃ１ 98/ 12/15

3 ｉｄｅｃ２ 98/ 8/20

4

5
▼

メモリカード・メンテナンス
　　　履歴データ格納

戻る

　表示器→ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ No.削除 　全ﾃﾞｰﾀ削除

この画面に現在メモリカードに格納されている履歴データの格納

位置 No.、プロジェクト名、プロジェクトを作成した日付が表示

されます。

 表示器 → メモリカードの履歴データコピー

▼ 、▲ を押して履歴データを格納する位置を選択してください。

次に 表示器 → メモリカード を押すとコピー確認メッセージが表示

されます。

いいえ を押すとコピーを行いません。

はい を押すと HG3/4 形内部に格納されている履歴データ全てをメ

モリカード内の選択した位置に上書きで格納されます。

格納が終了しますとメモリカードに格納したユーザデータのプロジ

ェクト名、日付が更新されます。

戻る を押すと、「メモリカード・メンテナンス」に戻ることができ

ます。

 履歴データの No.別削除

▼ 、 ▲ を押して削除する履歴データ No.を選択してください。

次に No.削除 を押すと削除確認メッセージが表示されます。

いいえ を押すと削除を行いません。

はい を押すと選択した履歴データを削除します。

a メモリカードに履歴データが存

在しない No.には、プロジェクト

名と日付は表示されません

a メモリカードにコピーできる履歴

データ数はメモリカードの容量に

よって異なります。

容量(ﾊﾞｲﾄ) 履歴ﾃﾞｰﾀ数
４Ｍ 4

８Ｍ ３2

メモリカード→表示器の履歴デー

タコピーはできません。
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 履歴データの全データ削除

全データ削除 を押すと削除確認メッセージが表示されます。

いいえ を押すと削除を行いません。

はい を押すとメモリカード内の履歴データをすべて削除します。

キープリレーキープリレーキープリレーキープリレー・キープレジスタ　コピー・キープレジスタ　コピー・キープレジスタ　コピー・キープレジスタ　コピー

メモリカードから HG3/4形へのキープリレー、キープレジスタのコピ

ー、逆に HG3/4形からメモリカードへのコピーを行います。

操作手順

メモリカードを挿入して行なってください。

「メモリカード・メンテナンス」の ｷｰﾌﾟﾘﾚｰ･ｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀ を押して、

次の画面を表示してください。

プロジェクト名 日付
Idec             98/12/30

メモリカード・メンテナンス
　　ｷｰﾌﾟﾘﾚｰ･ｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀ格納

戻る

メモリカード → 表示器

表示器 → メモリカード

メモリカード内ｷｰﾌﾟﾘﾚｰｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀ

この画面に現在メモリカードに格納されているｷｰﾌﾟﾘﾚｰ･ｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀの

プロジェクト名とコピーした日付が表示されます。

 メモリカード → 表示器のｷｰﾌﾟﾘﾚｰ･ｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀコピー

メモリカード → 表示器 を押すとコピー確認メッセージが表示され

ます。

いいえ を押すとコピーを行いません。

はい を押すと画面に表示されているｷｰﾌﾟﾘﾚｰ･ｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀ、つまりメ

モリカードに格納されているｷｰﾌﾟﾘﾚｰ･ｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀのデータを HG3/4

形内部のｷｰﾌﾟﾘﾚｰ･ｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀ格納エリアに上書きで格納します。

a メモリカードにキープリレー、キ

ープレジスタが存在しない場合、

プロジェクト名と日付は表示され

ません。

a メモリカードにコピーできるｷｰ

ﾌﾟﾘﾚｰ･ｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀは容量に関係

なく１つの表示器のものです。

m キープリレー／キープレジス

タは、運転開始時に０クリアさ

れない内部デバイスで、電源断

後も電池により値が保持され

ます。

キープリレーは表示器内部リ

レー(ＬＭ)の LM512～1023 で

す。

キープレジスタは表示器レジ

スタ (ＬＤＲ )の LDR1024～

2047です。
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 表示器 → メモリカードのｷｰﾌﾟﾘﾚｰ･ｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀコピー

 表示器 → メモリカード を押してコピー確認メッセージが表示され

ます。

いいえ を押すとコピーを行いません。

はい を押すとHG3/4形内部に格納されているｷｰﾌﾟﾘﾚｰ･ｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀの

データをメモリカードに上書きで格納されます。

コピーが終了しますとメモリカードにコピーしたｷｰﾌﾟﾘﾚｰ･ｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀ

のプロジェクト名、コピーした日付が更新されます。

戻る を押すと、「メモリカード・メンテナンス」に戻ることができ

ます。

初期化初期化初期化初期化

メモリカード内のデータの初期化を行います。

操作手順

メモリカードを挿入して行なってください。

「メモリカード・メンテナンス」の 初期化 を押してください。

メモリカード・メンテナンス

初期設定

システムモード
 初期メニュー

履歴ﾃﾞｰﾀ初期化

自己診断

時計設定

メモリカード

設定印刷

システム情報

運　転

 ユーザデータ

 　履歴データ

ｷｰﾌﾟﾘﾚｰ･ｷｰﾌﾟﾚｼﾞｽﾀ

 　 　初期化

初期化を行います。

よろしいですか？ いいえはい

この画面に初期化確認メッセージが表示されます。

はい を押すとメモリカードのデータの初期化を行います｡

いいえ を押すと初期化を行いません。

m ここでの「初期化」とはメモリ

カード内のデータをすべて削

除することです。
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メモリカードメンテナンスの初期化の機能を変更し、ファイル表示画

面を追加しました。（作画ソフト SHELLPA-ⅡVer6.10 以降、本体シス

テム Ver1.20 以降）

 初期化

　メモリカードのフォーマットを行います。

ユーザデータを格納する／しない、格納ファイルサイズを設定し、実

行してください。

表示されているファイル数までファイルを格納することが可能です。

ファイルサイズは 1K,2K,4K,8K,16K,32K,64K ワードのいずれかを選

択できます。

 ファイル

　メモリカードに格納されているファイルの名前、格納ワード数、格

納した日付が表示されます。削除を押すと削除確認メッセージが表示

されます。次にはいを押すと反転表示されている No.のファイルを削

除します。削除するファイルは▲、▼、  、 　を押して選択してく

ださい。全データ削除を押すと削除確認メッセージが表示されます。

次にはいを押すとすべてのファイルが削除されます。

≪

≪
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2.14　ユーザ定義通信　ユーザ定義通信　ユーザ定義通信　ユーザ定義通信

ユーザ定義通信は、HG3/4形と外部機器（バーコードリーダ等）との

間で、ユーザ設定に基づいて行われるデータ通信です。相手となる外

部機器の通信プロトコル、通信条件をユーザが自由に設定することが

できます。ユーザ定義通信は、シリアルＩ／Ｆ（２）（メンテナンス

ポート）を介して行われます。

    外部機器                        HG3/4形

通信条件通信条件通信条件通信条件

ユーザ定義通信は、シリアルＩ／Ｆ（２）(メンテナンスポート)を介

して行われます。

そのため、使用条件にあった通信条件を設定してください。

通信条件は専用作画ソフトウェア SHELLPA-Ⅱ、もしくはシステムモ

ードで設定することができます。

条件の選択肢とデフォルトは、次のとおりです。

項　　目 選択肢 デフォルト

伝送速度(bps) 1200～38400bps 9600

データ長 ７、8ビット ７ビット

ストップビット 1、2ビット 1ビット

パリティ 偶数、奇数、なし 偶数

制御方式 ER制御、X制御 ER制御

aユーザ定義通信ではユーザデ

ータのアップロード、ダウンロ

ードに使用しているメンテナ

ンスケーブルは使用できませ

ん。

r 「メンテナンスＩ／Ｆ通信条件

の設定の仕方についてはイン

ストラクションマニュアル

作画ソフト編」、もしくは「2.13

システムモード」のメンテナン

スＩ／Ｆの項目を参照してく

ださい。



第２章　動作の説明第２章　動作の説明第２章　動作の説明第２章　動作の説明

2-134

外部機器からのリクエスト信号外部機器からのリクエスト信号外部機器からのリクエスト信号外部機器からのリクエスト信号

シリアルＩ／Ｆ（２）（メンテナンスポート）に接続された外部機器

からのリクエスト信号を設定します。

 受信データフォーマット

専用作画ソフトウェア SHELLPA-Ⅱを使用して以下のような形式で

受信データの通信プロトコルを設定します。

ヘッダー データ フッター ﾁｪｯｸｻﾑ ﾀｰﾐﾈｰﾀ

aデータ、チェックサムは必ず ASCIIコードになります。

ブロック 設定内容

ヘッダー ００ｈ～７Ｅｈの 4 ｷｬﾗｸﾀまで設定可能

データ データ格納先 表示器レジスタ、アドレス

受信文字数 可変／固定(1～50)

データ格納方式 数値／文字１／文字２

データタイプ
バイナリ１６ビット／３２ビット

ＢＣＤ４桁／８桁

セパレータ ００ｈ～７Ｅｈの２ｷｬﾗｸﾀで設定

充填キャラクタ ００ｈ～７Ｅｈの１ｷｬﾗｸﾀで設定

フッター ００ｈ～７Ｅｈを２ｷｬﾗｸﾀまで設定可能

ﾁｪｯｸｻﾑ ADD／XOR／なし

ﾀｰﾐﾈｰﾀ ００ｈ～７Ｅｈを４ｷｬﾗｸﾀまで設定可能

セパレータとは、一度に複数のデータを受信する時に使う区切りのよ

うなものです。

充填キャラクタとは、データ中にあってもデータとして扱われず無視

するものです。

・受信データ例（ﾁｪｯｸｻﾑが ADDの場合）

ブロック ヘッダー データ ﾁｪｯｸｻﾑ ﾀｰﾐﾈｰﾄ

プロトコル STX 1 2 3 4 5 6 7 8 ﾁｪｯｸｻﾑ ﾁｪｯｸｻﾑ CR

受信データ 02h 31h 32h 33h 34h 35h 36h 37h 38h 41h 36h 0Dh

　　　　　　　hは 16進数を意味します。

チェックサム計算範囲

r 受信データフォーマットの作

成については「インストラクシ

ョンマニュアル　作画ソフト

編」を参照してください。

・ﾁｪｯｸｻﾑ 計算(ADDの場合)
　02h+31h+32h+33h+34h+35h+36h+37h+38h =
1A6h
　　　1A6h　→　41h　36h(ASCII変換)
　　　( は切り捨て)

aデータタイプはデータ格納方

式が数値の時のみ有効です。
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 受信データ格納方式

HG3/4 形はユーザが設定したプロトコルのデータを受信した場合、

データを表示器レジスタに格納します。

データ格納方式には大きく分けて「数値」と「文字１」と「文字

２」の３通りがあり、以下にその例を記します。

データをバイナリ１６ビットの数値として扱う場合

（例）データが 31h 32h 33h 34h 35h （1 2 3 4 5 ）で格納先デ
バイスが LDR200の場合
                   (hは 16進数を表しています。)

12345(10進) = 3039h(16進)

LDR200

セパレータで区切られてデータが複数個ある時には次のアド
レス(LDR201)からデータが格納されます。

また、データが 16ビット以下でも 16ビット単位で書き込まれ
ます。

データをバイナリ３２ビットの数値として扱う場合

（例）データが 31h 32h 33h 34h 35h 36h（1 2 3 4 5 6 ）で格納
先デバイスが LDR200の場合
                   (hは 16進数を表しています。)

123456(10進) = 1E240(16進)

LDR200

LDR201

セパレータで区切られてデータが複数個ある時には次のアド
レス(LDR202)からデータが格納されます。

また、データが 32ビット以下でも 32ビット単位で書き込まれ
ます。

データをＢＣＤ４桁の数値として扱う場合

（例）データが 31h 32h 33h 34h（1 2 3 4）で格納先デバイス
が LDR200の場合
                   (hは 16進数を表しています。)

1234(ＢＣＤ) = 1234h(16進)

LDR200

セパレータで区切られてデータが複数個ある時には次のアド
レス(LDR201)からデータが格納されます。

また、データが 16ビット以下でも 16ビット単位で書き込まれ
ます。

３０３９ｈ

Ｅ２４０ｈ

１２３４ｈ

０００１ｈ
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データをＢＣＤ８桁の数値として扱う場合

（例）データが 31h 32h 33h 34h 35h 36h（1 2 3 4 5 6 ）で格納
先デバイスが LDR200の場合
                   (hは 16進数を表しています。)

123456(ＢＣＤ) = 123456h(16進)

LDR200

LDR201

セパレータで区切られてデータが複数個ある時には次のアド
レス(LDR202)からデータが格納されます。

また、データが 32ビット以下でも 32ビット単位で書き込まれ
ます。

データを文字１として扱う場合

（例）データが 41h 42h 43h 44h 45h (A B C D E)で格納先デバ
イスが LDR100の場合
           　(hは 16進数を表しています。)

LDR100

LDR101

LDR102

データが奇数バイトの時は１バイト(00h)が追加される。

セパレータで区切られてデータが複数個ある時には次のアド
レス(LDR103)からデータが格納されます。

データを文字２として扱う場合

（例）データが 41h 42h 43h 44h 45h (A B C D E)で格納先デバ
イスが LDR100の場合
           　(hは 16進数を表しています。)

LDR100

LDR101

LDR102

データが奇数バイトの時は１バイト(00h)が追加される。

セパレータで区切られてデータが複数個ある時には次のアド
レス(LDR103)からデータが格納されます。

３４５６ｈ

００１２ｈ

４４４３ｈ

４２４１ｈ

００４５ｈ

４３４４ｈ

４１４２ｈ

４５００ｈ
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HG3/4形から外部機器への応答信号形から外部機器への応答信号形から外部機器への応答信号形から外部機器への応答信号

HG3/4形が外部機器からリクエスト信号を受信した場合、応答信号を

送信します。

応答信号には、正常応答、異常応答の２種類があり、それぞれに４キ

ャラクタ（4 ﾊﾞｲﾄ）まで設定できるようになっています。

応答信号 設定内容

正常応答

異常応答

００ｈ～７Ｅｈを４ｷｬﾗｸﾀまで設定可能

ステータス格納デバイスステータス格納デバイスステータス格納デバイスステータス格納デバイス

ユーザ定義通信時に発生したエラー情報を表示器特殊内部レジスタ

（ＬＳＤ９）に格納します。詳細は以下の通りです。

ステータスレジスタ

ビット位置  　　　　機　能

０ ＳＩＯフレーミングエラー

１ ＳＩＯオーバーランエラー

２ ＳＩＯパリティエラー

３ ＳＩＯタイムアウトエラー

４ ＳＩＯフォーマットエラー

５ データ格納エラー

６ チェックサム エラー

７～１５  予　約

a データ格納エラーは、データタイプが BCDに設定されている場合、
30(16進)～39(16進)､41(16進)～46(16進)（0～9、A～F）以外、ま

た、データタイプがバイナリに設定されている場合、30(16 進)～
39(16 進)（0～9）以外の受信データを受け取った場合にセットさ

れます。また、データを格納するレジスタがない場合でもセット

されます。

また、HG3/4形が外部機器からリクエスト信号を受信した場合、表示
器特殊内部リレー（ＬＳＭ３２）を１にセットします。

a ＬＳＭ３２を起動接点にして、HG3/4 形に格納された受信データ

を処理する場合、必ずラダー処理でＬＳＭ３２を０にリセットし

てください。さもないと、次のデータを受信したときのタイミン

グをとらえることが出来ません。また、ユーザ定義通信では、ラ

ダー１スキャンに１回のタイミングで受信データをデータ格納先

に格納します。ラダー１スキャンに２コマンド以上受信した場合、

異常応答（例えばＮＡＫ）を返します。ただしデータ格納エラー

（ＬＳＤ９のﾋﾞｯﾄ５＝１）となりません。
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2.15　ホスト通信監視　ホスト通信監視　ホスト通信監視　ホスト通信監視

SHELLPA-Ⅱ(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ情報→属性設定→拡張設定)で「ホストへデー

タを定期的に書き込む」に設定すると、監視時間に設定した時間ごと

に 00FF(16進)を指定デバイスへ書き込みます
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2.16　ブザー出力　ブザー出力　ブザー出力　ブザー出力

ブザー出力はタッチスイッチ入力の有無や警報の発生などを外部へ

出力する信号です。ブザー出力は内蔵ブザーと連動して出力されます。

つまり、タッチスイッチを押した時(ON 時)にタッチパネル確認音が

なっている間、外部出力への出力がＯＮとなります。

a警報の発生を外部へ出力する

には専用作画ソフトウェア

SHELLPA-II で「警報ブザー音

あり」に設定してください。
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3.1　製品構成一覧　製品構成一覧　製品構成一覧　製品構成一覧
3.1.1　本体ユニット　本体ユニット　本体ユニット　本体ユニット

 標準タイプ

概要画面サイズ 電源電圧 備　　考

 形番 表示デバイス

  HG3A-CT23VF-B 10.4 ｲﾝﾁ AC 100Ｖ ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ

   TFT ｶﾗｰ液晶 は黒色です

  HG3A-SS23VF-B 10.4 ｲﾝﾁ AC 100Ｖ ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ

   STN ｶﾗｰ液晶 は黒色です

  HG4A-CT23VF-B 12.1 ｲﾝﾁ AC 100Ｖ ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ

   TFT ｶﾗｰ液晶 は黒色です

 ＣＣクリックタイプ

概要画面サイズ 電源電圧 備　　考

形番 表示デバイス

  HG3C-CT53VF**-B 10.4 ｲﾝﾁ AC 100Ｖ ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ

   TFT ｶﾗｰ液晶 は黒色です

  HG4C-CT53VF**-B 12.1 ｲﾝﾁ AC 100Ｖ ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ

   TFT ｶﾗｰ液晶 は黒色です

フロントパネルはグレー色も準備しています。グレー色の場合は-B

の代わりに-Wを記載下さい。なを、フロントパネル色の黒、グレー

ともに裏面ケース色はグレーです。

**はＣＣクリックのレイアウト記号で、レイアウトは３種類あり、

それぞれ ①下段一列…H1、②下段二列…H2、③左右一列…V2

のいずれかを指定して下さい

3.1.2　付属品　付属品　付属品　付属品

形　番 内　容

HG9Z-4K 取り付け金具
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3.1.3　オプション品　オプション品　オプション品　オプション品

 メンテナンス用ケーブル

形　番 内　容

HG9Z-XCM12 PC-98用（ﾊﾟｿｺﾝ側 D ｻﾌﾞ 25P ﾌﾟﾗｸﾞ）、長さ 2m   

HG9Z-XCM22 DOS/V用（ﾊﾟｿｺﾝ側 D ｻﾌﾞ 9P ｿｹｯﾄ）、長さ 2m   

 メンテナンス用パラレルケーブル

形　番 内　容

HG9Z-3CP22 PC-98用（ﾊﾟｿｺﾝ側ﾊｰﾌﾋﾟｯﾁ 36P）、長さ 2m

HG9Z-3CP32 DOS/V用（ﾊﾟｿｺﾝ側 D ｻﾌﾞ 25P ﾌﾟﾗｸﾞ）、長さ 2m

 ユーザ定義通信用ケーブル

形　番 内　容

FC2A-KP1C ﾐﾆ DIN8P+長さ 2.5m ｹｰﾌﾞﾙ+ﾊﾞﾗ線   

 ＰＣ接続ケーブル

形　番 内　容

PF3S-KS1 和泉電気 FA-3Sの SIF2用 、長さ 5m

HG9Z-3C115 和泉電気MICRO3直結用、長さ 5m

HG9Z-3C125 和泉電気MICRO3C･I/O ｺﾝﾄﾛｰﾗ直結用、長さ 5m

HG9Z-3C135 RS-232C(D ｻﾌﾞ 25P ﾌﾟﾗｸﾞ)、

三菱電機･オムロン等のﾘﾝｸﾕﾆｯﾄ用、長さ 5m

HG9Z-3C145 RS-232C(D ｻﾌﾞ 9P ﾌﾟﾗｸﾞ)、

三菱電機等のﾘﾝｸﾕﾆｯﾄ用、長さ 5m

HG9Z-3C155 RS-232C(D ｻﾌﾞ 9P ﾌﾟﾗｸﾞ)、

オムロン CPU ﾕﾆｯﾄ上の RS-232CI/F用、長さ 5m

HG9Z-3C165 三菱電機 A及び FX ｼﾘｰｽﾞのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾎﾟｰﾄ用、

長さ 5m

 作画ソフトウェア (SHELLPA-Ⅱ)

形　番 内　容

HG9Y-6SS2W CD-ROM版

 メモリカード

形　番 内　容

HG9Z-3MC04 4Mbyte ﾐﾆﾁｭｱｶｰﾄﾞ
（富士通製MB98C81233-10-G-S000-EE相当）

a
FD版もあります。
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 ＲＳ－４２２用端子台アダプタ

形　番 内　容

HG9Z-3CN1 ｺﾈｸﾀからの RS-422信号を端子台出しに変換

 交換用バックライト

形　番 内　容

HG9Z-3B HG3A/3C形用

 汚れ防止シート

形　番 内　容

HG9Z-3D HG3A形用

HG9Z-3DH1 HG3C形の CC下 1段用

HG9Z-3DH2 HG3C形の CC下 2段用

HG9Z-3DV2 HG3C形の CC横 2列用

HG9Z-4D HG4A形用

HG9Z-4DH1 HG4C形の CC下 1段用

HG9Z-4DH2 HG4C形の CC下 2段用

HG9Z-4DV2 HG4C形の CC横 2列用

 拡張ユニット

形　番 内　容

HG9Z-3PNN1 HG3A/3C形用 DeviceNet ﾕﾆｯﾄ

HG9Z-3PNL1 HG3A/3C形用 LonWorks ﾕﾆｯﾄ［近日発売］

HG9Z-3PNF1 HG3A/3C形用 JPCN-1 ﾕﾆｯﾄ［近日発売］
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３３３３.2　仕様　仕様　仕様　仕様

3.2.1　一般仕様　一般仕様　一般仕様　一般仕様

 電気的仕様

定格電圧 AC110V

電圧許容範囲 AC85V～AC132V

定格周波数 50／60Hz

周波数許容範囲 47～63Hz

消費電力 50VA以下

瞬停許容時間 20ms以下

突入電流 30A以下

耐電圧 AC1500V 10mA １分間
（電源端子と FG端子間）

AC1000V 10mA １分間
（外部入出力端子と FG端子間）

絶縁抵抗 DC500Vメガにて 10MΩ以上
（充電部一括と FG端子間）

 環境仕様

使用周囲温度 0～40℃

保存周囲温度 -10～60℃

使用周囲湿度 30～85％RH（結露なきこと）

保存湿度 30～85％RH（結露なきこと）

使用雰囲気 腐食性ガスのなきこと

耐振動（耐久） 10～55Hz 9.8m/s２（X,Y,Z各方向２時間）

耐衝撃（耐久） 147m/s２（X,Y,Z各方向５回）

耐ノイズ 1200VP-P ,1μs,1ns

（ﾉｲｽﾞｼﾐｭﾚｰﾀにて電源部）

静電気放電 6kV（ﾚﾍﾞﾙ 3）

 構造仕様

接地 機能接地（機器の動作が安定するように接地する）

取付構造 パネル埋め込み方式

保護構造 IP65（取付ﾊﾟﾈﾙの前面にて）

質　量 約 3.7 kg

外形寸法 HG3A/3C形：W324×H240×D90mm

HG4A/4C形：W348×H270×D78mm

ﾊﾟﾈﾙｶｯﾄ寸法 HG3A/3C形：W302±±±±0.5×H228±±±±0.5mm(ﾊﾟﾈﾙ厚：2～5mm)

HG4A/4C形：W332+1×H258+1mm (ﾊﾟﾈﾙ厚：2～5mm)
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3.2.2　外形寸法　外形寸法　外形寸法　外形寸法

 HG3A形

 2  2  2  2 2 8 2 8 2 8 2 8 ±±±±0.5  0.5  0.5  0.5  ×××× 3 0 2  3 0 2  3 0 2  3 0 2 ±±±±0.50.50.50.5
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 HG3C形

 2  2  2  2 2 8 2 8 2 8 2 8 ±±±±0.5  0.5  0.5  0.5  ×××× 3 0 2  3 0 2  3 0 2  3 0 2 ±±±±0.50.50.50.5
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 HG4A形
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 HG4C形
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3.2.3　表示仕様　表示仕様　表示仕様　表示仕様

 表示デバイス

・ＨＧ３Ａ／３Ｃ形

項  目 内  容

TFT ﾀｲﾌﾟ STN ﾀｲﾌﾟ

表示デバイス TFT ｶﾗｰ液晶 STN ｶﾗｰ液晶

バックライト 冷陰極管

表示分解能 W640×H480 ﾄﾞｯﾄ

有効表示寸法 W211.2×H158.4mm

ドットピッチ W0.33×H0.33mm

表示色 64色 8色

ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整 ﾀｯﾁｽｲｯﾁより可能

表示ﾃﾞﾊﾞｲｽ寿命 50000時間以上（推定値）50000時間以上（推定値）

ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ寿命 20000時間以上（周囲温度 23℃における参考値）

・ＨＧ４Ａ／４Ｃ形

項  目 内  容

表示デバイス TFT ｶﾗｰ液晶

バックライト 冷陰極管

表示分解能 W800×H600 ﾄﾞｯﾄ

有効表示寸法 W246.0×H184.5mm

ドットピッチ W0.3075×H0.3075mm

表示色 64色

ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整

表示ﾃﾞﾊﾞｲｽ寿命 50000時間以上（推定値）

ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ寿命 平均 25000時間（周囲温度 25℃における参考値）

 表示文字

項  目 内  容

文字種類 ［8×8、8×16］
英数字、ｶﾀｶﾅ、記号などの JIS8 ﾋﾞｯﾄｺｰﾄﾞ、IBM ｺｰﾄﾞ
ﾍﾟｰｼﾞ 850 準拠及び独自フォント文字
［16×16］日本語 JIS X 0208 第一水準及び第二水
準
［32×32］日本語 JIS X 0208 第一水準

文字属性 回転表示、拡大表示、強調表示、陰付き表示、点滅
表示、行間隔調整可能



３.2　仕様

3-11

3.2.4　操作　操作　操作　操作仕様仕様仕様仕様

 画面内スイッチ

・ＨＧ３Ａ／３Ｃ形

項  目 内  容

ﾀｯﾁｽｲｯﾁ部 CC ｽｲｯﾁ部

方式 抵抗膜式ﾃﾞｼﾞﾀﾙ方式

構成数 標準ﾀｲﾌﾟ W32×H24

CC H1 W32×H20 W8×H1

ﾀｲﾌﾟ H2 W32×H16 W8×H2

V2 W24×H24 W2×H6

操作力 標準ﾀｲﾌﾟ 0.2N～0.8N

CC ﾀｲﾌﾟ 0.05N～1N 1N～3N

寿命 100万回以上 100万回以上

・ＨＧ４Ａ／４Ｃ形

項  目 内  容

ﾀｯﾁｽｲｯﾁ部 CC ｽｲｯﾁ部

方式 抵抗膜式ﾃﾞｼﾞﾀﾙ方式

構成数 標準ﾀｲﾌﾟ W40×H30

CC H1 W40×H25 W8×H1

ﾀｲﾌﾟ H2 W40×H20 W8×H2

V2 W30×H30 W2×H6

操作力 標準ﾀｲﾌﾟ 0.1N以下

CC ﾀｲﾌﾟ 0.05N～1N 1N～3N

寿命 100万回以上 100万回以上
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3.2.5　動作仕様　動作仕様　動作仕様　動作仕様

画面の種類
登録画面数

ベース画面：最大 3000画面
共通画面：最大 1000画面
サブ画面：最大 3000画面
警報画面：256画面
ｼｽﾃﾑ画面（履歴ﾓﾆﾀ、ﾃﾞﾊﾞｲｽﾓﾆﾀ、各種設定画面）

画面メモリ容量 TFT ﾀｲﾌﾟ：2.93MB

STN ﾀｲﾌﾟ：0.93MB

設定動作機能 接点、ﾀｯﾁｽｲｯﾁ、比較接点、ﾒﾆｭ-ｽｲｯﾁ、
テンキー、文字キー、ランプ、数値表示器
棒グラフ表示器、ﾒﾂｾｰｼﾞ表示器、
ﾒﾂｾｰｼﾞ切り替え表示器、図形表示器
図形移動表示器、時計、面グラフ表示器
メータ表示器、折れ線グラフ表示器、ﾎﾞﾘｭｰﾑ
ﾃﾞｼﾞｽｲｯﾁ、ｾﾚｸﾀｽｲｯﾁ、ベース画面切り替え
データ書き込み、データ転送、文字列変換
演算命令（演算ｽｸﾘﾌﾟﾄ）、タイマ、ｽｲｯﾁﾛｯｸ
サブ画面ｵｰﾌﾟﾝ、サブ画面ｸﾛｰｽﾞ、ﾌﾟﾘﾝﾀ出力
ﾌﾟﾘﾝﾀ出力ｷｬﾝｾﾙ、ﾃﾞｰﾀﾀｲﾌﾟ変換、ｲﾍﾞﾝﾄ送信
ｲﾝﾁﾝｸﾞ出力

印刷機能 画面コピー、帳票印刷（カラー対応）

時計機能 年／月／日／時／分／秒／曜日
月差±４０秒（周囲温度 25℃）

停電保持 保持対象：時計データ、履歴データ、
          （保持形）内部レジスタ
保持期間：約１ｶ月（周囲温度 25℃）
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3.2.6　シリアルインタフェース　シリアルインタフェース　シリアルインタフェース　シリアルインタフェース（１）仕様（１）仕様（１）仕様（１）仕様

 RS-232C

電気的特性 EIA RS-232C規格準拠

伝送速度 1200/2400/4800/9600/19200/38400bps

同期方式 調歩同期

通信方式 半 2重／全２重

交信制御方式 ER制御のみ／ER制御と X制御

交信制御手順 ① 各社 PC及び通信ﾕﾆｯﾄ対応の上位ﾘﾝｸ手順
② DM ﾘﾝｸ(1:1)手順

伝送距離 15m（但し PCのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾎﾟｰﾄ接続時は 5m）

接続形態 1:1

 RS-422(485)

電気的特性 EIA RS-422規格準拠

伝送速度 1200/2400/4800/9600/19200/38400bps

同期方式 調歩同期

通信方式 半 2重

交信制御手順 ①各社 PC及び通信ﾕﾆｯﾄ対応の上位ﾘﾝｸ手順
②DM ﾘﾝｸ(1:1及び 1:N)手順

伝送距離 300m（但し PCのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾎﾟｰﾄ接続時は 5m）

接続形態 1:1及び 1:N

 接続部

接続部 D ｻﾌﾞ 25P ｺﾈｸﾀ（ﾌﾟﾗｸﾞ）

a RS232Cと RS-422（485）は、

どちらか一方のみの使用とな

ります。

同時には使用できません。
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 コネクタピン配置

 コネクタピン機能

№ 名　称 機　能

1 FG フレームグランド

2 SD 送信データ

3 RD 受信データ

4 RS 送信要求

5 CS 送信可

6 NC ノーコネクション

7 SG 信号グランド

8 CD データチャンネル受信キャリア検出

9 TERM 終端抵抗挿入用（RS-422, 485用）

10 RDA 受信データ＋（RS-422, 485用）

11 SDA 送信データ＋（RS-422, 485用）

12 NC ノーコネクション

13 NC ノーコネクション

14 NC ノーコネクション

15 SDB 受信データ－（RS-422, 485用）

16 RDB 送信データ－（RS-422, 485用）

17 NC ノーコネクション

18 CSB 送信可－（RS-422用）

19 ERB データターミナルレディ－（RS-422用）

20 ER データターミナルレディ

21 CSA 送信可＋（RS-422用）

22 ERA データターミナルレディ＋（RS-422用）

23 NC ノーコネクション

24 NC ノーコネクション

25 NC ノーコネクション

m RS-232C において ER 制御が

不要な場合は、20番端子（ER）

と 8 番端子（CD）、および 4

番端子（RS）と５番端子（CS）

を短絡してください。

m RS-422（485）において、1:1

接続または 1:N 接続時で伝送

路の終端に位置する場合は、終

端抵抗を接続します。

接続方法は、9番端子（TERM）

と 10番端子（RDA）を短絡す

ることにより行えます。

（終端抵抗：100Ω）

m RS-422（485）において、ER

制御が不要な場合（ほとんどが

この場合に該当すると考えら

れます）は、18番端子（CSB）

と 19 番端子（ERB）、および

21番端子（CSA）と 22番端子

（ERA）を短絡してください。

m RS-422 用端子台アダプタで

は、内部で 18番端子と 19番端

子、および 21番端子と 22番端

子をすでに接続（短絡）してい

ます。
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3.2.7　シリアルインタフェース　シリアルインタフェース　シリアルインタフェース　シリアルインタフェース（２）仕様（２）仕様（２）仕様（２）仕様

電気的特性 EIA RS-232C規格準拠

伝送速度 9600 / 19200 / 38400bps

同期方式 調歩同期

通信方式 半 2重

交信制御方式 専用プロトコル

接続部 ﾐﾆ DIN8P ｺﾈｸﾀ（TCS7187-01-201[ﾎｼﾃﾞﾝ]）

 コネクタピン配置

　　　　　

 コネクタピン機能

№ 名称 機能

1 RS 送信要求

2 ER データターミナルレディ

3 SD 送信データ

4 RD 受信データ

5 DR データセットレディ

6 EN （使用要求）

7 SG 信号グランド

8 NC ノーコネクション

６

３

４

７

８

５

２ １

a 画面データ等のダウンロード

を行うメンテナンス通信以外

では、6番端子（EN）は、開放

状態（何も接続しない）にして

ください。



第３章　仕  様

3-16

3.2.8　外部入出力仕様　外部入出力仕様　外部入出力仕様　外部入出力仕様

出力 出力点数 8 点＋3 点（ｴﾗｰ出力、ﾌﾞｻﾞｰ出力、ﾗﾝ出
力）

定格負荷電圧 DC24V（電圧範囲：18～30V）

出力絶縁方式 フォトカプラ方式

出力方式 NPNオープンコレクタ

最大負荷電流 20mA／1点

出力オン電圧 1.6Ｖ以下

入力 入力点数 1点（ﾘｾｯﾄ入力）

定格入力電圧 DC24V（電圧範囲：18～30V）

入力絶縁方式 フォトカプラ方式

入力抵抗 5.4kΩ

入力オン電圧 12Ｖ以上

入力オフ電圧 4Ｖ以下

接続部 D ｻﾌﾞ 15P ｺﾈｸﾀ（ﾌﾟﾗｸﾞ）

 コネクタピン配置

　　　　　

 コネクタピン機能

№ 名称 機能

1 LY0 汎用出力 0

2 LY1 汎用出力 1

3 LY2 汎用出力 2

4 LY3 汎用出力 3

5 LY4 汎用出力 4

6 LY5 汎用出力 5

7 LY6 汎用出力 6

8 LY7 汎用出力 7

9 ERR エラー出力

10 BUZZ ブザー出力

11 RUN ラン出力

12 O_+V 出力電源

13 IN_COM 入力コモン

14 O_COM 出力コモン

15 RESET リセット入力

１

９

８

１５
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 回路構成

・出力回路

・入力回路

a ラン出力は、HG3/4形が運転／

非運転モードにかかわらず、常

時 ON状態にあり、HG3/4形の

システムエラー時にのみ OFF

する信号です。
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3.2.9　パラレルインタフェース仕様　パラレルインタフェース仕様　パラレルインタフェース仕様　パラレルインタフェース仕様

電気的特性 ｾﾝﾄﾛﾆｸｽｲﾝﾀﾌｪｰｽ規格準拠

対応プリンタ ESC/P ｺﾏﾝﾄﾞ互換機、PC-PR ｼﾘｰｽﾞ[日本電気]

接続部 ﾘﾎﾞﾝ形 14P ｺﾈｸﾀ（FCN-685J014[富士通]相当）

 コネクタピン配置

 コネクタピン機能

№ 名称 機能

1 STRB データ取り込み同期信号

2 D0 データビット 0

3 D1 データビット 1

4 D2 データビット 2

5 D3 データビット 3

6 D4 データビット 4

7 D5 データビット 5

8 D6 データビット 6

9 D7 データビット 7

10 INIT （プリンタ初期化）

11 BUSY プリンタが受信可能

12 SLCT （プリンタの選択状態）

13 SLIN （プリンタ選択）

14 GND グランド
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3.2.10　メモリカードインタフェース仕様　メモリカードインタフェース仕様　メモリカードインタフェース仕様　メモリカードインタフェース仕様

方式 ﾐﾆﾁｭｱｶｰﾄﾞ

対応カード AMD方式ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ搭載のカード

（4MB,8MB）

接続部 専用ｺﾈｸﾀ

 コネクタピン配置

 コネクタピン機能

No. 名称 No. 名称 No. 名称

1 A18 21 D12 41 A4

2 A16 22 D10 42 CEL#
3 A14 23 D9 43 A1

4 N.C. 24 D0 44 N.C.
5 CEH# 25 D2 45 N.C.
6 A11 26 D4 46 CD#
7 A9 27 N.C. 47 A21

8 A8 28 D7 48 N.C.
9 A6 29 N.C. 49 WE#

10 A5 30 N.C. 50 D14

11 A3 31 A19 51 N.C.
12 A2 32 A17 52 D11

13 A0 33 A15 53 N.C.
14 N.C. 34 A13 54 D8

15 A24 35 A12 55 D1

16 A23 36 RESET# 56 D3

17 A22 37 A10 57 D5

18 OE# 38 VS1# 58 D6

19 A15 39 A7 59 N.C.
20 A13 40 N.C. 60 A20

EX1 Vcc EX2 GND EX3 CINS#
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3.2.11　ケーブル　ケーブル　ケーブル　ケーブル

 メンテナンス用ケーブル　形番：ＨＧ９Ｚ－ＸＣＭ１２

HG ｼﾘｰｽﾞの SIO2（ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾎﾟｰﾄ）とパソコンを接続するケーブルです。

NEC(PC-98)系のパソコンに適合します。

　ﾊﾟｿｺﾝ側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＧｼﾘｰｽﾞ側

　

D ｻﾌﾞ 25P ｺﾈｸﾀ　　　　　　　　　　　　　　　　ﾐﾆ DIN8P ｺﾈｸﾀ

（ﾌﾟﾗｸﾞﾀｲﾌﾟ）　　　　　　　　　　　　　（TCP7100 ｼﾘｰｽﾞ：ﾎｼﾃﾞﾝ）

名称 ピン番号 　　シールド線 ピン番号 名称

ＦＧ １ カバー シールド

ＳＤ ２ ３ ＳＤ

ＲＤ ３ ４ ＲＤ

ＲＳ ４ １ ＲＳ

ＣＳ ５ ８ ＮＣ

ＤＲ ６ ５ ＤＲ

ＥＲ 20 ２ ＥＲ

ＳＧ ７ ７ ＳＧ

６ ＥＮ

 メンテナンス用ケーブル　形番：ＨＧ９Ｚ－ＸＣＭ２２

HG ｼﾘｰｽﾞの SIO2（ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾎﾟｰﾄ）とパソコンを接続するケーブルです。

DOS/V系のパソコンに適合します。

　ﾊﾟｿｺﾝ側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＧｼﾘｰｽﾞ側

　

D ｻﾌﾞ 9P ｺﾈｸﾀ　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾐﾆ DIN8P ｺﾈｸﾀ

（ｿｹｯﾄﾀｲﾌﾟ）　　　　　　　　　　　　　（TCP7100 ｼﾘｰｽﾞ：ﾎｼﾃﾞﾝ）

名称 ピン番号 　　シールド線 ピン番号 名称

ｼｰﾙﾄﾞ カバー カバー シールド

ＳＤ ３ ３ ＳＤ

ＲＤ ２ ４ ＲＤ

ＤＲ ６ １ ＲＳ

ＣＳ ８ ８ ＮＣ

ＣＤ １ ５ ＤＲ

ＥＲ ４ ２ ＥＲ

ＳＧ ５ ７ ＳＧ

ＲＳ ７ ６ ＥＮ

ＲＩ ９

ケーブル長　２ｍ

ケーブル長　２ｍ
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 メンテナンス用パラレルケーブル　形番：ＨＧ９Ｚ－３ＣＰ２２

HG3/4形のﾊﾟﾗﾚﾙ I/Fとパソコンのﾌﾟﾘﾝﾀ I/Fを接続するケーブルです。

NEC(PC-98)系のパソコンに適合します。

　HG ｼﾘｰｽﾞ側                                     ﾊﾟｿｺﾝ側

　

リボン 14Pコネクタ 　ハーフピッチ 36Pコネクタ

 メンテナンス用パラレルケーブル　形番：ＨＧ９Ｚ－３ＣＰ３２

HG3/4形の SIO2（ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾎﾟｰﾄ）とパソコンを接続するケーブルです。

DOS/V系のパソコンに適合します。

　HG ｼﾘｰｽﾞ側　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾊﾟｿｺﾝ側

　

リボン 14Pコネクタ Dサブ 25Pコネクタ
（プラグタイプ）

ケーブル長　2ｍ

ケーブル長　２ｍ
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 ユーザ定義通信用ケーブル　形番：ＦＣ２Ａ－ＫＰ１Ｃ

HG3/4 形の SIO2（ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾎﾟｰﾄ）に接続してユーザ定義通信を行う場

合に用いるケーブルで、バラ線仕様となっています。

HG ｼﾘｰｽﾞ側　　　　　　　　　　　　　　　　   ユーザ機器側

　　

　ﾐﾆ DIN8P ｺﾈｸﾀ　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ﾊﾞﾗ線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　       

名称 ピン番号 　　シールド線 線色 名称

ＲＳ １ 黒 ＲＳ

ＥＲ ２ 黄 ＥＲ

ＳＤ ３ 青 ＳＤ

ＲＤ ４ 緑 ＲＤ

ＤＲ ５ 茶 ＤＲ

ＥＮ ６ 灰 ＥＮ

ＳＧ ７ 赤 ＳＧ

ＮＣ ８ 白 ＮＣ

ｼｰﾙﾄﾞ ｶﾊﾞｰ

ケーブル長　２.５ｍ
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 ＰＣ接続ケーブル　形番：ＰＦ３Ｓ－ＫＳ１

HG3/4形の SIO1と和泉電気 FA-3Sの SIF2を接続するケーブルです。

HG ｼﾘｰｽﾞ側　　　　　　　　　　　　　　　FA-3Sの SIF2側

　　

Dサブ 25Pコネクタ　　　　　　　　　　     Ｄサブ 9Pコネクタ

（プラグタイプ） （ソケットタイプ）

名称 ピン番号 　　シールド線 ピン番号 名称

ＦＧ １ １ ＣＤ

ＳＤ ２ ２ ＲＤ

ＲＤ ３ ３ ＴＤ

ＲＳ ４ ４ ＤＴＲ

ＣＳ ５ ５ ＧＮＤ

ＤＲ ６ ６ ＤＳＲ

ＳＧ ７ ７ ＲＴＳ

ＣＤ ８ ８ ＣＴＳ

ＥＲ 20 ９ ＲＩ

ｼｰﾙﾄﾞ ｶﾊﾞｰ ｶﾊﾞｰ ｼｰﾙﾄﾞ

ケーブル長　５ｍ
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 ＰＣ接続ケーブル　形番：ＨＧ９Ｚ－３Ｃ１１５

HG3/4形の SIO1と和泉電気 micro3を直結するケーブルです。

HG ｼﾘｰｽﾞ側　　　　　　　　　　　　　MICRO3 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾎﾟｰﾄ側

　

Dサブ 25Pコネクタ 　　ミニ DIN8Pコネクタ
（プラグタイプ） 　（TCP7100 ｼﾘｰｽﾞ：ﾎｼﾃﾞﾝ）

 ＰＣ接続ケーブル　形番：ＨＧ９Ｚ－３Ｃ１２５

HG3/4形の SIO1と和泉電気micro3Ｃまたはｵｰﾌﾟﾝﾈｯﾄｺﾝﾄﾛｰﾗを直結す

るケーブルです。

　HG ｼﾘｰｽﾞ側     　　　　　　　　　　　　　　　　PC側

　

Dサブ 25Pコネクタ 　　ミニ DIN8Pコネクタ
（プラグタイプ） 　（TCP7100 ｼﾘｰｽﾞ：ﾎｼﾃﾞﾝ）

ケーブル長　５ｍ

ケーブル長　５ｍ
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 ＰＣ接続ケーブル　形番：ＨＧ９Ｚ－３Ｃ１３５

HG3/4形とＰＣ（RS-232C、D ｻﾌﾞ 25P、三菱，ｵﾑﾛﾝ等のﾘﾝｸﾕﾆｯﾄ用）

の接続用ケーブルです。

HG ｼﾘｰｽﾞ側                                        PC側

　

Dサブ 25Pコネクタ 　　Dサブ 25Pコネクタ
（プラグタイプ）       (プラグタイプ）

 ＰＣ接続ケーブル　形番：ＨＧ９Ｚ―３Ｃ１４５

HG3/4 形とＰＣ（RS-232C、D ｻﾌﾞ 95P、三菱等のﾘﾝｸﾕﾆｯﾄ用）の接続

用ケーブルです。

HG ｼﾘｰｽﾞ側                            MICRO3C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾎﾟｰﾄ

　

Dサブ 25Pコネクタ 　　Dサブ 9Pコネクタ
（プラグタイプ） 　　（プラグタイプ）

ケーブル長　５ｍ

ケーブル長　５ｍ
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 ＰＣ接続ケーブル　形番：ＨＧ９Ｚ－３Ｃ１５５

HG3/4形とＰＣ（RS-232C、D ｻﾌﾞ 9P、ｵﾑﾛﾝ CPU ﾕﾆｯﾄ上の RS-232CI/F

用）の接続用ケーブルです。

　HGシリーズ側                                       ホスト機器側

　　

Dサブ 25Pコネクタ 　　Dサブ 9Pコネクタ
（プラグタイプ） 　　（プラグタイプ）

 ＰＣ接続ケーブル　形番：ＨＧ９Ｚ－３Ｃ１６５

HG3/4形と三菱電機、Ａ及び FX ｼﾘｰｽﾞのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾎﾟｰﾄの接続用ケ

ーブルです。

　HGシリーズ側                                       ホスト機器側

　　

Dサブ 25Pコネクタ 　　Dサブ 25Pコネクタ
（プラグタイプ） 　　（プラグタイプ）

ケーブル長　５m

ケーブル長 ５m
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3.2.12　メモリカード　メモリカード　メモリカード　メモリカード

 概要

本カードは従来のメモリカードより小型サイズで、フラッシュメモリ

が内蔵されたミニチュアカードと呼ばれるものです。HG3/4形ではこ

れを画面データや履歴データのデータ搬送用媒体として利用します。

ミニチュアカードは内蔵フラッシュメモリを直接アクセスするもの

ですので、そのアクセス方式は内蔵されたメモリの種類（Intel ﾀｲﾌﾟ

と AMD ﾀｲﾌﾟ）により大きく２通りに別れます。HG3/4形はこの中で

メモリタイプとしては AMD ﾀｲﾌﾟに対応し、また容量としては４ＭＢ

と８ＭＢに対応しています。その中でオプション品として４ＭＢのも

の（富士通製MB98C81233-10相当品）をご用意しました。

 外形図

 仕様

容量 ４ＭＢyte（１６Ｍbit×２ｹ）

保存温度 －３０℃～＋７０℃

 使用上の注意事項

 本カードを本体の専用コネクタに装着または脱着する際は、必ず本

体の電源を切ってから作業を行なってください。

 また、専用コネクタに無理な力がかからないように確認しながら、

コネクタに取り付けてください。
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3.2.13　　　　RS-422用端子台アダプタ用端子台アダプタ用端子台アダプタ用端子台アダプタ

 概要

本品はシリアルインタフェース１(SIO1）のコネクタを RS-422(485)

用端子台に変換するアダプタです。

Ｄサブ２５Ｐ（プラグ）コネクタ形状のアダプタケース上面にＭ３ネ

ジ端子を８ケ配置したもので、このネジ端子に電線（ツイストペアケ

ーブルなど）を接続します。

 外形図

 端子仕様

                        ｱﾀﾞﾌﾟﾀ側             外部機器側

SIO1 ｺﾈｸﾀ側

№ 名　称 名称

1 FG FG

7 SG SG

9 TERM TERM

10 RDA RDA

11 SDA SDA

15 SDB SDB

16 RDB RDB

18 CSB NC

19 ERB

21 CSA

22 ERA

m 1:1 接線または 1:N 接線時に端

子台アダプタが伝送路の終端

に位置する場合は、終端抵抗を

接続します。

接続は、"TERM"端子と"RDA"

端子を短絡することにより行

ないます。

（終端抵抗：100Ω）
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 使用上の注意事項

 本アダプタへの配線は、本体の SIO1コネクタに取り付ける前に

行い、その後アダプタに無理な力が加わらないように確認して、

コネクタに取り付けてください。

 圧着端子は、M3 圧着端子の板厚が 0.5mm のものを使用してく

ださい。

１つのネジに２本の圧着端子を取り付けたとき、板厚の厚い圧

着端子を用いると取り付けられませんので、注意してください。
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3.2.14　交換用バックライト　交換用バックライト　交換用バックライト　交換用バックライト

 概要

本品は HG3A/3C形専用のバックライトです。

 外形図

 交換方法

1 本体の電源を、必ず切ってください。

2 本体後面四隅のケース止ネジ（M3）４本を外し、後部ユニットを下

図のように慎重に外し、開いてください。

3 バックライトとインバータを接続しているコネクタを外し、バックラ

イトのコネクタがついている側を持って、スライドさせながら引き上

げ、取り外してください。

4 新しい交換用バックライトを 3 と逆の手順でスライドさせながら

押し込み、コネクタを接続してください。

5 後部ユニットを元に戻し、止めネジを閉めてください。

（推奨トルク：0.55Nm）

a ＨＧ４Ａ／４Ｃ形のバックラ

イト交換は弊社工場での交換

となります。
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3.3　設置と配線　設置と配線　設置と配線　設置と配線

HG3/4 形本体の設置，配線を行う場合，次の事項に十分配慮のうえ実

施されるようお願いします。

3.3.1　設置場所の注意事項　設置場所の注意事項　設置場所の注意事項　設置場所の注意事項

 使用を避けていただきたい設置場所

HG3/4形本体の性能、安全の維持から次のような場所への設置は避

けてください。

 塵埃，塩分，鉄分などの多い場所

 油，薬品などの飛沫がある場所

 直射日光の当たる場所

 腐食性ガス，可燃性ガスの発生する場所

 本体に直接振動や衝撃の伝わる場所

 温度変化で急激に結露するような場所

 高圧機器やアークが発生する機器（電磁開閉器，ノーヒューズ

ブレーカなど）に隣接する場所

 設置場所に対する注意事項

 通風スペースを十分にとり，発熱量の大きい機器に近接して設

置しないでください。

 HG3/4形本体と他の機器，構造物との間には，100mm以上の空

間を設けてください。

 周囲温度が HG3/4形本体の一般仕様欄で規定された温度を越え

る場合は，強制ファンやクーラを設置してください。

 HG3/4 形本体は垂直取付け自然空冷を前提にしています。それ

以外の姿勢で取付ける場合には強制空冷を行うか，周囲温度を

下げて使用してください。
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3.3.2　取付け　取付け　取付け　取付け

取付可能なパネルの厚さは２～５mm ですが、本体重量（約 3.7kg）

を加味してパネルの材質・厚さをご考慮願います

パネルへの取付けは付属の取付け金具を用いて，締付けトルク 0.4 Nm

で４ｹ所均一に締付けてください。必要以上の締付けは本体ユニット

の変形，損傷の原因になりますのでご注意ください。

また，表示の視野角やタッチスイッチの操作を考慮し，適切な高さに

取付けてください。

3.3.3　配線　配線　配線　配線

 配線時の注意事項

 動力線からは 200mm以上離して配線してください。

 ホスト機器と本機間を最短距離で配線してください。

 動力機器，入出力機器などとはそれぞれ系統を分けて配線して

ください。

 電源端子への配線

 電源端子への配線は下図のM3 ﾈｼﾞ圧着端子をご使用ください。

M3ﾈｼﾞ用 Ａ

Ｃ Ｂ

Ａ：６mm以下

Ｂ：５.５mm以下

Ｃ：６mm以上

 電源線は 1.25mm2以上の電線をできるだけ密に撚り合わせて電

源装置と本機間を最短距離で配線してください。

 動力機器，入出力機器などの電源とはそれぞれ系統を分けて配

線してください。

 接地端子は大地接地（専用接地）を施してください。

 端子配列

1 6
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 端子機能

・ＡＣ１００Ｖタイプ

端子番号 名　称 機　能

２ Ｌ 電源(AC100V_L)

３ Ｎ 電源(AC100V_N)

４ 接地

５ ＮＣ ノーコネクション

 SIO1コネクタへの配線

 各コネクタに適合するソケットをお使いください。ピン番号に

対する信号割り付けは各インタフェース仕様の項を参照してく

ださい。

 配線ケーブルのシールド線は、周囲環境によって本器の FG端子

または外部機器の FG端子のどちらか、あるいは両方の FG端子

に接続してください。

 SIO2コネクタへの配線

 画面データのダウンロード等には、当社のメンテナンスケーブ

ルを使用してください。

 ユーザ定義通信を行う場合、コネクタピン番号 6番端子（名称：
EN）には何も接続しないでください。（開放状態にしてくださ

い。）

 外部入出力コネクタへの配線

 各コネクタに適合するソケットをお使いください。ピン番号に

対する信号割り付けは各インタフェース仕様の項を参照くださ

い。

 PIOコネクタへの配線

 各コネクタに適合するソケットをお使いください。ピン番号に

対する信号割り付けは各インタフェース仕様の項を参照くださ

い。

a 端子番号１、6 は端子台の止め

ネジですので、注意してくださ

い。
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4.1　エラー情報　エラー情報　エラー情報　エラー情報

HG3/4形は、本体のトラブル、通信系のトラブル、またユーザの作画

データに不備などがあった場合、迅速にトラブルの要因を解析し、正

常状態へ復旧させるための一助となるよう、画面上に各種のメッセー

ジを表示します。

4.1.1　エラーメッセージ　エラーメッセージ　エラーメッセージ　エラーメッセージ

通信系のトラブルやユーザの作画データの不備などにより、以下のエ

ラーが表示されます。対策事項の処置を行ってください。なお、対策

を施してもエラーが発生する場合は最寄りの弊社支店、営業所、出張

所へお問い合わせください。

内　容 対　策

ユーザデータ

エラー

ダウンロードされた作画データに異常があり

ますので、データを確認して再度ダウンロード

してください。

画面データが

ありません

初期画面として指定された画面がないので、初

期画面となる番号のベース画面を本体へダウ

ンロードしてくだい。

初期画面Ｎｏ．

待ち

初期画面 No.として０を設定した場合、ホスト

より画面待ち状態となります。ホストから初期

画面番号を設定してください。

もしくは初期画面 No.を 0以外に設定してくだ

さい。

画面データが

不正です

実行できないデータがありますので再度ユー

ザデータをダウンロードしてください。

ホスト機器との通信に異常が発生しましたの

で、通信ラインまたは通信プログラムを見直

通信エラー

してください。

演算エラー 禁止されている演算を行っていますので、演算

内容を確認してください。
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4.1.2　警告メッセージ　警告メッセージ　警告メッセージ　警告メッセージ

HG3/4形の内部で使用しているプロジェクト情報、時計、履歴データ

格納等のメモリは電池によりバックアップされていますが、長期間

HG3/4形に電源が投入されなかった場合、バックアップデータは消滅

します。HG3/4形ではバックアップデータが消滅した時、以下の警告

メッセージを電源投入時に表示しますので、対処願います。

警告メッセージ 内　容

バックアップデータ

が消滅しました

ダウンロード時の設定に戻りますので、ダ

ウンロード時より変更したプロジェクト

情報、履歴データは無効となります。

また、時計データも無効になりますので時

刻を再設定してください。

 エラー出力

エラー出力は、ホスト通信時にエラーが発生しているか否かを示す出

力で、エラー発生時 ONとなります。

4.1.3　作画データのダウンロードができない場合　作画データのダウンロードができない場合　作画データのダウンロードができない場合　作画データのダウンロードができない場合

作画ソフトウェア SHELLPA-Ⅱから作画データのダウンロードが行

なえなくなった場合、下図に示す画面左の上下のタッチスイッチを同

時に 2点押しながら電源を再投入してください。

電源を再投入すると、システムモードの画面が表示され、ダウンロー

ド可能な状態となります。

HG3A/4A形の場合 HG3C/4C形の場合
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 プロジェクトダウンロード上の注意

ユーザデータダウンロードの転送方法を SHELLPA-Ⅱで「更新ファイ

ルのみ」にしてダウンロードを繰り返し続けると更新により残った古

いデータが表示器内のメモリに蓄積されていきます。その古いデータ

とユーザデータの総容量が表示器のメモリ容量を超えますと「PD側

でユーザメモリの空き容量が無いため、更新ファイルのみのダウンロ

ードが行えません。このﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをダウンロードする場合は「一括

転送」を指定してください。」と SHELLPA-Ⅱで表示され、「更新フ

ァイルのみ」でのダウンロードができなくなります。この場合は、一

度転送方法を「一括」にしてダウンロードしてください。これにより

蓄積した古いデータが消去されます。
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4.2　点検　点検　点検　点検

HG3/4形を最良の状態で使用していただくために、日常あるいは定期

的に点検を行ってください。

 HG3/4の画面表面及び保護シートは傷がつきやすいので、工具な

どの固いもので押したり、擦ったりしないでください。

 表面に付着した汚れは次の溶剤を含ませた柔らかい布などで拭

き取ってください。

　　　・中性洗剤

　　　・アルコール系溶剤

aシンナー、アンモニア、強酸系、強アルカリ系などの溶剤は

使わないでください。

 端子台、コネクタ部の点検

ねじの緩み、不完全な挿入、線材の切断などがないかを点検して

ください。

 取り付け状態の点検

取付け金具、取付けねじにたわみや緩みがないかを点検してくだ

さい。
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